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プロローグ







「ふむふむ、このドクダミ茶というのは美味おいしいな。普ふ通つうの日本茶より好きだぞ、私は」

「体にいいであります。漢方薬であります」

　ゲシュペスの新しい自室でお茶を飲み干したシュトライムは、淹れてくれた朱す雀ざくに感想を語る。すると朱雀は嬉うれしそうに頬ほおを朱しゆに染め、頼たのんでもないのに二杯目を注いでくれた。

　シュトライムはありがたく湯飲みを口に運び、ずずーっとすする。すると対面に座すわっていたゲシュペスが、呆あきれたような顔で見つめてきた。

「お前、茶を飲むのはいいが、オレの話聞いていたのか？」

「聞いていたよ。大千世界の概がい念ねんを、一万年も前の魔族が提唱していたって話だろ。続けろ。聞いてやるから」

「偉えらそうに……まあ、それでだな。オレたちが住んでいた魔ま界かいに、天界と人界を加えて須しゆ弥み界かいと呼ぶだろ？　けど、その魔族が言うには、須弥界は千個もあるらしい。この須弥界が千個集まった構造を、小千世界と呼ぶ。更さらに小千世界が千個集まって中千世界。中千世界が千個で大千世界」

「むやみやたらと巨きよ大だいな世界観だな。全くもって信じられん」

「同感だ。発表された一万年前も、信じる者はいなかったらしい。だがな、これと全く同じ概念が人界の大乗仏教にもあるんだ」

　そこでシュトライムは、ようやく茶を飲む手を止めた。湯飲みをテーブルに戻もどし、真ま面じ目めな顔をゲシュペスに向ける。

「どういうことだ？　確かに魔界と人界は、大魔災以前にも突とつ発ぱつ的てきに繋つながることはあった。しかしそれは、ほんの一いつ瞬しゆん。そんなわけの分からない世界観が流る布ふして定着するほどの影えい響きよう力りよくを持てたとは思えないんだが」

「もっともだ。実際のところ、魔界から人界に伝わったわけじゃない。それぞれ全く個別に、同一の世界観に辿たどり着ついたんだ」

　ゲシュペスの話を聞いたシュトライムは、何と答えようかと悩なやみ、時間稼ぎのためにドクダミ茶を飲み干す。三杯目を注ぐ朱雀を横目で見ながら、素す直なおな感想を口にする。

「いや、しかし……ありえんだろ、そんな偶ぐう然ぜん。時空を超こえたテレパシーか」

　シュトライムは茶ちや化かすつもりで言ったのだが、ゲシュペスは真顔を崩くずさなかった。

「あながち馬ば鹿かに出来ないぞ。大千世界が実在するとしたら尚なお更さらだ。一万年前の魔族も、仏教の僧そう侶りよも、意図せず世界の根源を感じ取り、それを記したのかも知れない」

「おいおい、本気か？　大千世界ってお前、つまり須弥界が十億個ってことだぞ」

「けど、その目で千の須弥界を見たわけだろ？」

「それは、まあ……」

「更にもう一つ。その一万年前に大千世界を発表した魔族は、極点位階だったらしい」

「極点位階か……」

　シュトライムはたまらず唸うなった。

　その単語が出た以上、確かに笑い話では済まなくなる。何せ魔ま力りよくを扱あつかう者としては最高位という証あかしなのだ。たんに強いというだけでなく、新しい宇宙を創造するという神の如き行いすら可能となる。

　そんな者が提唱した説ならば、戯ざれ言ごとと片づけるのも躊躇ためらってしまう。

　まして、同じ極点位階であるヴェズエルもまた、大千世界という言葉を口にしていたのだから。

「仮に、だ。その大千世界が実在するとして、ヴェズエルの目的はなんだ？　いや、奴やつの性格からしてその場所を目指すだろうというのは分かるが、方法は？　辿り着くとどうなる、何がある？　私たちはそれを阻そ止ししなきゃならんのか？」

　シュトライムがそう語ると、今度はゲシュペスが腕うでを組んで考え込んだ。

「確かに。オレたちに害がないのなら、どこへでも好きなところに行けばいい。むしろ大だい歓かん迎げいだ。しかし、そんなわけはないだろう。奴は破は戒かい王おうだぞ。ヴェズエルが何かを始めて、何も壊こわれないはずがない」

　暴論のようにも聞こえる。しかし事実なのだ。ヴェズエルという男が何かすると、悪気があろうがなかろうが、色んなものが壊れてしまう。それだけ彼かれは強く、そしてその強さを抑おさえようとしない。

「同感だな。すると結局、議論の余地はないということになる。破戒王ヴェズエルは、あらゆる手段を用いて絶対に倒たおす。大千世界があってもなくても、関係ないわけだ」

　身も蓋ふたもない結論であるが、そんなことは初めから分かっていた。

　破戒王ヴェズエルは、一度こうと決めた目的のためならあらゆる努力を惜おしまず、仲間と一致団結し、それこそ死んでも諦あきらめない。故ゆえに彼と話し合いで決着をつけるなど、魚に泳ぐなと説得するようなものだ。

「幸いにも、ヴェズエルはまだ完全ではない。この機を活いかして、私とお前で殲せん滅めつする。今度は二度と蘇よみがえれないよう、残ざん鉄てつも消しよう滅めつさせる」

「ああ、それ以外にないだろうな。そのためにはまず、ヴェズエルの居場所を見つけなきゃならんわけだが」

「なぁに。いずれ向こうから顔を見せるさ。いつまでもジッとしているような男じゃないからな。だからジタバタしても始まらん。というわけで、朱雀を借りていくぞ。織おり姫ひめの神社で、もみじ狩がりをやることになっているんだ」

「何だ。もしかして本題はそっちなのか？」

　ゲシュペスは呆れたようにため息を吐つき、肩かたをすくめる。

「無論だ。何が悲しくてお前と議論しにこんな場所まで来なきゃならん。朱雀を連れ出すために決まっているだろうが」

　シュトライムはそう言って、朱雀の頭をなでた。

　すると朱雀はゲシュペスを覗のぞき込こみ、遠えん慮りよがちながらもおねだりを始めた。

「もみじ狩りに行きたいであります。慈じ悲ひ帝てい様、よろしいでありますか？」

　当然、朱雀におねだりされて断れるゲシュペスではない。彼は苦く笑しようしつつ、首を縦に振ふった。

「仕方ないな。行ってこい。ケガだけはするなよ」

「了りよう解かいであります。もみじを沢たく山さん狩かるであります！」

　朱雀は着物の袖そでをバサバサ揺ゆらして喜びを顕あらわにする。

「よし、では早さつ速そく、神社まで一っ飛び……いや待てよ。せっかくだからあいつも連れて行こうか。ゲシュペス、修しゆ羅ら庁ちようにやらせている緊きん急きゆうの仕事とかないよな？」

「ん？　ああ、修羅庁を動かすような事案は何もないぞ。そもそも今の修羅庁は、ショコラとアレスの二人しか動けんしな」

　それを聞いたシュトライムは、たまらずにやけ顔になった。

　やはりイベントは大勢でやった方が楽しいに決まっている。

　強ごう引いんに参加させられる方は嫌いやがるかも知れないが、少なくともシュトライムにとっては楽しいのだ。

　よってシュトライムは朱雀を連れて、修羅庁の塔とうへと鼻歌交じりに向かった。







第一話　明王襲来







　九月の終わりごろから、新郷山の山頂付近が色づき始め、日を追うごとにグラデーションが下へと延のびていった。

　大魔災のあとも日本の四季の美しさは変わっておらず、それを目で追うことが出来るというのは非常に嬉しいことである。そして織おり姫ひめと夏なつ彦ひこが住む新郷神社は山さん麓ろくにあるため、平地に比べて一足早く紅葉前線に飲み込まれた。

　イチョウにモミジ、ケヤキにサクラ。見渡す限りの広葉樹が赤と黄色に染まり、まるで燃えるような色合いを生んでいる。これほどまでに見事な景色がある以上、イデアルがお祭り騒ぎを始めるのは、全くもって当然のことだった。

　もみじ狩り、という名目で境けい内だいに集まったイデアルだが、しかし優ゆう雅がに紅葉を眺ながめようという高こう尚しような精神はどこにもない。

　和歌を詠よみたくなるほどの景観の中、もくもくと煙けむりを上げ、バーベキューを決行する。「少しは風ふ情ぜいを楽しむ心がないんですか！」

　神社の主である織姫だけがそう訴うつたえていたが、夏彦を始め、誰だれ一人ひとりとして耳を貸さない。

　花より団子という言葉があるように、今この場においては、紅葉より肉なのだ。

「うえーい。そんな硬かたいこと言ってないで、織姫ちゃんも食べなよー、そして飲め！」

　いつも以上に元気溢あふれる委員長の右手には、高校生にあるまじき飲料物が握にぎりしめられている。

　もっとも委員長だけではない。ヘルガも、副社長も、シュトライムも、そして夏彦も、真っ昼間から好きなだけ飲み干していた。

「うにゃぁ……何だか世界がグルグル回っていい気分にゃぁ……」

「……変身しなくても空を飛べそうであります」

　社長と朱す雀ざくすらベロンベロンになり、ビニールシートの上に座り込んでしまった。

「あらあら、二人とも甘あま酒ざけで酔よっちゃったの？　困ったわね」

　副社長はそう言いながらも、まるで困っているようには見えず、むしろ嬉しそうに駆かけ寄より、社長と朱雀の介かい抱ほうを始めた。

「わははは、どんだけ弱いんだお前ら。いやぁ、それにしてもビールが美う味まい！　おい、誰だれかつまみも持ってこい。柿かきピーはないのか柿ピー」

　一番出来上がっているのがシュトライムだ。つい先日まで子供の姿になっていたせいで酒が飲めなかったのが辛つらかったらしく、その鬱うつ憤ぷんを晴らすようにがぶ飲みしていた。それこそ、いつ呼吸しているのだというくらい、常に口の中に酒が入っている。

「なつふぃこさまぁ、わたくしぃ、なとぅふぃこさまに飲んでいただきぃたくてぇ、ドンペリを持ってきまふぃたのぉ……いっひょにぃ、将来を語り合うぃなぐぅらぁ」

　そして出来上がっているというより別人になっているのがヘルガだ。もはや何を言っているのか聞き取ることすら困難であるが、どうやら夏彦のためにシャンパンを持ってきてくれたらしいというのは理解した。

「ああ、うん。ありがとうヘルガ。皆みんなで飲むよ」

「ええぇ、そうではなくぅ……わ、わたくひとぉ……ぉうぇぇえええええ！」

　夏彦がシャンパンを受け取った瞬しゆん間かん、ヘルガは胃に詰つまったものを盛大にリバースした。

「うぉ！　大丈夫かヘルガッ？　おい、誰かバケツ持ってこい！」

「うひゃあ、ヘルガ飲み過ぎだよ！　ヘルガ、こっちおいで。石いし畳だたみに吐いたら後片付け大変だから！」

　委員長はヘルガの背中をさすりつつ、茂しげみの方に誘ゆう導どうしていく。

「……つひこさまと、うぅ、なちゅふぃこしゃまと……お、ぉうううぅうえぇぇええ」

　哀あい愁しゆう漂ただよう背中を晒さらしながら、ヘルガは委員長と共に森の中に消えていった。

　しかし誰もが酔っ払っているので、誰も気にも留めなかった。

「ヘルガ、大丈夫だいじようぶでしょうか？」

　白面の織姫だけが心配そうに見つめていた。

「まあ、死にはしないだろ。吸きゆう血けつ鬼きだし。それよりシャンパン飲もうぜ。ドンペリだぞドンペリ」

「いけません！　さっきから神聖な境内で……いい加減にしてください」

　織姫は眉まゆをつり上げ、夏彦たち飲んだくれに説教を始める。しかし魔界と化した今の日本で、そんな常識論が通るはずもない。

　まして、この宴うたげの中心になっているシュトライムは、不ふ謹きん慎しんを擬ぎ人じん化かしたような存在だ。むしろ怒おこられれば怒られるほど愉ゆ快かいそうに笑う。

「織姫ぇ、お前真面目すぎるだろぉ。お酒は二十歳はたちからってのは、日本政府が作った法律だろうが。今の日本は魔界政府が統治しているんだから、お前も飲め飲め。それに酒を神への供え物にするのは別に珍めずらしくないだろう。奉献酒って奴だ。だから、巫女みこであるお前が飲んだってバチは当たらん」

「くっ……変なところは詳くわしいんですね。分かりましたよ、飲めばいいんでしょう、飲めば！　シュトライムさんと付き合うには白面じゃやってられませんからね！」

「おおっ、ようやく決心したか。いい心がけだ。あとは……おいショコラ！　そんな端はしっこに座ってないで、こっちに来い」

　シュトライムは鳥居の陰かげに隠かくれる犬耳魔族に呼よび掛かけた。

　犬耳魔族は顔を半分だけだし、大声で拒きよ絶ぜつを告げる。

「嫌じゃ！　誰が酒など飲むか。そんなものを飲むと頭が回らなくなるし、肝かん臓ぞうが悪くなるし、いいことなど一つもない。第一、なぜワシがこんなところにいるのじゃ！」

「はて、なぜだろうなぁ」

「貴様が拉ら致ちしたのじゃろうがァァッ！」

　犬耳魔族こと修羅庁長官代行、ショコラ・ミミングスは尻尾しつぽの毛を逆立てながら、木こ霊だまするほどの叫さけび声ごえを上げた。

　しかし実際、ショコラがここにいるのは非常に場ば違ちがいだ。イデアルから見れば、修羅庁は何度も衝しよう突とつしてきた『敵』である。その長官代行という地位にいる魔族を、シュトライムはなんだってもみじ狩りに参加させようと思ったのだろうか。

「うるさいなぁ。魔族のくせに細かい奴だ。もう、とにかくそんなところに隠れてないで、こっちに来い！　そりゃっ、舞ま羽う時雨しぐれ！」

「う、うわあああ」

　シュトライムの手から伸びた黒い鞭むちが、ショコラの体に巻き付く。

　瞬またたく間まに絡からめ取とられたショコラは、抵てい抗こうする間もなく、シュトライムの下に引きずり込まれる。

「にゃぁ？　ショコラちゃんも遂ついに仲間に加わる気になったのにゃ？」

「皆で楽しくやるであります」

　社長と朱雀はまだふらついているが、ショコラを発見して、もぞもぞと近づいていく。

「誰が仲間だ！　ワシは伝統ある修羅庁のナンバー６じゃぞ。なぜイデアルなどという昨日今日出来たばかりの組織と仲良く酒盛りせねばならぬ！　ワシは帰る。帰ると言ったら帰る！　じゃからこの舞羽時雨を解けぇぇい！」

　偉そうに怒ど鳴なるショコラだが、その身長は社長や朱雀と大差ない。はっきり言って幼女そのものだ。いくら口調だけ年寄りぶっても、威い厳げんは全くなかった。

「頑がん固こだなぁ。変なところだけラグネオラに似て。酒くらい飲めよ。それとも何か、怖こわいのか？　修羅庁長官代行ともあろう者が、酒を一滴も飲めないというのは、いささか情けないなぁ」

「な、何じゃと！　このワシに向かって情けないなどと……いいだろう！　飲んでやろうではないか。修羅庁長官代行の名にかけて、飲み干してくれる！」

「おおっ、流石さすがはショコラ。それでこそ私の妹弟子だ」

　シュトライムは満面の笑えみを浮うかべ、クーラーボックスに走る。

　しかし、ショコラの大げさな言動からして、彼かの女じよが酒を飲んだことがないのは明白だ。そもそも見た目からして子供だ。魔族の実じつ年ねん齢れいと外見年齢が一致しないのはよくあることだが、人間の夏彦としてはショコラに酒を飲ませるのは気が引ける。

「よーしよし。なぁに案ずるな。私も飲み慣れていない奴に、いきなり強きよう烈れつな酒を飲ませるほど鬼き畜ちくではない。まずは麦むぎ焼じよう酎ちゆうから行ってみよう」

　そう言ってシュトライムは、どこからともなく取り出したグラスに、透とう明めいな液体を注ぎ始めた。

「ほら、飲んでみろ」

「むむ？　確かに色も匂においも、まあ軽そうじゃな……」

　グラスを受け取ったショコラは、くんくんと匂いを嗅かぎ、警けい戒かいしながら口に含ふくんだ。

　初めはいぶかしげな顔だったが、一口含んだ瞬間、パッと明るくなる。

「これは意外と……美味いではないか」

「そうだろ？　麦焼酎は水みたいに飲みやすいんだ。さあ、グイッといけグイッと」

　などと言ってシュトライムは、ショコラのグラスに次々と注いでいく。

　ショコラも素直なもので、疑うことなく飲んでしまう。

「夏彦。あれって確か、アルコール二十五％くらいありましたよね……？」

「うむ……飲みやすいからこそ、あとで大変なんだがなぁ」

　初めて飲む酒に焼しよう酎ちゆうのストレートを勧すすめるなど、鬼畜以外の何物でもない。

　だが、ここで割って入ると、こちらがシュトライムに絡まれてしまう。そんな面めん倒どうなことはご免めんこうむる。

　それよりも夏彦は、織姫とドンペリが飲みたい。

「俺おれたちは俺たちで、一いつ杯ぱいやろうぜ。ほら、グイッといけ」

「……もう。私、あんまりお酒飲んだことないんですから。もし酔っ払ったら、ちゃんと介抱してくださいね」

「ああ、任せろ。何が起きても全部、酒のせいだからな。織姫は悪くない」

「な、何言ってるんですか……！」

　織姫は真っ赤になり、上うわ目め遣づかいで睨にらんでくる。

「何ってそれはだな。酒の勢いと言うことにして、そろそろ俺たちも本格的に子作りを……」

　と、夏彦はかなり本気で口走った。

　それに対する織姫の抗こう議ぎが上がる前に、異変は起こった。

「む？　何だ、この気配は」

　最初に反応したのはシュトライム。

　既すでに赤くなり始めたショコラを尻しり目めに、暗黒ドームの方角を見つめた。

　そこにあるのは青空だけで、何の変へん哲てつもない。晴はれ渡わたっているだけだ。

　しかし、違い和わ感かんを感じたのはシュトライムだけではなかった。

　夏彦も織姫も、社長も副社長も朱雀も、茂みの奥おくにいた委員長とヘルガも戻ってきて、一様に同じ方向を凝ぎよう視しした。

「……これは、魔力か……？」

　夏彦はポツリと呟つぶやく。

　見つめる先で、何か途と方ほうもないものが湧わき上あがっているように感じられた。だが、それが余りにも異質すぎて、大きいのか小さいのか、強いのか弱いのかすら掴つかめない。

　それ故に不気味なのだ。

　たとえ相手が破は戒かい王おうであっても、強いという事実は見て取れた。力量が掴めないなどということはなかった。

　なのに、今、見つめる先で『発生』しているモノが何なのか、少しも分からない。

　シュトライムですら同じであるらしく、真面目な顔で空を見つめていた。

　分からぬことだらけ。

　一つ確かなのは、このもみじ狩りは中止だろうということのみだった。





※






　シュトライムが朱雀とショコラを連れて出ていったあと、ゲシュペスはのんびりとマンガ本を読んでいた。

　朱雀が猫耳社長から借りてきたものを、又また借がりしているのだ。

　そしてゲシュペスはマンガを読んで初めて知ったのだが、人界の球技というのは実に危険なものだったらしい。

　野球の特訓で、電動ドリルを素す手でで握りしめたり、火山口に生身で飛び込んだりしている。魔ま球きゆうを投げすぎた後こう遺い症しようで老化するし、毎試合誰かしら死んでいた。

　テニスでは死人こそ出ていないが、様々な属性攻撃を打ち合い、遂に空間を削り取る者まで現れる始末。

　ゴルフは最も危険であり、ホールに軍用ヘリが乱入して実じつ弾だんで攻撃してくるのは日常茶飯事。その軍用ヘリをゴルフボールで撃ち落とせるようでなければプロは務まらない。このマンガを読むまでゲシュペスは、ゴルフとは少ない打数でボールを穴に落とす競技だと思っていたのだが、その認にん識しきは間ま違ちがっていたのだ。ボールに悪あく魔まや神を憑ひよう依いさせ、互たがいに向き合ってドライバーショットを打ち、攻撃し合う競技なのだ。

　球技ごときでこれほど命がけなのだから、実際の戦せん闘とうとなればより一層激しかったに違ちがいない。日本列島に残った人間たちが魔族と対等にやっていけているのも、至極当然のことなのだ。

「いやぁ、面おも白しろかった。オレも今度、相手の五感を奪うばう技の練習をしてみよう」

　久しぶりに少年の心を取り戻したゲシュペスは、深い満足感と共に本を閉じる。

　しかし次の瞬間、その晴れやかな気分が吹ふき飛とんだ。

「……なんだ、この魔力は」

　足元から、つまり暗黒ドームの奥から、得体の知れない気配が迫せまってくる。

　それが大きいのか小さいのか、強いのか弱いのか、複数なのか単体なのかすら分からない。ゲシュペスが知っているどれとも異なる、正体不明の何者か。

　――馬鹿な、こんな奴がいてたまるか！

　ゲシュペスは魔ま王おうだ。それ相応に経験を積んでいる。全すべてではないとはいえ、天界、魔界、人界という三つの世界をこの目で見た。それ故に、全く異質な存在というものが信じられなかった。

　魔族とも人間とも違う。神や天使とも違う。

　今まで須しゆ弥み界かいにこんな奴はいなかった。見たことも聞いたこともない。

　――だとすれば、須弥界の外から!?

　大千世界。その言葉に思い至ったと同時に、ゲシュペスは窓から飛び出し、空から暗黒ドームを見下ろした。

　まだ変化はない。

　しかし確実に迫っている。

　――こいつは、ヤバイぞ！

　相手の数も力量も分からない。分からないからこそ、それが危険であると確信した。

　迎むかえ撃うたねばならない。

　しかし現状、修羅庁は壊滅状態で、最大戦力の一角たるシュトライムも出かけてしまった。

　今ここで自分が食い止めるしかない。

「くっ――」

　ゲシュペスは、久しぶりに全力で戦う覚かく悟ごを決める。

　だが気配は下からのみならず、頭上からも現れた。今度は嫌という程ほどよく知っている相手のもの。しかし、だからといって安心は微み塵じんも出来ない。なにせ強さという意味においては、間違いなく最上級の相手なのだから。

「ヴェズエル、お前、何のつもりだ！」

　魔界政府最大の敵であるレムナンツ。その親玉たる破戒王ヴェズエルが白昼堂々、万ばん魔ま殿でんの目と鼻の先に出現した。

　しかも明らかに臨戦態勢としか思えない魔力を放っている。

　だがヴェズエルはゲシュペスに一いち瞥べつもくれず、暗黒ドームだけを見つめていた。

「退けゲシュペス。日本を、いや人界を破は滅めつさせたくなければ、この場は我に任せろ」

　それは有う無むを言わさぬ命令だった。

　無論、ゲシュペスにはその命令を聞く義務はない。が、今ここで何が起きているのかすら、ゲシュペスは理解していなかった。本当に任せてしまった方が正解なのかもしれない。しかし素直にそう出来るほど、ヴェズエルを信用することもまた不可能だ。

　そうやって何か言い返そうとしている内に、暗黒ドームから『群れ』が顔を出した。

「仏像!?」

　思わず声を上げてしまった。実際そうとしか見えなかった。岩から削り取ったような色しき彩さいの仏像が、暗黒ドームの到いたるところから生えてくる。その数、千や二千ではきかない。

　そして全ての仏像の表情は、憤ふん怒どに染まっていた。穏おだやかさがどこにもない。仏と聞いて思い浮かぶ慈じ悲ひや救済のイメージが皆かい無むであり、明らかに武ぶ闘とう派は。むしろ殺気すら放っていた。

「来たな明王ども。まずは肩かた慣ならしだ。我を倒したくば、自ら来いと主に伝えよ！」

　そう言ってヴェズエルは、手にした槍やりに魔力を込こめ、暗黒ドームに向かって投げ下ろした。

　――野や郎ろう、本気だ！

　その一いち撃げきだけで、ゲシュペスの持つ総魔力量を遥はるかに凌りよう駕がしていた。

　地面に当たれば間違いなく、そのまま地球を塵ちりも残さず消し飛ばす。

　だが槍が向かったのは底なしの暗黒ドーム。どれほど深く突つき進すすもうと、地球に当たることはない。それでも余波がくる。

　まず暗黒ドームの奥で爆ばく発はつが起きた。艶つやのない完全な黒だったドームが、内側から閃せん光こうで包まれる。一瞬にして仏像たちが蒸発し、一つ余さず燃もえ尽つきた。

　閃光は消えることなく、そのまま暗黒ドームの外側へと広がっていった。ドーム内部で減げん衰すいし、更に仏像が壁かべになって弱まっているはずなのに、地表全てを飲み込む勢いで四方に向かう。

　このままでは全員死ぬ。自分も朱雀も、その他もろもろの魔族も人間も。

「させるかよ！」

　ゲシュペスもまた全力で魔力を練り上げ、暗黒ドームを覆おおう結界を作り出す。広がる閃光を結界の内側に閉じ込めれば、被ひ害がいはそれ以上広がらない。

　が、しかし――ことはそう簡単には運ばなかった。

「ぬ、ぐっ！」

　今ゲシュペスが受け止めているのは、単なる余波だ。あとは薄うすくなる一方の残火に過ぎない。だというのに、全力を以もつてしても結界が維い持じできない。穴が空き、光が漏もれ、地表を沸ふつ騰とうさせる。

「うおおおおお！」

　雄お叫たけびを上げて力を振り絞り、結界に魔力を注ぎ込む。

　それもすぐに限界に達した。

　幸いにも、結界が消え去るのと、爆発の余波が治まるのは同時だった。

　おかげで日本列島への被害は極ごく軽けい微びにとどまった。しかし防いだというよりは、見み逃のがしてもらったという気分になってしまう。

「流石さすがは慈じ悲ひ帝ていゲシュペス。お前なら、あの爆発を防いでくれると信じていたぞ。どうやら魔力は万ばん全ぜんの様子。宴の前座には申し分ないな。さあ、シュトライムも呼ぶがいい。存分に楽しもうぞ」

　前座、と彼は言った。

　魔王たる慈悲帝ゲシュペスと、それに匹ひつ敵てきする力を持ったシュトライムを二人まとめて前座と。

「シュトライムを呼ぶまでもない。お前はまだ残ざん鉄てつを集めきっていない。ならばオレ一人で十分だ！」

　それは男の意地から出た言葉であったが、しかし勝算なく放ったわけでもない。

　なぜならゲシュペスの極点位階秘技は、相手の力を吸い上げるというもの。

　単純な魔力量だけで考えれば、ヴェズエルの方が圧あつ倒とう的てきに優まさっている。だが上う手まく型にはめさえすれば、その差は逆転する。

「ほう。これはまた勇ましい。いいぞ、望むところだ。そうでなくてはつまらん。相手をしてやろう――と言いたいところだが、ゲシュペスよ。残念ながらそうも言っていられぬようだぞ」

「どういう意味だ」

　そう問いかけたが、答えはヴェズエルからではなく暗黒ドームから放たれた。

　なんと、先さき程ほどの一撃から生き残った仏像が飛び出してきたのだ。

　それも二十を超える数が、瞬く間に散らばっていった。

「くっ！」

　ゲシュペスは慌あわてて仏像に攻撃を放つ。その内の数体は撃ち落とした。が、しょせん数体だ。残りは逃にげ、散り散りに飛んでいく。

「おいヴェズエル！　あれは一体、何なんだ。明王とか言っていたが……大千世界から来たのか!?」

「いかにも。奴らは大千世界の最さい奥おうからやってきた明王たちだ。その目的は、おそらくこの世界の破は壊かいであろうな。なにせ、奴は生まれながらにそういう存在らしい」

「奴？　なぞかけはいい加減にしろ！」

「なぞかけなどしているつもりは毛頭ない。というより、この期に及およんで何も感じぬのか？　お前も極点位階であろうが」

「どういう意味――」

　ヴェズエルはわけの分からぬことを言って、こちらを煙けむに巻まこうとしている。そう思ったが、しかしどうしたわけか、耳を貸す気になってしまう。

　実際、暗黒ドームの底に、何かがいるという気配を強烈に感じ取ってしまう。それは今飛び出してきた明王たちとはまたべつの、もっと巨大で根源的な存在だ。

　観測は出来ないし、確証もない。ただなんとなく、そんな気がするだけ。

　なのに無視できない。

　むしろ否定することの方が馬鹿らしく思えてしまう。

　あたかも、この目で見てきたかのように。

　――■Vai■ro■ca■na

　そしてノイズのような音が反はん響きようする。

　強烈な頭痛が走り、たまらず頭を押さえる。

「いっ、まのは……何だ……？」

　音。恐おそろしい音。

　それが聞こえただけで、頭が割れそうになった。決して耳から離はなれないのに、発音することが出来ない。その響き自体が、途方もない力を持っていると分かってしまったのだ。

「どうやらお前も垣かい間ま見みたようだな。それが大千世界の主。あまねく十億個の須弥界を飲み干そうとしている怪かい物ぶつだ。どうだ、戦いたいと思わぬか？」

「戦いたい、だと……？」

　冗じよう談だんを言っているのか。

　ゲシュペスは本気でそう疑い、ヴェズエルの顔を凝視した。ところが彼はいたって真面目であり、嘘うそや遊びの介かい在ざいする余地がなかった。

　なるほど、本気だ。本気で戦いたいと言っているのだ。

　ゲシュペスはそれと全く逆の感想を抱いた。

　つまり、絶対に戦いたくない。接せつ触しよくしたくない。見るのも聞くのも嫌だ。こんなもの知らなければ良かったと真しん摯しに思う。

　自分とは格が違う、といった表現すらも生ぬるい。なにせ相手は世界を喰くらう化け物なのだ。それも一つや二つではない。ヴェズエルいわく十億個。

　それに対してこちらは、その十億個ある世界の一つを更に三つに分けた、魔界というちっぽけな世界で生まれた一人に過ぎない。

　勝ち目がどうとか、戦法がうんぬんというレベルではなく、挑いどもうという発想が出てくること自体狂くるっている。

　勿もち論ろん、ゲシュペスとヴェズエルの力量には大きな差があった。しかし、そんな差など奴から見れば無に等しい。仮にこちらの力を一とした場合、奴を表わすのに如い何かほどの数字が必要か。無量大数という単位を持ち出したとしても足りないかも知れない。

「そうか、お前は怖おじ気けづくか。まあ無理もない。神滅者として相応ふさわしいのは我一人。故に試金石インドラを倒して大千世界に到るのは、我と我の部下のみだ」

「ふざけるな！　わけの分からんことを言いやがって……お前らが戦って勝手に自じ滅めつするのは勝手だが、オレたちを巻き込むなよ。あの明王とかいう連中がここに昇のぼってきたのは、お前のせいだろうヴェズエル！」

「無論だ。我とシュトライムとの戦いで、暗黒ドームは更さらに深い穴となり、大千世界に近づいた。それにより奴は、我という敵を発見した。もっとも、奴の破は壊かい衝しよう動どうは無制限であるがため、四方八方へと散ってしまったがな」

　問題など一つもないといった口調でヴェズエルは語る。

　だがそれはつまり、この世界が奴に目を付けられたという意味に他ほかならない。

　今のところ少数の明王だけで済んでいるが、いずれもっと本格的な攻こう勢せいが来るのは必然だ。そして待ち受けるのは世界の滅めつ亡ぼう。

　何せ奴からすれば十億分の一に過ぎない。それこそ細さい胞ぼうのようなもの。軽く引ひっ掻かいただけで宇宙がズタズタになってしまう。

「ヴェズエル！　魔王として、これ以上貴様の思い通りにはさせん！　ここで死ね。暗黒ドームはオレが塞ふさぐ。大千世界などという狂きよう気きにこの世界を巻き込んでたまるか！」

　おそらく、この瞬間が最後の好機なのだ。

　今を逃のがせば、明王の第二波が更なる数と力で押し寄せ、日本列島を飲み込む。そしてヴェズエルもまた残鉄を集め、より強力になっていく。

　どちらも止める。

　戦いたい、などという馬ば鹿かげた欲望のために、須弥界を生いけ贄にえにしてたまるか。

「ああ、雄お々おしい言葉、胸を打つ！　しかし残念だなゲシュペス。やはりお前一人では我の相手は務まらぬよ。と言うより、せっかくの宴なのだ。全世界を巻き込んでこそ華はなであろう！」

　ヴェズエルが両手を広げると、豪ごう奢しやな金きん髪ぱつがひるがえった。

　それに呼応するかの如く、空が歪ゆがんだ。

　巨きよ大だいな建造物が浮かび上がってくる。

「ベスターブルク城、だと」

　かつて破戒王ヴェズエルの私し邸ていとして魔ま界かいに存在していた古城が今、日本列島の上空に顕けん現げんした。
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「やれやれ。ヴェズエルは大はしゃぎだが、世界の滅亡以外の何ものでもない。そなたら、止めるならば今の内だぞ？」

　破戒王の妻ダイアンサスは、夫の代わりに玉座に腰こし掛かけ、レムナンツの面々に語りかける。

　リリウムはいつもと変わらぬ無表情。彼女の願いはヴェズエルのそばにいることであり、その結果がどうなるかに興味がないのだろう。

　バルトセルは薄ら笑っている。彼からすれば、ダイアンサスの問いかけすら滑こつ稽けいで、早く戦わせろと目で訴えかけてくる。

　アウレリアはエルメネヒルドの帽ぼう子しをずらして遊んでいた。おそらく彼女は、この場で最も戦う理由が薄い。それなのに今まで付いてきてくれたのは、ひとえに仲間だから。だからこそダイアンサスはアウレリアに感謝を送りたい。

　エルメネヒルドはアウレリアにからかわれながらも、リリウムの隣となりをキープしている。リリウムの気持ちが彼に向くことはなく、それどころか気付いてもらうことすら出来ていない。結果が目に見えている故に告白しないというのは、女め々めしいが健気けなげだった。それでもリリウムを支えたいと願っているのだから。もっとも、彼かれがもう少し大人の男になれば、力ずくで強引にリリウムをものにするという選せん択たくが生まれるかも知れない。
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　各自、思いは様々だ。

　それらを燃やして、本日これより破戒王ヴェズエルとその部下たるレムナンツは、世界の根源へと宣戦を布告する。

「能書きはいいから早く始めるネ。まさか今いま更さらやめたがる奴やつがいると本気で思ってるネ？」

「そういうこった。この期に及んで語ることもねーだろ」

「何でもいいんだけど、僕ぼくの帽子いじるのやめてよアウレリア」

「……ダイアンサス。征いこう」

　表現は異なっても、言っていることは全く同じだ。

　一刻も早く進しん撃げきの命令を。

　そんな彼らを前にして、ダイアンサスは苦笑してしまう。夫の始めた馬鹿げた遊びに最後まで付いてくる馬鹿がこんなにもいようとは。

　ならばもう遠えん慮りよは要いらない。

　容よう赦しやなく死地に送り込もう。

　もっとも、初めから遠慮などした覚えもないのだが。

「第一目標は、神かん無な大だい結けつ界かいの破壊だ。この宴を日本列島だけで楽しむのは忍しのびない。せめて地球全土を巻き込もうぞ。さあ、征け」

　ベスターブルク城から彼らは飛び立った。

　神無大結界を支える四つの支柱。それを破壊し、明王の波を外へと広げる。

　おそらく、レムナンツ以外の全員が拒きよ否ひするだろう。

　あらゆる憎ぞう悪おが自分たちに向けられる。

　まさにそれこそが、ヴェズエルの狙ねらいだった。

「さて、妾わらわも役目を果たすか」

　ダイアンサスもまた、城をあとにする。

　だが他の者と違い、神無大結界の破壊は後回しだ。

　目標はシュトライム。魔王級と呼ばれる彼女の相手こそが、ダイアンサスの役目だった。
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「一体何だったんだ、この仏像は」

　禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎをしまいながら、夏彦は境内に横たわる全長五メートルほどの仏像を睨にらみ付つける。

　なにせショコラも交えて楽しくやり、遂には堅かた物ぶつの織姫にも酒を飲ませようとした矢先に攻め込まれたのだ。誰であろうとキレるに違いない。おまけに戦闘によって、織姫の家の一部が潰つぶれてしまった。なんとそこは夏彦の部屋なのだ。

「あーもうぶっ殺す！」

「もう死んでるにゃー」

　社長は仏像をつんつん触さわりながら呟いた。

　夏彦がトドメを刺さしたのだから、もちろん知っている。しかし一度殺したくらいでは気が済まない。

「夏彦。そんなに怒らないで下さい。部屋は他にもありますから」

「……そうだな。俺、今日から織姫の部屋で一いつ緒しよに暮らすわ」

「はぁっ？　どうしてそうなるのですか。部屋はあると言っているじゃないですか」

「いいじゃん。どうせ今までだって同じ布ふ団とんで寝ねてたんだから、そんな変わんねーだろ」

「ふごぁあっ？　な、何を皆の前で言っているんですか、ちょ、あ、もう、黙って下さい！」

　織姫は夏彦の口を塞ぎ、汗あせをダラダラ流しながら周りの人々を見み渡わたす。

　当然、塞いだときには既に彼女らの耳に届いていた。

　突き刺さるような冷たい視線が夏彦と織姫を取り囲む。

「違うんですよ！　同じ布団で寝ると言っても、皆が思っているほど同じじゃないですから。実質違う布団と言っても過言ではない感じの、こう空間の歪みと言いますか、とにかく違うんですよ！」

「はぁ？　何否定してんだよ。昨日、お前がどんな風に俺に甘あまえてきたか一字一句この場で――」

「この場で死ねぇぇい！」

　織姫はヘアピンを日本刀に変化させ、電の如く夏彦に振ふり下おろした。

「危ないだろ」

　無論、夏彦にとってはそれを白刃取りするくらい朝飯前だが、夏彦以外であれば真っ二つになる本気の斬撃だった。

「うにゃー、バカップルというのは本当に見苦しいにゃ」

「まとめて生ゴミに出だしてしまいたいであります」

　社長と朱雀は半分呆あきれ、半分面白がるような声を出す。

　ところが、その後ろにいた副社長は半泣きになり、本気で恨うらめしそうに睨んでくる。

「くぅぅ、高校生のくせにあんなにラブラブして……羨うらやましい……！」

　思えば副社長の口から男の話を聞いたことがないし、噂うわさも流れなかった。大人の雰ふん囲い気きは立派だが、もしかすると、もしかする。

「夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を殺してわたくしも死にます夏彦様を――」

「お、おい、ここで発はつ狂きようしているのが一人いるのじゃが大丈夫なのか!?」

「ああ、うん、いつものことだから気にしないでおっけー」

　オロオロするショコラに委員長は親指を立てて答える。

　それにしても、どうしてヘルガは夏彦に殺気を向けてくるのか。もしかしたら、酔っ払うと暴力的になるタイプなのかもしれない。

「んで師し匠しよう。この動く仏像の正体に心当たりはないのか？」

「いや、分からん。流石さすがに仏教は魔界に伝来していなかったしな」

　シュトライムが知らないとなると、少なくとも魔界に古くからあるものではなさそうだ。

　しかし人界由来かといえば、それもまた違う。確かに日本は二足歩行ロボットに熱を入れていたが、せいぜい階段を登ったりダンスを踊おどったりというデモンストレーションが関の山。五メートルの仏像が戦闘するという話は聞いたことがない。

「もしかしてあれじゃない？　全国の神社壊滅をもくろむ新しい宗派！」

　委員長はノリで適当なことを言い出す。

「なんにゃそれ、格好いいにゃ、戦いたいにゃ！」

　そして社長は頭の中で想像してしまったらしく、目を輝かがやかせていた。

「うーん、しかし仏像か……もしかして、いや、だが……」

　委員長と社長が勝手に盛り上がっている横で、シュトライムは腕うでを組み、難しい顔をしていた。

「師匠、やっぱり心当たりがあるのか？」

「心当たりと言うほどのことでもないのだが。さっきゲシュペスと仏教の話をしたばかりだから、ちょっと気になったんだ。ま、関係ないと思うが」

「ふーん……」

　この仏像が何という仏なのかすら分からない夏彦にとって、仏教の話などどうでもよかった。仏像がここに来た目的すら実のところどうでもよく、知りたいのは今後も来るのか来ないのかということなのだ。

「これはあれじゃな。多分、明王じゃろう」

　動かぬ仏像の顔をシゲシゲと見つめていたショコラは、不意に会話に入ってきた。

　ショコラが話しかけてくると言うのも驚おどろきだが、日本人の夏彦ですら分からなかった仏像の種類を知っているというのが意外だった。

　全員の視線がショコラに集中する。

「な、なんじゃジロジロ見おって！　ワシが仏像好きなのがそんなに変か!?　仕方なかろう、こんなに格好いいんじゃから！」

「いや、確かに格好いいかもしれんが」

　ショコラの外見年齢は十二か十三歳くらいだ。口調こそ大人ぶっているが、中身も割と子供っぽいところがある。そんなショコラが仏像好きというのは、誰だれだって意外に思うだろう。

「呆れた声を出すな。見ろ、この憤怒に染まった顔の造形を！　もの凄すごく強そうじゃ！」

「強そう……？」

　この犬耳は何を言っているんだ、という想おもいで夏彦は仏像をもう一度眺ながめる。

　だが、その表情、姿勢、攻こう撃げき的てきな装そう飾しよく品ひん、どれをとっても強さに結びついていた。

「……よく勝てたな、俺」

　実際の実力はともかく、見た目だけなら完敗だった。

　認めよう。仏像はとても格好いい。

「おお、分かるか！　ワシは鎌かま倉くらの大仏が一番好きなんじゃ。あの雨ざらしにジッと耐たえる姿がたまらん。そのくせ、いざ動き出したらどうなってしまうのだろうと思わせる不気味な迫はく力りよくがある！　あれが動いたら絶対に凄いぞ。間違いなく宇宙が吹き飛ぶ！」

　ショコラはテンションを上げ、キラキラした瞳ひとみで夏彦に訴うつたえてくる。

「おいおい。仲良くなるのは結構だが、まずはこの仏像をどうにかするぞ。誰が送り込んできたにせよ、悪意があるのは間違いなさそうだからな」

　シュトライムは珍めずらしくもっともなことを言う。

　イデアルも修羅庁も、歴史や理念に違いはあれど、その最終的な目的は魔界の治安維持ということになっている。であれば、仏像が強きよう襲しゆうしてくるという奇きっ怪かいな事件が目の前で起きた以上、放置するわけにもいかない。

「犯人捜しか。けど慈悲帝の指示があったわけじゃないし、明日からでいいだろ。皆みんな、酒飲んじまったことだし」

「犯人なんぞどうでもいいんだ。この仏像がせっかくの景観を台無しにしているから放ほうり投なげろと言っている」

「そうですよ。神社に仏像なんて酷ひどい嫌いやがらせです。神仏分離はきちんとしなければ！」

　織姫まで一緒になって仏像を退どかせとわめく。

　そこまで言うのなら、と夏彦は仏像を宇宙まで放り投げようとした。

「ほ、本当に捨ててしまうのか？　こんなに格好いいのに……」

「何だ、持って帰るか？」

「ぐ、そうしたいのは山々じゃが、置く場所が……」

「じゃあ捨てる」

「ああ……っ」

　本気で泣きそうになっているショコラを無視して、夏彦は仏像の脚あしを持ち、槍やり投なげの要領で放り投げた。

　おかげで境けい内だいは再び広くなり、快適な酒盛りを再開できそうだ。

　と、思った次の瞬しゆん間かん――宇宙に向かっていたはずの仏像が空中で砕くだけ散ちった。

「はぁ!?」

　まさか飛行機とでも衝しよう突とつしたかと思ったが、事実は想像を絶していた。

　衝突したのは、破戒王の妻ダイアンサス。彼女が仏像を貫つらぬき、空から境内へと一直線に飛来する。

「くっ」

　石いし畳だたみが捲めくれ上あがり、激しく埃ほこりが舞い上がる。

　だが、夏彦たちが苦く悶もんの声を上げたのは、そんな物理的な現象に対してではなかった。

　魔ま力りよくが、刺さってくるのだ。

　最強の魔族たるヴェズエルの妻は、シュトライムやゲシュペスと肩かたを並べるほどの力を持っている。夏彦は一度彼かの女じよと戦い十分に理解していたが、こうして再び相対すると、背中に冷たいものを感じずにはいられない。

　――けど、それがどうした。こっちには師匠がいるし、俺だって負けてねぇ！

　夏彦は火か界かい咒じゆを手に持つ。

　織姫や委員長たちも各おの々おのの武器を取り、臨戦態勢に入っていた。

「ふむ。全員揃そろっているとは僥ぎよう倖こう。手間が省ける。ではまず【破戒王の残鉄】を回収するとするか」

　ダイアンサスの赤い瞳が輝き、ニタリと攻撃的な笑えみを浮うかべる。

　――来る！

　そう身構えたと同時に、風が駆かけ抜ぬけた。

　まさに目にも止まらぬ疾しつ走そうだ。反応する間もなくダイアンサスは夏彦のわきを通り過ぎた。

　背後を取られるという失態に冷たいものを感じながら振り返る。

　するとそこには、血の海が広がっていた。

　ヘルガがいない。

　代わりに落ちていたのは、バラバラになった人のパーツ。全て掻かき集あつめれば、丁度、人一人分になるであろう。

　そして血ち溜だまりの奥に立つダイアンサスは、指先で金きん属ぞく片へんを弄もてあそんでいた。

「まずは一つ。残りは織姫と夏彦が持っているな？　それを持ち帰れば、ヴェズエルは完全となる」

　金属片についた血を舐なめとりながら、妖よう艶えんに呟く。

　彼女が持っているのは間違いなく【破戒王の残鉄】だ。

　先日の戦いで、修羅庁から奪だつ取しゆした二つの内の一つ。それを奪うためにヘルガはバラバラにされたのだ。

　そして、もう一つは織姫が持っている。

「てめぇ、舐めてんじゃねーぞォォォッ！」

　夏彦は憤怒を止められない。魔力が炎となって体を包つつむ。

　だがダイアンサスは夏彦の怒ど声せいに構わず、織姫へ向けて矢のように向かう。

　いくら織姫が強くなっているとはいえ、この攻撃は凌しのげない。しかし織姫を狙うと分かっている以上、割り込むのは容易たやすい。逆手にとって横から叩たたき斬きる。

　ところが――

「読みどおり」

　刹せつ那なの時間の中、ダイアンサスは確かにそう言った。

　織姫への突とつ進しんをやめ、速度を維持したまま方向転換し、夏彦に真正面から挑んでくる。

「上等だぜ！」

　どうやら誘い込まれたようだが、返り討ちにすれば済む話だろう。

　しかし火か界かい咒じゆがダイアンサスを斬り裂く前に、夏彦の脚が止まった。まるで地面と一体化してしまったように動かない。

　そんな夏彦の代わりにダイアンサスを迎げい撃げきしたのは、シュトライムが放った舞羽時雨の乱らん撃げきだ。

　鞭むちが超ちよう高こう速そくで動くことにより、壁となってダイアンサスの進撃を跳ね返す。

　目を見張るような鞭むち捌さばきだった。やはり夏彦の技量は、シュトライムに一歩劣おとるらしい。

　それはいいのだが、問題なのは動けないということ。

　しかも夏彦の脚を縫い付けている魔力は、明らかにシュトライムから流れ込んでいた。

「おい師匠！　どういうつもりだッ？」

「どうもこうもあるか。あのまま競せり合あっていたら、火か界かい咒じゆを奴に奪われていたぞ。これ以上ヴェズエルをパワーアップさせてたまるか。お前と織姫はちょっと引っ込んでいろ」

「は、ふざけんな、俺おれを蚊か帳やの外にするつもり――」

　夏彦はシュトライムに手を伸のばした。

　だが手は宙を舞う。動けないから届かなかったのではない。目の前にいたシュトライムの姿が突とつ如じよとして消きえ失うせたのだ。それこそ初めからいなかったかのように。

「……おい、こりゃ」

　シュトライムだけではなく、ダイアンサスも、社長や朱雀たちも、夏彦以外の全員がいなくなった。いや、むしろ彼女たちから見たら、夏彦が消えたように見えるだろう。

「俺は師匠の魔造空間に閉じ込められたってことか」

　蚊帳の外どころか、空間の外である。

　戦闘の真っ最中につまみ出されるという仕打ちに腹が立つが、その怒いかりをぶつける相手もいない。

「ちっ――いや、待てよ。織姫にも引っ込めって言っていたよな。ってことは、ここに織姫もいるのか」

　愛いとしの織姫と二人っきりというのであれば、まあ我が慢まんできる。戦いが半はん端ぱになった分、余った気力の全すべてを彼女にぶつければいいのだ。

「おーい織姫。どこだぁ？」

　織姫もこの魔造空間に転送されているとしたら、同じように境内にいるだろう。二人で話し合えば、もしかしたら通常空間に帰る方法を思いつくかも知れない。

　ところが、返事はなかった。

　シンと静まりかえった無音の世界だけが広がっている。

　夏彦はもう一度叫さけんでみたが、やはり何も返ってこなかった。

「どういうことだ？　師匠は俺だけ転送したのか……けど織姫だって【破戒王の残鉄】を持っているし」

　シュトライムが夏彦を魔造空間に閉じ込めたのは、ダイアンサスに【破戒王の残鉄】を渡わたさないためだ。ならば同じ条件である織姫も転送しなければ、理り屈くつに合わない。むしろ実力から考えて、奪うばわれる危険性は織姫の方が圧倒的に上。やはり彼女も魔造空間にいると考えるべきだ。

「うぉぉぉっ、織姫どこだ！　織姫織姫ぇぇぇえっ！」

　姿が見えないとなると、余計に会いたくなる。そうでなくても夏彦は、四六時中織姫と一緒でなければ気が済まないのだ。

　会いたい想いがつのり、イライラしながら火か界かい咒じゆを振り回し、空へ向かって魔力を撃うちまくる。

　そのときである。

『夏彦、聞こえますか、夏彦！』

　織姫の声が聞こえた。ただし、耳にではなく、頭の中に直接。

「お、織姫!?　今どこにいる！　なんで念波通信で話しかけてくるんだ！」

『私は境内にいますよ。夏彦こそどこにいるんですか』

「はぁ？　俺だって境内から一歩も動いちゃいねーぞ。ああ、ちょっと待て。こうしよう。賽さい銭せん箱ばこの前に移動だ」

『分かりました』

　境内といっても広いのだから、物もの陰かげに隠かくれて見えないということもあるだろう。しかし賽銭箱の前に集合すれば大丈夫のはずだ。

「おい織姫。まだか？」

『何言ってるんですか。私はさっきから賽銭箱の前にいますよ。夏彦こそまだですか』

「いやいや。俺も賽銭箱の前にいるっつーの」

『どこの賽銭箱ですか。勢い余って違ちがう神社に行ってるんじゃないでしょうね』

「んなわけあるか。冗談言ってないで姿を見せろ」

『この状じよう況きようで冗談なんか言うはずないでしょう！　夏彦こそ出てきて下さい！』

　織姫の声には本気の怒りが混ざっていた。どうやらふざけて隠れているのではないらしい。つまり本気で賽銭箱の前にいて、その上で夏彦も織姫も互たがいを見つけることが出来ないでいる。

「……ちょっと整理しよう。織姫は魔造空間にいるんだよな？」

『そうでしょうね。皆の姿が消えてしまいましたし、街からも全く音が聞こえませんし』

「俺と同じ状況だな。んで、俺も織姫も新郷神社の賽銭箱の前にいる。だけど見えない」

　見えないどころか気配すら感じられなかった。

　これほど静かな世界なら、たとえ隣となり町まちにいたとしても気配を感じ取れそうなものなのだが。

『もしかして、シュトライムさんは魔造空間を二つ作って、私と夏彦をそれぞれ違う方に送ったのでは……？』

　織姫が恐る恐るといった口調でそう語った。

「……何のためにそんな手間のかかることを……けど、そう考えるとこの状況の説明が付くな」

　オンラインゲームに喩たとえれば、同じ街にいるのにサーバーが違うという状況になるだろう。となると、夏彦と織姫の間には無限の距きよ離りがあるということになってしまう。こうして会話が出来ているだけでも奇き跡せきといえる。

「ちっ、俺たちを魔造空間に転送したところまでは分かるが、別々にする意味が分からねぇ！　ああ、くそっ、何とかして会うぞ！」

『同感です。普ふ通つうに転送しただけなら、その……二人っきりになれたのに！　シュトライムさんの嫌がらせとしか思えません！』

「当てつけのようにキスしまくろうぜ」

『わ、分かりました……！』

　他に誰も聞いている者がいないということで、織姫はとても素す直なおに了りよう承しようした。それでも若じやつ干かんの恥はじらいが混じっているところが可愛かわいらしい。ぺろぺろしたい。

「とりあえず、念波通信が通じているってことは、魔力は伝わっているってことだよな。そこを突とつ破ぱ口こうにして何とか出来ないか試ためしてみようぜ」

　夏彦はそう提案してみたが、実際のところ、それが正しいのか自信がなかった。しかし他に方法がなかったし、今までの人生で何とかならなかったことはないので、今度もきっと上手くいくだろうと気安く考えていた。
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「さあ、これで夏彦と織姫には手が出せまい。私を倒たおさねば、あいつらの持っている残鉄は回収できんぞ」

　シュトライムは腕を組み、ダイアンサスへと勝かち誇ほこった。

　無論、夏彦と織姫が持っている残鉄がなくともヴェズエルが強力無比なのは変わらないし、ダイアンサスだけでもシュトライムとほぼ互ご角かくの力を持っている。状況は少しも有利になっていない。

　かといって悲ひ壮そう感かんを出しても、得るものはない。伊達だてと酔すい狂きようは得とく意い技わざなので、適当に偉えらそうにしてみたのだ。

　それに、希望はある。夏彦と織姫の存在そのものが、何よりも強力な武器なのだ。

「なるほど。戦力が減ることをいとわず、夏彦と織姫を下げたのは流石さすがシュトライム。思い切りがいい。しかし、このあとは？　言っておくが、ヴェズエルは今日、全ての決着を付けるつもりでいるぞ。妾をしのげても、本気になったヴェズエルには為なす術すべもなかろう。まずお前が死に、そののちに夏彦と織姫が餌え食じきになる。そなたがしたことは何の解決にもなっていないぞ」

「おやおや、私がヴェズエルにやられるのが当然といった話しぶりだな。確かに一対一では厳しいが、こちらにはゲシュペスもいるんだ。現に五年前、お前の夫は敗れたじゃないか」

　それに、夏彦と織姫が地力で魔造空間から脱出することが出来れば、あるいは――。

「ふむ。五年前か。それは当然であろう。なにせ、あのとき妾はいなかった。妻の支えのない男など、その実力は半減以下。女の声せい援えんなくして男の実力は引き出せんよ。故ゆえに、妾がこうしてここにいる以上、ヴェズエルは二度と負けん」

　それは詭き弁べんというか、のろけ話でしかなかった。ようは、愛の力があれば負けないと言っているに過ぎない。真っ当に考えれば夢物語だ。

　しかし、なぜだろう。ヴェズエルとダイアンサスには、不条理を現実にしてしまいそうな凄みがある。

「ならばここでお前を倒すぞダイアンサス。妻を失ったヴェズエルは、再び敗者になるしかないだろうさ」

「無む駄だだぞシュトライム。そなたに妾は倒せん。なぜなら――」

「なぜなら？」

「全力で逃にげるからだ」

　次の瞬間、ダイアンサスは衝しよう撃げき波はと共に空に飛び立っていた。瞬またたく間まに点になり、視し認にんできないほど遠ざかる。

「あ、あいつ、昔よりせこくなってるぞ！」

　直前の会話だけを聞けば、ダイアンサスは尻尾しつぽを巻いて逃とう走そうしたように見える。だが彼女は、ヘルガが持っていた【破戒王の残鉄】を手に入れているのだ。よって逃走ではなく凱がい旋せんに他ならない。

　ならば追いかけるのみ。

　そう判断し、シュトライムは飛び立とうとしたが、また別の敵が飛来した。

　仏像である。

　先さき程ほど夏彦が倒した明王と同じ姿の仏像が、今度は五体も境内に降り立った。

「ええい邪じや魔まだな！　こいつらが何なのかもダイアンサスに確かめねば。おいショコラ、お前、私の代わりにこの場を仕切って仏像を倒せ。私はダイアンサスを追う」

「命令されるいわれはないが、致いたし方かたない。この場は修羅庁長官代行ショコラ・ミミングスが預かる。皆の者、異存はないか！」

　ショコラは偉そうに胸を張り、イデアルのメンバーを見回す。

　すると早さつ速そく異論が上がった。

「私が社長なのに、どうしてショコラちゃんが仕切るニャ！　シュトライム様、ここは私に任せるにゃん！」

「むむ、何を言う。社長だか何だか知らぬが、ワシは修羅庁じゃぞ。戦いのプロ。お主などマスコットであろうが」

「マスコットじゃないにゃ！　皆の尊敬を集める偉い社長なのにゃ。その証しよう拠こに、皆も私に仕切ってもらいたいはずニャ！」

　猫耳魔族と犬耳魔族は睨にらみ合あい、不毛な言い争いを続ける。

「ねーねーどっちでもいいけど、敵は待ってくれないよ！」

　繭まゆ子こがそう言った途と端たん、明王の一体が脚を上げ、こちらに向かって踏ふみつけてきた。巨きよ体たいだけあって、一いち撃げきで全員をまとめて潰せそうだ。

　しかし繭子の二丁拳銃がマズルフラッシュを放ち、明王の全身を凍こおらせ固めてしまう。

「そうね。幸いにもあんまり強そうじゃないし、私たちだけでも何とかなるわ」

　麻あさ美みはそう言いながら、ヘルガの破は片へんを集めてパズルのように並べていた。

　するとヘルガの破片は、うにょうにょと動き再生を始める。すでに頭部だけは再生が終わっており、地面に転がりながらも、口を開きしゃべり出す。

「わたくしの火力ならば、全部まとめて一撃ですわ！」

　やる気があるのは結構だが、まさに手も足も出ない状態なので、ヘルガは大人しくしていた方が身のためだろう。

「朱雀も頑がん張ばるであります」

「うにゃ、私と朱雀ちゃんは空から俯ふ瞰かんして、全体に指示を出すにゃ。指揮官なのにゃ」

「ええい、もうそれでよい！　行くぞ、ワシの足を引っ張るなよ！」

　何だかんだでイデアルと仲良くやっているショコラを微ほほ笑えましく思いながら、シュトライムはダイアンサスを追いかけて飛び立った。
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「取とり敢あえず一体倒したから、残るは四体。楽勝だよ～～」

　繭子は自分が真っ先に仕留めた優ゆう越えつ感かんから、拳銃を指先でクルクル回しながら言った。

　ところが、それがいわゆる負けフラグであると気が付いたときには、もう遅おそかった。

　氷漬けにしたはずの明王から、パキパキと高い音が鳴る。そして予想どおり氷は砕け散り、明王は繭子に向かって脚を振り下ろした。

「どひゃあ！」

　繭子は慌あわてて転がるように回かい避ひする。が、その先には別の明王が待ち構えており、拳こぶしが唸うなりを上げて落ちてきた。防ぼう御ぎよも回避も間に合わないタイミングだ。

「斑いかる鳩が流りゆう元がん祖そ魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ参――朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐも」

　そこへ、ショコラの放った黒い矢が線を描えがき、明王の腕を吹ふき飛とばした。

「開始早々に油断して死にかけるとは阿あ呆ほうか、お主」

「えへへ、ごめんね。でも助けてくれてありがとぅ」

「べ、別に礼を言われるほどのことではない！」

　ショコラは犬耳をプルプルさせながら俯うつむいた。どうやらかなりの照れ屋さんらしい。弄いじり甲斐がいがありそうだ。

「皆が戦っている隙すきに空へ逃げ――もとい制空権を確保するニャ！　航空支援は任せるニャ！」

「変身、であります」

　朱雀は鳥形態になり、背中に社長を乗せて逃げ――もとい制空権を確保するため飛び立った。

「ああ、待って。私も連れて行って」

　副社長もちゃっかり朱雀に飛び乗り、二人と一匹は舞い上がる。

　明王たちは朱雀を掴つかみ取とろうと腕を伸ばしたが、繭子とショコラでそれらを弾はじき飛とばす。

　それにしても、夏彦がいとも簡単に最初の一体を倒したので雑ざ魚こに見えたが、これでなかなか明王は堅かたかった。

「ふふ、ここはわたくしにお任せを！　列車砲で跡あと形かたもなく吹き飛ばしてご覧に入れますわ！」

　ようやく元の姿に戻もどったヘルガは、日ひ傘がさを構えてポーズをとる。

　確かに、ヘルガの第五階かい梯ていドーラ＆グスタフならば、この仏像どもを一撃で木こっ端ぱ微み塵じんに出来るだろう。しかし、そんなことをすれば織姫の家まで消し炭になる。

「それは最後の手段にしようよ。織姫ちゃんに殺されたくないし。まずは普通に頑張ろうっ！」

　繭子は気合いを入れるため拳を振り上げた。ヘルガは一緒に振り上げてくれたが、ショコラは我関せずで明王を睨み付けている。と思ったのも束つかの間ま、見事な速度で術を繰り出す。

「斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ弐に――舞羽時雨」

　ショコラの魔力が黒い鞭となり、あっという間に明王の一体を縛り上げた。それは強きよう烈れつな力がこもっており、ミシミシと鈍にぶい音が聞こえてくる。明王の石のような表面にヒビが走り出す。

「おお、ショコラちゃん強い！」

　そこへ更さらに、社長たちからの航空支援が本当にやってきた。

「斑鳩流分ぶん派ぱ猫にやん虚こ影かげ廻まわし――八や岐また結界〝阿！〟」

　社長の声とともに、八本の細い影が空から明王の一体に巻き付いた。そして、

「汎はん用よう式しき魔ま術じゆつ・甲こう種しゆ――旋つむじ風かぜ封ふう印いん〝吽s〟」

　副社長の呪言が響ひびくと同時、竜たつ巻まきの如く風が吹き上がり、八岐結界を補強した。

　社長と副社長の連携魔術だ。これにより明王の動きは封ふうじられ、狙いやすい的となる。

「クロムウェル式氷結銃術――術式刻印パラベラム・ミス型魔銀弾リル・バレット」

　空の二人が作ってくれた好機を逃のがすまいと、繭子は左右の自動ベレツタ拳銃90-Twoの引き金を引く。今度は油断などしない。氷漬けになった明王に、自らトドメを刺す。

「委員長キック！」

　思いっきりジャンプし、明王の腹の辺りを蹴り飛ばす。繭子は肉にく弾だん戦せんが苦手だが、それでも全魔力を乗せて跳とび蹴げりを放てば、氷の塊かたまりを貫くくらい造作もない。

　繭子は見事貫通。当然、明王は氷と共に砕け散り、今度こそ動かなくなる。

「お次はわたくしの番ですわ。レース針四号解放」

　ヘルガの日傘が光る針となり、空中に血の魔ま法ほう陣じんを描き出す。そこから現れたのは、十本の無反動砲。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第二階梯――パンツァーファウスト」

　先せん端たんに搭とう載さいされた成せい形けい炸さく薬やく弾だん頭とうが一いつ斉せいに発射された。明王に着ちやく弾だんしたそれらは、液体金属を超高速で噴ふん射しやし、穴を空ける。そしてトドメに、ヘルガの魔力が明王の内側から、大だい爆ばく発はつを引き起こした。

「これで二体撃破！　ショコラちゃんの方はどうなったぁ？　って、すごっ！」

　目を離はなしていたのはほんの数秒のことだ。しかし舞羽時雨で締め付けられていた明王は既すでに木っ端微塵になっており、更に朧朏穿雲によって大穴を空けられた個体がゆっくりと倒れていく。そして残る最後の一体が、今まさに禍炎闇色剱で横一文字斬りにされるところだった。

「ふむ。そちらも片付いたか」

　一人で三体も倒したショコラだが、息を切らすこともなく、涼すずしい顔をしていた。もっとも、修羅庁のナンバー６であることを考えれば当然とも言える。

「小さいのに強いなぁショコラちゃん」

「なっ、小さいとか言うでない！　お主だってだいぶ小こ柄がらな方ではないか！」

「うん、だから私より更に小さいのに凄いなーと思って」

「ぐぬっ、なんと失礼な奴やつじゃ。無駄に乳を膨ふくらませおって……嫌きらいじゃ！」

「えー、そんなこと言わないでよー」

　可愛いショコラに嫌われたくない繭子は、走り寄って抱だきつき頬ほおずりを始めた。

「うわぁ何じゃ、やめろ！　変なところに手を入れるな、尻尾を触るでない！　触るなと言うのが分からぬか……あひっ」

　ショコラはくすぐったそうに身じろぎする。その様子が愛らし過ぎて、繭子は調子に乗って犬耳を甘あま噛がみした。

　だが、そのとき、思わぬ邪魔が入る。

「今助けるにゃ、ショコラちゃん！」

　空から帰き還かんした社長が、まさに猫のように加速し繭子を体当たりで吹っ飛ばす。

「はひんっ」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに受け身を取れなかった繭子は、石畳へまともに倒れる。その上に社長がのしかかってきた。

　そして自由になったショコラは、わーっと叫んで、織姫の家へと飛び込んだ。
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「ちょっと社長、何するのぉ。せっかくショコラちゃんと仲良くしてたのに」

「全然仲良くないにゃ！　耳と尻尾を弄られるのは本当に辛つらいにゃん！」

　どうやら社長は本気で怒おこっているようだった。猫耳も犬耳も生えていない繭子には、まるで想像のつかない世界だが、彼女らにとっては禁きん忌きらしい。

「分かったよー、謝あやまってくる。そのかわり、あとで社長の触さわらせて！」

「駄だ目めニャ！」

　プンスカしている社長に背中を押おされ、繭子は織姫の家に向かった。その後ろをヘルガと副社長と朱雀が面おも白しろそうに付いてくる。

「ショコラちゃーん。さっきはごめんね。もうなるべく触らないから許してぇ」

　まるで真しん剣けん味みのない声と共に居間の窓から潜り込む。

　するとテレビがついており、ショコラが怖こわい顔で画面を見つめていた。

「こんな時間にニュース？　なんか事件？」

　靴くつを脱ぎ散らかし、皆でゾロゾロと上がり込む。

　テレビに映っているのは、何と先さき程ほどの明王だった。一体いつの間に撮さつ影えいされたのか、と思ったが、どうやら新郷神社ではなく別の場所からの生中継なまちゆうけいらしい。

『ご覧下さい！　仏像です、巨きよ大だいな仏像です！　巨大な怪かい獣じゆうなんかが出現するのはたまにあることですが、仏像は初めてです。わたくしリポーター歴五百年になりますが、見たことも聞いたこともありません！　何という勇姿。魔界警察の戦車を蹴け散ちらしています。ちょっと洒しや落れにならない強さですね、いい加減、誰か本気になって倒した方がいいんじゃないかと思うのですが、そこら辺どうなっているのでしょう！　おおっと、こちらに向かってきました。え、あ、ちょっと、誰か止めてくれないんですか、無理無理、あ、ああああああ！』

　明王の巨大な足の裏を最後に、画面に砂すな嵐あらしが流れた。数秒後、カメラはスタジオに切きり替かわり、興奮した様子のキャスターが映る。

「いやぁ、素す晴ばらしい映像でしたね。情報によると、同型の仏像は日本各地に十体以上現れた模様です。現在のところ魔界警察の戦力では処置なしらしいですが、どうなってしまうのでしょう。はっはっは」

　恐おそろしい脳天気さだったが、あれが平均的な魔族の思考パターンなので、驚くに値あたいしない。

「日本中に出現してるなんて、どう考えても作さく為い的てきね。私たちが退治しに行った方がいいのかしら」

　副社長がそう提案すると、ショコラが頷うなずいた。

「魔界警察ではどう頑張っても無理じゃろうからな。修羅庁も機能を失っている今、お主たちに頼たよるしかない。修羅庁長官代行として正式に依い頼らいする。イデアルは直ちに、日本各地に現れた明王を破は壊かいせよ！」

「お任せなのにゃん！」

　自分が戦うわけでもないのに、社長は胸をドンと叩いて依頼を受理した。

「現地までの移動は任せるであります」

　朱雀も同じように胸をドンと叩く。こちらは本当に頼たのもしい。

「でしたら、まずどこに仏像が現れたのか調べないといけませんわ」

「そんなのツイッダーで検けん索さくすれば分かるに違いないニャ」

　社長はスマホを取り出し、ツイッダーからの情報収集を始める。

「にゃにゃ、フォロワーが増えてるにゃ。フォロバしないといけないにゃん」

「ちょっと社長、遊んでないで仏像を検索してよ。絶対、実じつ況きようしてる人いるから」

　繭子は社長の後ろから手を伸ばし、勝手にスマホを操作する。

「はにゃにゃぁ、人のスマホを弄っちゃ駄目にゃ！」

「社長は人じゃなくて魔族でしょ」

「そういうこと言ってるんじゃないニャ！」

　そんな、とぼけたことをやっていると、ショコラの携帯電話が鳴り始めた。ちょっと古めかしい二つ折りのタイプだった。

「うむ、ワシじゃ」

　ショコラにも友達がいたのか――などと激げき怒どされそうなことを考えながら見つめていると、なにやら剣けん呑のんな気配になってきた。

「それは本当なのかアレス！」

　どうやら楽しい話ではなさそうだ。テレビで報道されていた以上の惨さん事じが起こったのかもしれない。

「確か、アレスってショコちゃんの副官よね？　何かあったの？」

　記き憶おく力りよく抜ばつ群ぐんの副社長は、電話の相手を見み抜ぬいていた。やはり友達ではなく仕事仲間だったのだ。ショコラに友達がいない疑ぎ惑わくが深まっていく。

　――私がショコラちゃんの友達になってあげなきゃ！

　繭子は謎なぞの使命感に燃えた。

「何かあったどころの騒さわぎではない！　レムナンツの連中が、神無大結界の支柱を攻こう撃げきしているらしい。奴ら、日本と世界の境界をなくすつもりじゃぞ！」

　しかし、思いのほか切せつ羽ぱ詰つまった話題が出てきたので、遊んでいる余よ裕ゆうがなくなってしまった。

　それどころか、イデアル創立以来、最大の事件になるかも知れない。







第二話　七夕宇宙







　繋つなぐ。そして伝える。

　自分のことを見つめる視線。それは遠く離れた別空間からやってくる。

　しかし距離も次元も問題外だ。

　目を閉じれば、そこに織おり姫ひめの姿が見える。

　幻まぼろし？　否いや！

　今の夏なつ彦ひこは真しん摯しに織姫を求めている。織姫も同様であると伝わってくる。故に瞳ひとみに映る織姫の姿は、あらゆる壁かべを越こえて伝わってきた実像だ。

　手を伸ばす。肩を抱く。唇くちびるを重ねる。

　その質感も温ぬくもりもはっきりと伝わってくる。錯さつ覚かくと言うなかれ。

　愛は世界を超ちよう越えつする。

　物理的に離れていようとも、想おもいは伝わり、触ふれたという情報が包み込み、キスという事実が生まれる。

　よって離れてなどいないのだ。

　魂にアクセス。魔ま力りよくをリンク。

　インドラから溢あふれ出だす底なしの力が、二つの魔造空間に流れ出した。

『ああ、夏彦……貴方あなたを感じます』

「俺もだ織姫。どんなに離れていても、俺たちは一いつ緒しよだ――」

　たとえそこにいなくても、自分たちは共に歩める。

　物理的な距離など無意味だ。

　だから二つの世界に分かれていても、全く問題はない。

　ない、ない、ない――

「のぐわぁあああぁぁあああっ！　問題あるに決まってるだろうがぁぁぁあっ！」

『な、夏彦!?』

　夏彦の突然の大声に、織姫は酷ひどく慌てた声をかけてくる。

　しかし夏彦の発はつ狂きようは止まらない。仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを振り回し、地面に穴を空けていく。

「いくら想いが通じていても、ぺろぺろ出来なきゃ！　駄目だろうがっ！　それとも織姫、お前、俺にぺろぺろされなくても平気なのか!?」

『へ、平気なわけないでしょう！　今すぐぺろぺろされたいですよ、全身！』

「そうだろっ？　なのに全然魔造空間破れねぇじゃんか！　魂を接続できるせいでむしろ生殺しだ。ああ織姫が恋こいしい。心しん頭とう滅めつ却きやくすれば織姫もまた近しとか嘘うそだろ！」

『そのわけの分からない諺ことわざはともかく、確かにこのままでは埒らちがあきません。何かこう、もう少しで届きそうなのに届かないというか、壁一枚隔へだてたところに夏彦がいるのに会えないというか……あぁぁぁもどかしい！　魔造空間とか何なんですかッ？　私たちが会いたいときに会えないなんて、そんな世界、認められません！』

「そうだ、認められん。だから壊こわそう」

『こ、壊す？』

「ああ、壊す。繋げるとか、穴を空けるとか、生ぬるい！　師し匠しようは何かの思おも惑わくがあって俺らをバラバラにしたんだろうが、知ったことか！」

『分かりました、壊しましょう！　で、どうやって？』

「決まってるだろ。気合いだ、パワーだ！　渚なぎさ市を、いや地球を吹っ飛ばす勢いで魔力を放つ。この魔造空間がどのくらいの広さなのかは分からんが、パンクさせてやるぜ」

　軽く言い放った夏彦だが、大それたことなのは明白だった。なにせ、この魔造空間を構築したのはシュトライムなのだ。それをパンクさせるということはつまり、シュトライムの魔力を超こえるということに他ほかならない。

　それでも夏彦は、虚きよ勢せいではなく、本当に出来ると信じていた。むしろ、出来なければ大変だ。織姫も言っていたが、二人が会いたいのに会えないなど、絶対に認められない。

　好きなだけ顔をつきあわせるために、夏彦は海上コロニーから日本列島に帰ってきたのだから。その大前提は微み塵じんも揺ゆらいでいない。

　一日どころか、一時間、いや一分一秒離れるだけでも嫌いやだ。

　故に相手が何であろうと、邪魔するものは打うち砕くだくのみ。

「よっしゃあ、やるぜ織姫！」

『ええ、二人でシュトライムさんに説教してやりましょう！』





※






　夏彦と織姫が魔造空間の破壊を決意した頃ころ、シュトライムは雲を切り裂いて飛んでいた。

　ダイアンサスが残した魔力の残のこり香がを追っているのだが、どうやら暗黒ドームの方角に行ったらしい。

「暗黒ドーム、大千世界、そして明王か……嫌な予感しかしないな」

　言いようのない緊張感に鳥とり肌はだが立つ。

　そのことにシュトライム自身が驚おどろく。

　十六年前に神滅戦に参加したときも、五年前にヴェズエルと戦ったときも、これほどハッキリと緊張したことはなかった。

　自分はプレッシャーとは無む縁えんの性格だと今まで思っていたが、どうやら違うようだ。

　何にせよ、向かう先に待ち受ける試練が、過去最大であるのは間ま違ちがいない。

「……あれは、ベスターブルク城か？」

　暗黒ドームの上空には、魔界政府の中ちゆう枢すうである万ばん魔ま殿でんがいつも浮うかんでいる。

　しかし更にその上に、ヴェズエルの私し邸ていであったベルターブルク城が滞たい空くうしていた。

　何事かと思って見つめていると、二つの城の周囲に、巨大な火球が幾いくつも出現した。一つ一つが太陽かと思えるほどの熱量だ。そんなものが夏の花火大会のように、次から次へと上がっていく。

　戦っているのは誰だれか？

　考えなくても分かる。この規模の戦いが出来るのは、片手で数えるほどしかいないのだ。

「ヴェズエル！　その首、もらい受ける！」

　ヴェズエルとゲシュペスが激しく魔力をぶつけ合う中に乱入し、シュトライムは横から禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎを振りかざした。

　狙ねらいは言葉どおり、首。

　いかに破は戒かい王おうヴェズエルとて、首を刎はねられれば死ぬしかない。そののちに現れた残ざん鉄てつも、二度と復活できないよう粉々に砕く。

　だが禍炎闇色剱は、ヴェズエルの首に到とう達たつすることが出来なかった。

　その前に、シュトライム自身が不意打ちを喰くらったのだ。

「よもや、この戦いを無ぶ粋すいな横よこ槍やりで終わらせることが出来ると思っておるのか、シュトライム」

　声の主はダイアンサスである。いつの間にかこちらの頭上を陣じん取どり、そこから攻撃を仕し掛かけてきたのだ。

　彼かの女じよの着物の袖そでや袴はかまの中から、無数の小刀が、雨あられと降りそそぐ。

　一本一本の重量は軽いのだろうが、速度が尋じん常じようではない。一発擦かすっただけでも致ち命めい傷しようになりそうだ。おまけに広こう範はん囲いに隙すき間まなくばらまかれており、回避は不可能。防御も間に合わない。

　ならば、不可能を可能に出来る宇宙を創つくってしまえばいい。

「火ひ色いろ雲うん鬢びん『極点位階奥義』摩ま訶か大だい紅ぐ蓮れん世せ界かい」

　シュトライムの赤い髪かみが輝かがやき、炎のように燐りん光こうを放つ。その光は放射状に広がり、既存宇宙を侵しん食しよくした。

　そこにはシュトライムの意が染しみこんでいる。いや、正確には『シュトライムの我が欲よくを土台に構成された新宇宙』が出現したのだ。

　よって、常識という言葉は全く用をなさない。

　シュトライムが思い描いたことは全すべて実現する。

　たとえば――

「消えろ！」

　飛来する数千数万の小刀に向かってそう叫さけぶ。

　ただそれだけで、本当に消えてしまった。

　あれほど凶きよう暴ぼうな運動エネルギーを秘ひめていた物体が、あたかも映写機のスイッチを切られたように跡形もなく消失した。

　赤い燐光が届く場所において、シュトライムは完全無欠の全知全能。能力に制限などなく、神の如く振る舞える。

　しかし逆に言えば、光が届かぬ場所には力が及およばない。

「我には通じぬと知っておろうが！」

　ヴェズエルは手にしたハルバートを振り回す。それによって燐光は遮さえぎられ、彼かれの周囲のみ常識的な世界が残る。

　なぜならヴェズエルが持つ武器は、彼の極点位階奥義によって創られた物なのだ。形こそ普通のハルバートにしか見えないが、そういう形の宇宙である。よってシュトライムの燐光とぶつかり、競せり合あいが生じる。

　それを侵食できなかったということは、シュトライムが力負けしたということ。

「お前ら、オレを忘れるなよ！」

　今度は慈じ悲ひ帝ていゲシュペスが、己おのれの宇宙を広げていく。

「慈悲帝『極点位階奥義』六ろく道どう冥めい官かん祭さい」

　既にシュトライムの摩訶大紅蓮世界が既存宇宙を塗ぬりつぶしているというのに、更にその上にゲシュペスが上うわ塗ぬりしていく。

　その宇宙の特質は、そこに存在するあらゆるものがゲシュペスに吸い上げられていくというもの。魔力も体力も、それどころか知ち恵えや勇気までも絞り取られ、最後には跡形もなく消しよう滅めつしてしまう。

　無差別な現象であるが故に、効力はシュトライムをも巻き込んだ。しかし同じ極点位階である以上、自分の宇宙をぶつけて相そう殺さいすることが出来る。

　ただ破戒王ヴェズエルだけが不利な状況にあった。彼だけが摩訶大紅蓮世界と六道冥官祭という二つの宇宙の板いた挟ばさみに遭っている。なぜならヴェズエルの宇宙は、武器という形をもって顕けん現げんする。その密度においては比類ないが、同時に射程距離の短さを意味していた。

　よってシュトライムとゲシュペスは、一方的にヴェズエルを押し潰すことが出来る。

　にもかかわらず、彼は潰れなかった。

「軽いぞ二人とも。まさかこれで全力と言ってくれるなよ！」

　ハルバートの一ひと振ふりにより、二つの宇宙が力任せに跳ね返される。

　恐るべき魔力としか言いようがない。二対一でもなお埋うまらない差だ。だがそれは五年前にも経験したこと。あのときは修しゆ羅ら庁ちようの上位五人や、その他の高位魔族も総動員し、やっとのことでヴェズエルを倒した。

　今は誰もいない。たった二人で史上最強の魔族に挑いどむのだ。

　多少でも優位な材料になりそうなのは、シュトライムが五年前より強くなっているということ。そしてヴェズエルの残鉄がまだ欠けたままであること。この気休めのような材料を武器に勝たねばならないのだ。

　敵がヴェズエル一人だけならば、あるいはそれも可能だったかもしれない。

「超ちよう王おう妃ひ『極点位階奥義』万象円満良妻ノ誓イ」

　そこに四つ目の極点位階奥義が現れた。

　使い手は無論、破戒王の妻たるダイアンサスだ。その特質は、あらゆる術や武器の性能を限界まで引き出すというもの。一見すれば地味であるが、その恐ろしさは嫌というほど知っている。

　なぜなら、彼女の夫の奥義は、望む武器を望むだけ創り出すことなのだ。

　夫が武器を無限に創造し、妻がその性能を発揮させる。

　破戒王の武器は軽い一振りで山脈を消し飛ばす代しろ物もの。それを限界まで使いこなすとどうなるか。

「さあ、受けてみよ。妾わらわは夫ほど甘あまくはないぞ」

　先程の小刀が再び雨となって降りそそぐ。見た目だけなら変らない。普ふ通つうならばシュトライムの摩訶大紅蓮世界によって消え去るだけ。

　しかし消えない。全能が及ばない。

　やはり極点位階と極点位階のぶつかり合いにおいては、個々の能力の特性などより、もっと単純なものが要求されるのだ。

　つまり、どちらがより一層、自分の宇宙ルールを信じているかという一点に尽つきる。

　だが極点位階に到いたっている時点で、例外なく狂きよう信しん者しやなのだ。その中で更に頑がん固こさの優ゆう劣れつを競きそうとなれば、これは容易なことではない。

「私に出来ないことなどあってたまるか！」

　叫びと共に、シュトライムの髪の輝きが増した。

　全能が発動し、空間が引き伸ばされる。

　暗黒ドームの上空、すなわち東京の上空を戦場にしていたにもかかわらず、シュトライムとダイアンサスの間に三十八万キロもの空間が生まれた。これは地球と月の距きよ離りに匹ひつ敵てきする。

　全く道理に合わない出で鱈たら目めだが、それを可能にするのが極点位階奥義というものなのだ。

　当然、小刀がシュトライムに届くには、その膨ぼう大だいな距離を進まねばならない。

　しかし、それだけでは済まさない。

　シュトライムは横たわる空間を、鋼鉄で埋め尽くした。端たん的てきにいえば、厚さ三十八万キロの盾たてだ。地球の直径が一万二千七百キロしかないことを考えれば、この盾を貫つらぬくものなどないと思える。

　実に浅はかな考えだ。

　極点位階同士の戦いでは、何でも起きるということを常に念頭に置かなければならない。

「来たか！」

　予想どおり、数万本の小刀が、三十八万キロの鋼鉄の海を泳ぎ切って、シュトライムの眼前に現れた。切り裂かれた盾は砕け、光速に近い速度で散っていく。

「斑いかる鳩が流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ弐――舞ま羽う時しぐ雨れ」

　シュトライムは鞭むちを振り抜く。

　破戒王の武器といえど、鋼鉄の中を進む間に、その威い力りよくを大きく減げん衰すいさせていた。もはや摩訶大紅蓮世界による侵食はまぬがれない。全能によって絶対必中の特性を得た舞羽時雨が、容よう赦しやなく小刀を叩たたき落おとしていく。

「流石さすがはシュトライム。とは言っても、今ので死なれては興きよう醒ざめであるが」

　ダイアンサスの攻撃を凌しのいだシュトライムに、ヴェズエルが控ひかえめな賞賛を送ってきた。

　彼からは戦意を感じる。戦いたくて仕方がないとハッキリ分かる。そのくせ敵意はまるでなかった。当然、殺気もゼロだ。ただたんに喧けん嘩かがしたいだけのガキ大将と同レベルとすらいえる。

「お褒ほめに与あずかり光栄だな。しかし解せん。さっき私たちを襲おそってきた仏像は何だ。部下どころか無機物を操あやつって襲しゆう撃げきさせるなど、お前らしくもない。小細工などせずとも、いつでも戦ってやるぞ、ヴェズエル」

　それは本心だった。

　シュトライムは最強を目指している。よってヴェズエルは避さけて通れないのだ。

「誤解があるぞシュトライム。あの明王どもは、我が差し向けたのではない。あれは、暗黒ドームの底から進しん撃げきしてきた『敵』だ」

「――なに？」

　暗黒ドームの底。それはシュトライムが恐きよう怖ふを覚える唯ゆい一いつの言葉だ。

　ヴェズエルとの戦いで須しゆ弥み界かいの外に飛び出してしまったあの経験を思い出すと、いまだに冷ひや汗あせが出る。

　そして、更に深い場所から放たれていた何者かの気配。

　シュトライムの理解を完全に超えた空間だった。

　仏像はあの場所から来たというのだろうか。

「こいつの言ってることは嘘じゃない。オレはこの目で、無数の大仏が暗黒ドームから顔を覗のぞかせるのを見た。その正体と目的は知らんがな」

　ゲシュペスはいつになく真ま面じ目めな顔だった。しかし当然だろう。

　復活して以降のヴェズエルは、常に手加減をしていた。実際の戦せん闘とうだけでなく、戦略そのものに手心を加えていたように思える。少なくとも本気でこちらを潰そうとはしていなかった。

　それが今、自分とダイアンサスの二人がかりで暗黒ドームの真上を陣取り、更にベスターブルク城まで出してきた。明らかに本気なのだ。

「明王の目的は至って単純。あれらは自分たち以外の全てを滅ほろぼすことしか考えていない。いや、考えるというのは正しくないな。そういう性質なのだ。反射に近い」

「ほう。するとあの仏像は、私たちだけでなく、お前にとっても敵ということだな？」

「その通り。故ゆえに我は奴らに一いち撃げきを加えた。本来であればイナゴの大群の如く、幾万の明王が日本列島を覆い尽くしたのだ。それが十数体で済んでいるのだから、我に感謝しても良いのではないか？」

　シュトライムはゲシュペスに目を向ける。すると彼は頷いた。どうやらヴェズエルの言葉に嘘はないらしい。

　それでも、あの仏像は十数体も日本に放たれたということだ。シュトライムが見たのは一体だけだが、全て同じものだとすれば、一いつ般ぱん的てきな魔族や魔ま術じゆつ師しからすればかなりの脅きよう威いだろう。早々に対策しなければ、甚じん大だいな被ひ害がいが出る。

「敵というのであればヴェズエル。ここで私たちと戦っていないで、仏像を始末したらどうだ？　決着を付けるなら、そのあとでもいいだろう」

　シュトライムはそう提案した。

　するとヴェズエルと、それに寄より添そうダイアンサスが同時に失しつ笑しようを漏もらす。

「ああ失敬。だが、そんなことをしては全てが台無しになってしまう。せっかく明王が遙はる々ばる来てくれたのに、よってたかって痛めつけるのは無粋だと思わぬか？」

「わけが分からん。結局のところ、お前は何がしたいんだ？」

　シュトライムは、その根本的な質問を口にする。

　ヴェズエルがその場のノリで動くのはいつものことだが、しかし最終的な目的を見失うことはなかったはずだ。

　暗黒ドームから湧わいてきた明王とやらに攻撃し、数を減らした。その明王を敵と認にん識しきしている。ここまではいい。シュトライムも暗黒ドームから出てきたものと仲良くするつもりはない。

　だが、これ以上、明王に攻撃するつもりもないとも言う。支し離り滅めつ裂れつで、まるで目的が見えてこない。まさか本当に何も考えていないということはないはずだが。

「簡単な話だ。この戦いに人界を巻き込む。故にまずは神かん無な大だい結けつ界かいを破壊する」

「――なに!?」

　シュトライムとゲシュペスは同時に驚きの声を上げた。

　人界。それはつまり、日本の外。魔界の影えい響きようを受けていない、純じゆん粋すいな人間の世界だ。

　これまでゲシュペス率いる魔界政府は、可能な限り人界に干かん渉しようしないよう努めてきた。無用な争いは、人間と魔族の双そう方ほうにとって不幸な結果しか生まないからだ。

　そのお陰かげで地球は、危あやういながらもこれまで均きん衡こうを保ってきた。

　神無大結界を破壊するというのは、その均衡を破壊するということだ。

　――何のために!?

　そう疑問を浮かべてから、一いつ瞬しゆんでシュトライムは答えに辿たどり着ついた。何せ彼は破戒王。思考の根源にあるものは分かりやす過ぎるほど明快だ。

　第一、シュトライム自身の嗜し好こうが、ヴェズエルと合がつ致ちしているのだ。

「その方が面白いであろうが」

　ヴェズエルの口から飛び出した答えは、嫌になるほど予想どおりだった。

「魔族、人間、そして明王。この惑わく星せいに三つの勢力があるのだ。であれば当然、三みつ巴どもえとなるのが道理だろう。ああ、心が躍おどる。前座といえど、やはり派手であるのにこしたことはないからな。人間たちの作った、あの核かく兵へい器きという物を一度味わってみたい。直接この目で見たことはないが、魔力を持たぬ身でよくぞあそこまで頑がん張ばったと感心しているのだよ」

　シュトライムはたまらず唸うなった。

　嫌になるほど共感できた。

　確かに戦いは派手な方が楽しいし、核兵器も喰らってみたい。

　どうしようもないくらい、自分とヴェズエルの考えは似通っている。現についこないだまで、ヴェズエルの陣じん営えいに付いていたのだ。

　しかし、今のヴェズエルを是とすることが出来ない。自分の中にある何かが、楽しむために全てを犠ぎ牲せいにするという蛮ばん行こうを許さない。

「バカは死ななきゃ治らないと言うが、破戒王は死んでも治らないのだな。言いたいことは分かるよヴェズエル。私たちは魔族だからな。そこに面白そうな相手がいれば、戦わずにいられない……だがな。世の中は変わったんだ。もう魔界は存在しない。これから人間と共存していかなきゃいけないんだ。そう悪くないぞ、この世界も。少なくとも、この私が守りたいと思う程度にはな」

「よく言ったシュトライム。オレも全くの同感だ。オレら魔族は人界から見たら居候いそうろうだ。日本を間借りしているに過ぎない。どの面下げて喧嘩を売れる？　魔族の品格を疑われるぜ。魔ま王おうとして容よう認にんできない。故にお前はここで滅びろヴェズエル！」

　慈悲帝ゲシュペスが吼ほえる。

　彼は何よりも秩ちつ序じよと調和を重んじる男だ。魔族としては異い端たんだが、彼が魔王でなければ大魔災以降の混乱は収束しなかったと断言できる。

　そのゲシュペスが六ろく道どう冥めい官かん祭さいに込める力を一段強化した。

　効果範囲内にいる者の力を無差別に吸い上げるという恐るべき能力だ。ヴェズエルとダイアンサスのみならず、そばにいるシュトライムも巻き込まれ、力が減衰していく。

　ある意味平等に、ゲシュペス以外の全員が動きを鈍にぶらせた。

　そしてゲシュペスは、吸い上げた力を凝ぎよう縮しゆくし、魔力の弾だん丸がんを作って、ヴェズエルとダイアンサスに向かって撃ち出した。

　極点位階三人分の魔力を乗せたそれは、天体クラスの破壊をもたらす威力を秘めている。

　しかしヴェズエルは容易たやすく弾はじき飛とばした。史上最強の魔族である彼を、たかが星と比べること自体が間違っているのだ。だが、その妻であるダイアンサスは違ちがう。彼女も強力な魔族なのは間違いないが、天体破壊級の攻撃を受けて平然としていることは出来なかった。

　ダイアンサスは大きく仰のけ反ぞり、やっとのことで凌いだが、大きな隙すきが生じてしまっている。

　シュトライムはその期を逃のがさす、間かん髪はつ容いれず攻撃に転じる。

　先程、小刀によって破壊された三十八万キロの鋼鉄を集め、今度は一点に凝縮させた。

　まさに文字通り『点』だ。

　体積はゼロ。よって密度は無限大。それすなわち、ブラックホール。

　シュトライムはその点を、ダイアンサスの目の前に創り出した。

「――っ！」

　一瞬の油断が命取りというやつだ。組み上がったブラックホールを、ダイアンサスは回かい避ひできなかった。

　超ちよう重じゆう力りよくに飲み込まれ、事象の地平線へと消えていく。

　それだけでは終わらない。

　ブラックホールとは物質を吸い込むだけではなく、ホーキング放射と呼ばれる現象を起こし、蒸発もしているのだ。

　シュトライムは時間の流れを弄いじり、この蒸発を早送りした。

　そこで引き起こされた事象は、ブラックホールが内に秘めていた全エネルギーを一気に放出するというもの。すなわち超ちよう新しん星せい爆ばく発はつすら凌りよう駕がする未み曾ぞ有うの大だい破は壊かいに他ならない。

　この時点で幾つ道理をねじ伏ふせているかシュトライム自身数えるのが面めん倒どうだった。それでも我が侭ままは尽きない。

　自分とゲシュペスを巻き込もうと広がった爆ばく発はつを跳ね返し――というより空間ごとひん曲げて、全てをヴェズエル唯一人に浴びせかける。

　無論、攻こう勢せいはまだ終わらせない。せっかく出来た攻撃の機会だ。とことんまで続ける。

　ヴェズエルの周囲を百光年の厚みを持ったダークマターで取り囲む。その内部をマイナス一億度まで冷れい却きやくした。空間を摩すり潰つぶし、時間の流れを加速させ、ヴェズエルという存在そのものを虚きよ無むに返す。

　それら全て――

「小こ賢ざかしい！」

　力任せに破られた。

　シュトライムが如い何かに宇宙を操作しようとも、ヴェズエル自身が別宇宙と化している以上、何をやっても通用しないのだ。

「化け物め……！」

　たまらず毒づく。

　五年で少しは差が埋まったと思っていたのに、完全に思い込みだった。いや、むしろ強くなったのはヴェズエルの方ではないのか。

「何を怪け訝げんな顔をしている。我は死から蘇よみがえったのだ。であれば前より強くなっているのは当然！」

　何がどう当然なのかは不明だが、とにかくヴェズエル本人はそう信じており、そして実際に強くなっている。

「なあ、お前もそう思うだろう」

「その通り。そなたは更さらに強くなるぞヴェズエル」

　ヴェズエルの背後から、銀ぎん髪ぱつの女が現れた。先さき程ほどブラックホールに飲み込まれたはずのダイアンサスだった。

「そうか……今のダイアンサスは傀かい儡らい。織姫の黒くろ姫ひめ撫なで子しこと本質的には変らない。だからヴェズエルの魔力が尽きない限り、倒たおしても復活するわけか」

「その通り。妾の身も心もヴェズエルのもの。夫が滅びぬ限り、その妻もまた永遠。至極当然のことではないか」

　論点が微び妙みようにズレているようにも思えるが、ともかく、状じよう況きようがますます不利になったのは確からしい。

　シュトライムは歯がみする。

　ところが、その隣となりで笑う男がいた。慈悲帝ゲシュペスだ。

「永遠に復活する、か。なるほど。ならばオレはそこにつけ込むぞ」

　絶望的としか思えなかったこの状況で、彼は何かを思いついたらしい。

　しかし、そのことに一番嬉うれしそうな顔をしたのは、敵であるヴェズエルだった。





※






　神無大結界とは、日本列島を覆い尽くす巨きよ大だいな結界のことである。

　大魔災以降の日本は魔族と魔術師の混在する渾こん沌とんとした世界になっており、無用のトラブルを避けるため、慈悲帝の意向によって造られたのだ。

　そのお陰で魔族たちが日本列島の外に出ることはなく、逆に人間たちが不用意に日本に入り込み命を落とすような事件もなかった。

　しかし、今、レムナンツが神無大結界を破壊しようとしている。それも、正体不明の仏像が日本を襲撃しているこのタイミングで。

　仏像たちの目的はいまだ不明だが、神無大結界がなくなれば、その被害が地球全土に広がるのは想像に難かたくない。

　よって繭まゆ子こたちはレムナンツの蛮行を阻そ止しするため、三組に分かれて支柱に向かった。

　神無大結界の支柱は、四カ所あり、一つは万魔殿。残りの三つは、北海道、沖おき縄なわ、小お笠がさ原わら諸しよ島とうと、それぞれ日本の端はしに置かれ、結界を支えている。

　繭子とヘルガは、ショコラが手配してくれた無人機に乗って北海道の稚わつか内ないにやってきた。

「ああ、あれですわ繭子」

　適当な野原に着陸させて降りると、ヘルガが空の向こうを指差した。

　そこには高く伸のびていく光の柱があった。その上空にはうっすらと浮かび上がる、大きな魔ま法ほう陣じんも見える。あれこそが神無大結界の支柱の一つである。

「あそこにレムナンツがいるんだね！　頑張ろう！」

　分かれて行動している以上、ヘマをしても助けに来てくれる者はいない。おまけに今度の戦いは、日本のみならず、地球全体の平和もかかっているのだ。絶対に失敗は許されない。

「レムナンツの誰がいるのでしょうか……バルトセルやアウレリアは嫌ですわ」

「うう、確かに」

　かつてその二人に襲撃されたときのことを思い出す。手も足も出ないとは、まさにあのことなのだろう。夏彦ですらどうすることも出来ず、ただただ蹂じゆう躙りんされるだけだった。

　あれから繭子もヘルガも強くなり、もう無様な負け方はしないはずだが、それでもトラウマというものがある。一度ついたイメージはなかなかぬぐえないのだ。

「リリウムならなんとか勝てそう！」

「見た目が弱そうですものね！　油断している隙に後ろから殴なぐれば勝てそうですわ」

「何だか楽勝ムードだね！」

　繭子とヘルガは鼻息を荒あらくし、ずんずんと光の柱に走って行った。

　光の柱は近くから見ると思いのほか大きく、直径は五十メートルほど。高さは一キロを超えているかも知れない。

「どっから入るのかなぁ？」

　繭子はその表面を指でつついてみた。すると手て応ごたえなく、するりと透すけてしまうではないか。

「あっ、これどこからでも入れる系じゃない？　ごーごー」

　希望に満ちあふれた気持ちで、繭子は光る壁に顔を突っ込んだ。予想どおり壁にぶつかることなく、内部を見ることが出来た。

　中はまるきり空くう洞どうで、中心部にはエジプトのオベリスクのような棒が立っている。見た目からして、あれが支柱のかなめなのだろう。

　だいぶボロボロになっているが、まだ折れていない。間に合ったようだ。

「さあ、リリウムを成敗いたしますわ」

　続いてヘルガが顔を突っ込んで、呑のん気きな声を出す。

　が、繭子はオベリスクの下で三節棍を構えている女の顔を見た瞬しゆん間かん、心臓がひっくり返るような思いをする。そして慌あわててヘルガを引っ張り、外に戻もどった。

「どうしたのですか繭子？」

「アウレリアだった……！」

「へ？」

「だから、リリウムじゃなくてアウレリアがいたの！」

　それを聞いたヘルガもギョッとした顔になる。

　考えてみれば、この中にいるのがリリウムだという確証などどこにもなかった。ただ二人で『リリウムだったらいいなぁ』と思っていただけだ。それがいつの間にか『リリウムに違いない』に変化してしまったのだ。

「ど、どうしよう!?　アウレリアだと後ろから殴っても勝てないよ！」

「どうもこうも普通に戦うしかないのですが……やってやれないことも、ないかと……」

　ヘルガは神しん妙みような顔でそう言った。

　何せ繭子とヘルガは、シュトライムとクロムウェルの両方に稽けい古こを付けてもらっていた。二人とも、人間に教えることに慣れてきたと言っており、夏彦や織姫よりも効率的な特訓を受けることが出来た。

　それに繭子とヘルガには、修羅庁のナンバー４を倒した実績があるのだ。

　アウレリアにだって負けない自信がある。

　あるのだが――

「うぅ……怖こわいけど、行かなきゃ！　もし手て遅おくれになって、日本の外に仏像が出て行ったら大変なことになるよ。そうじゃなくてもレムナンツは敵なんだから。ここで倒す！」

「繭子……分かりましたわ！　わたくしもお供致します」

　あまり多いとはいえない勇気を振り絞り、繭子とヘルガは光る柱の中に飛び込んだ。

「フリーズ！　もう逃にげ場ばはないよ！」

　繭子は銃じゆう口こうをアウレリアに向け、大声を出した。どちらかと言えば逃げ場がないのは繭子たちの方なのだが、そこは自分を奮い起こすためである。

　そしてアウレリアは、三節棍でオベリスクを叩く動作を中断し、気だるそうにこちらを振り向いた。

「……誰かと思えば、イデアルの小こ娘むすめどもネ。今、忙いそがしいからあっち行くね。私はこれを壊すので忙しいネ」

　アウレリアは繭子たちに少しも興味を示さず、再びオベリスクを攻撃し始める。

　三節棍が衝しよう突とつするたび、腹の底まで響ひびく音が聞こえる。どうやら見た目以上に重い武器のようだ。もしかしたら何十トンとあるかもしれない。それを軽々と振り回す辺り、やはりアウレリアはただものではない。

「ちょっとちょっと！　それ壊したら神無大結界が消えちゃうんだよ！　どうしてそんなことするのさ！」

「そうですわ！　一体、レムナンツに何の得がありますのっ？」

　繭子とヘルガに問われたアウレリアは、ニヤリと笑って答えた。

「得？　それは大ありネ。聞きたいネ？」

「もったいぶらずに言いなさい！」

　繭子は、自分は銃を持っているんだぞ、とアピールするために構え直し威い嚇かくする。アウレリア相手にそれが脅おどしになるのかは疑問だが、ポーズというものがある。

「簡単な話ネ。まず今の日本は、暗黒ドームから出てきた明王でパニックになってるネ」

「ふむふむ」

「この状況で神無大結界が消えれば、明王が日本の外に出て大暴れするネ」

「そうだよ、だからやめてって言ってるのに」

「それネ。神無大結界は日本と人界を隔てる壁かべ。これがなくなれば、危ういところで均衡を保っていた人界が、一気に魔ま界かいになってしまうネ。そんなことはゲシュペスが許さないし、何だかんだでシュトライムも平和が大好きだから絶対に邪じや魔ましてくるネ。一番の狙いはそこネ」

「え、え？　もしかして、慈悲帝陛下とシュトライムさんに本気を出させたくて神無大結界を壊こわそうとしているってこと……？」

「要約するとそういうことネ」

　開いた口が塞ふさがらないという言葉は、こういうときに使うのだろう。

　世の中には色々な者がいるのは知っている。強い奴やつと戦いたいと思っている輩やからは、人間にも沢たく山さんいる。

　だが、相手に本気を出させたい一心で、世界をまるごと危機に陥おとしいれようとするのは、流石さすがに異常としかいいようがない。

「そんな妙みようなことをしなくても、シュトライム様はいつだって本気を出しますわ！」

「そうそう。バトルマニアだからね！　慈悲帝陛下だってやるときはやる男だよ多分！」

　繭子の知る限り、シュトライムたちにとって、破戒王ヴェズエルは宿敵のはずだ。そんな相手と戦うのに、本気を出さないわけがない。レムナンツの行動は、要いらぬ努力としか思えない。

「ちっちっち。甘いネ。いくら自分で本気を出そうとしたって、どこかでブレーキがかかってしまうものネ。その点、徹てつ底てい的てきに追おい詰つめてやれば、頭に血が上って本気中の本気になるネ。ヴェズエルの望みはそれネ」

「それネ……って、迷惑過ぎる！　人類代表として断固拒否します。今すぐその柱を叩くのをやめなさい。従わない場合は実力で排はい除じよしちゃうんだから！」

「と言うより、消し炭にして差し上げますわ。今から泣いて謝あやまるなら許して差し上げますけど？」

　繭子は拳けん銃じゆうに魔ま力りよくを流し込み、ヘルガは日ひ傘がさを光る針に変化させる。

　それを見たアウレリアは目を細めた。

「お前ら、私と闘るつもりネ？　あのときは震え上がって泣きわめいていたくせに」

「泣いてないもん！　変な言いがかりはやめてよね」

「むしろ、今から泣くのは貴女あなたの方ですわ！」

「やれやれネ。身みの程ほど知しらずは長生きできないネ」

　アウレリアは三節棍を片手で持ち、軽く、しかし大きく振り抜いた。

　それによって生じた風圧が、繭子とヘルガを打つ。

「くっ――あれってもしかして破戒王の武器？」

「そうネ。ヴェズエルの極点位階の恐おそろしさは、創った武器を分わけ与あたえることが出来るところにあるネ。元から私の方が強いのに、これで差はますます大きくなったネ。それでもやる気ネ？　お姉さん優やさしいから、回れ右して帰るなら、見み逃のがしてやってもいいネ」

　アウレリアの瞳ひとみが不気味に輝き、口元は妖よう艶えんに笑う。

　もちろん口先だけでなく、アウレリアが放つ魔力は実際に、繭子とヘルガの総量を上回っている。

　許されるなら、本当に帰ってしまいたくなる。

　しかし、許されない。誰だれが許さないかといえば、自分自身が許さない。

　仲間の誰もが戦っている状況で、自分だけ背を向けるなど、恥はずかしすぎて逆に勇気が必要だ。

「勇気と友情パワーの私たちが負けるわけがない！　行っくよ！」





※






　ショコラ・ミミングスは太平洋上空を飛行していた。

　向かう先は神無大結界の支柱がある小笠原諸島である。

　本来であれば修羅庁の全軍を以もつてして臨む事態なのだが、今動けるのは自分とアレスだけだ。イデアルなどという脳天気な連中の力を借りる羽目になってしまったが、この際、仕方がない。

「代行、申し訳ありません。遅おそくなりました」

　八はち丈じよう島じまを通り過ぎたところで、アレスが追いついてきた。もともとこの辺りで合流する予定になっていたので、謝る必要はない。しかしショコラは、八つ当たりするように怒ど鳴なりつける。

「今まで何をしていたのじゃ！　ワシを一人で特とつ攻こうさせるつもりか！」

「補充要員の候補を選別していたもので」

　アレスは涼すずしい顔でそう答える。

「むむ、次からはワシが呼んだら三秒で来い！」

「分かりました。次までに空間跳躍魔術を習得しておきます」

「よい心がけじゃ。では行くぞ」

　ショコラは遠えん慮りよせず、全力で加速した。今いま頃ごろ病院で寝込んでいるナンバー８以下の者どもでは付いてこられないだろうが、アレスは離はなれることなく平然と付いてくる。

「小笠原諸島の南鳥島……あれじゃな」

　太平洋の中に、人工的に作ったのではないかと思わせるほど綺き麗れいな三角形の島があった。その島から、光の柱が空に向かって伸びている。間ま違ちがいなく、神無大結界の支柱だ。

　南鳥島は、日本の最さい東とう端たんに位置する島である。かつては自衛隊や気象庁の人間が常じよう駐ちゆうしていたようだが、今では無人だ。つまり、犠牲を考えずに戦うことが出来る。

「アレス、減速せずに突っ込むぞ！」

「御ぎよ意い」

　島を丸ごと吹き飛ばすような勢いで、ショコラとアレスは光の柱に入り込む。

　その瞬間、内側からオオスズメバチの大群が強きよう烈れつな羽音と共に、雪崩なだれとなって向かってきた。

「虫けらが！」

　ショコラは楞りよう嚴ごん暗あん幕まくで自分とアレスを包み込む。オオスズメバチは針を突つき立たてるが、その勢いで逆に自分たちの体を押おしつぶしていた。

　内部は空洞になっており、中心部にはオベリスクがあった。その下で、シルクハットを被かぶった少年が指揮棒を振っている。おそらく、レムナンツのエルメネヒルドだ。

「印相戦法――攻こう咒しゆ一式」

　アレスが両手で印を結ぶと、エルメネヒルドの足元から炎が上がった。岩をも溶とかす、必殺の業ごう火かだ。

　しかしエルメネヒルドは飛び上がり、オベリスクの上に退たい避ひしてしまう。

　無論、こちらとて最初の一撃で勝負が決まるとは思っていなかった。開戦を告げる、挨拶代わりでしかない。

「いきなり攻撃なんて酷ひどいなぁ。まずは対話から始めようよ。遺い憾かんの意を表明しちゃうよ？」

「抜かせ。先に攻撃してきたのはそちらじゃろう」

「スズメバチのこと？　だって君らがいきなり突っ込んでくるからさ。びっくりして反射的にね。正当防衛だよ。それより君、修羅庁ナンバー６のショコラ・ミミングスだろ？　話には聞いていたけど可愛かわいいね。歳としも近いし、お茶しない？」

　エルメネヒルドは人なつっこい笑えみを浮うかべ、あろうことかナンパをしてきた。

　同年齢の異性に可愛いと言われたのは初めてなので、ショコラは慌ててしまった。

「な、何を急に――」

　ショコラが慌てふためきながら言い返そうとしていると、それを掻かき消けすようにアレスが叫さけびだした。

「貴様、修羅庁の長官代行を口説くなど！　その狼ろう藉ぜき、万ばん死しに値あたいするッッ！」

　余りの大声に、ショコラの耳がキーンとなる。

　何もそこまで、というほどの怒いかりと共に、アレスは印を結び極大の光線を撃ち放つ。

「うわぁっ、え、なに、沸ふつ点てんどこ!?」

　エルメネヒルドは慌てて退避するが、ショコラも驚おどろいた。

　普ふ段だんは物静かなアレスだが、ときたまこうして感情を爆発させるときがある。そのタイミングがショコラにはサッパリ分からない。

　しかし、お陰でエルメネヒルドの不意を突けた。この機を逃す手はない。

「斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ参――朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐも」

　自分の魔力で黒い弓と矢を作り、エルメネヒルドに向かって射る。

　シュトライムほどの威力は出せないが、それでも当たれば大たい概がいの魔族が跡あと形かたもなく消えてしまう。

　エルメネヒルドはアレスの攻撃を避けた直後だ。そんな不安定な姿勢では、回避は不可能だろう。

　――さて、どう防ぐ！

　ショコラは油断せず、敵の一挙一動を注視する。なんなら、このまま死んでくれてもかまわない、と思いつつ。

　するとエルメネヒルドはシルクハットを脱ぬぎ、それから手にした指揮棒を軽かろやかに振り上げた。

「いでよクマムシ！」

　シルクハットの中から、小さな影かげが飛び出した。それは見る見るうちに巨きよ大だい化かし、エルメネヒルドを守る盾のように朧朏穿雲の前に立ちはだかった。

　ずんぐりむっくりした八本脚の生物。それが朧朏穿雲をいとも容易く弾き飛ばした。

「くっ、出鱈目な生き物じゃな！」

　クマムシは、最強の防ぼう御ぎよ力りよくを持つ多細胞生物として有名だ。ショコラも雑学としては知っている。高温、低温、高圧、真空、放射線――ありとあらゆる環かん境きように対して耐たい性せいを持つ脅威の生き物だ。

　もっとも、その防御力を常に発揮できるわけではない。周囲の環境が過か酷こくになったことを察知し、数時間かけて代謝を停止させ、クリプトビオシスと呼ばれる形態に移行し、初めて鉄てつ壁ぺきになるのだ。

　ところがエルメネヒルドが呼び出したクマムシは、出てきた瞬間から超防御力を誇ほこっている。そもそもクマムシの大きさは普ふ通つう、ミリ単位だ。一方、いま目の前にいる個体は三メートル近い。

　先程のオオスズメバチも驚くほど凶きよう暴ぼうな針と顎あごを持っていた。推察するにエルメネヒルドの得とく意い技わざは、虫を強化して操ることなのだろう。

　そして彼かれの持っている指揮棒が曲くせ者ものだ。そこから放たれる魔力は、むしろエルメネヒルド本人より巨大だ。

「その指揮棒、破戒王の武器じゃな？」

「流石は長官代行だね。その通りだよ。能力は……ま、秘密ってことで」

　エルメネヒルドは説明したいがグッと堪こらえた、といった感じで口を閉ざす。当然だろう。戦いの最中に自分の手の内をベラベラしゃべり出したら、それは阿あ呆ほう以外の何物でもない。

　もっとも、指揮棒という形からして、虫を操る力を強化しているのだろうという想像はつく。実際、クマムシを召しよう喚かんした手て際ぎわは見事だった。

　それを踏ふまえた上でショコラは負ける気がしなかった。自分一人でも勝てる。ましてアレスと二人がかりなら確実だ。

　時間をかける意味もない。一気にたたみかける。

　ショコラはアレスに目配せし、速そつ攻こうをかけた。

「斑鳩流元祖魂燃式魔闘術、型ノ壱いち――禍炎闇色剱」

　黒い剣けんを持ち、エルメネヒルドへと走り出す。しかし巨大クマムシは見た目よりずっと素す早ばやく動き、その進路を妨ぼう害がいしようとする。朧朏穿雲の直ちよく撃げきが効かなかったことからして、禍炎闇色剱でも斬きることは出来ないだろう。

　であれば、クマムシと無理に戦う必要はない。

「印相戦法――堅けん咒じゆ二式」

　アレスの術が発動し、クマムシの周辺に半はん透とう明めいの檻おりが完成する。

　クマムシの防御力が高いのは折り紙つきだ。だが攻こう撃げき力りよくは皆かい無むに近い。よって閉じ込められれば、それで終わり。

　ショコラは安心してエルメネヒルドに肉にく薄はくした。

「避けられるものなら避けてみろ！」

　足あし捌さばき、体のこなし、腕うでの振り。全すべて完かん璧ぺきだった。

　エルメネヒルドがよほど体術に通じていない限り、どうしようもないはずだ。

　案の定、彼は反応すらしなかった。

　首を刎ね、返す刃やいばで胴どう体たいを真っ二つにする。

　――勝った。

　と、思ったその一瞬後、エルメネヒルドの死体が無数の木の葉と化し、バラバラに飛び散る。

　否いや、木の葉に見えたそれは蝶ちようの群れだった。

　様々な色の蝶が一塊になることにより、エルメネヒルドの姿に擬ぎ態たいしていたのだ。

　ならば、本物はどこにいるのか。

「こっちでしたぁ」

　神経を逆なでするようなふざけた声が聞こえた。

　振り返ると、エルメネヒルドは何とアレスの真後ろを取っていた。

「アレス、後ろだ！」

　叫んだが間に合わなかった。エルメネヒルドは手にした指揮棒で、アレスの肩かたを叩たたいた。それにより――何も起きなかった。

　アレスの体が凍こおり付ついたり弾け飛んだり時空の彼方かなたに消え去ったりといったことはなく、変わらずそこに立っていた。

　しかし様子がおかしい。微び動どうだにしないのだ。

「……？　アレス？」

　ショコラが呼よび掛かけると、アレスは表情を変えず口だけを動かして答えた。

「代行、申し訳ありません。体の自由が、利きません……！」

「なにっ？」

　体が動かない。痛いわけでも傷つけられたわけでもなく、ただ動かない。これほど不気味なこともないだろう。

　しかし、エルメネヒルドの指揮棒で叩かれた直後であることから、その原因は明らかだ。

　ということはつまり、あの指揮棒の能力は虫を操あやつることではなく、もっと悪あく辣らつなもの。

「そう。虫の制せい御ぎよなんて自前の魔力で十分だよ。この指揮棒はね、叩いた相手の自由を奪うばい、意のままに操ることなのさ。油断しちゃったね。駄だ目めだよ、慢まん心しんは。まあ、僕ぼくも結構人のこと言えないけど」

　エルメネヒルドは幼い顔に嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべ、ショコラを睨にらみ付つけた。なるほど、自分で言うように慢心している。

　だが、ショコラは何も言い返せなかった。

「さてと。それ行けメガネくん。上官をやっつけろ！」

「くっ、代行、お逃げ下さい！」

　体が自由に動かない以上、アレスに抵てい抗こうするすべはない。そうやって叫ぶのが関の山だ。

　そしてショコラも、優ゆう秀しゆうな副官を失いたくなかった。迎げい撃げきするなど思いも寄らない。

「何とかならんのかアレス！」

　アレスは攻こう咒しゆ二式で作りだした剣を両手に握にぎり、こちらに斬りかかってくる。

　わずかながらショコラの技量が上回っているため回避は出来る。しかし逃げているだけでは、いつかやられてしまう。

　それにしても、まさかこちらを操るような真ま似ねをしてくるとは、微み塵じんも想像していなかった。自分もアレスも手て練だれであり、子供相手にしてやられるなど有り得ないと思っていたのだ。

　そしてエルメネヒルドの慢心は、絶対的優位に裏付けされた『余よ裕ゆう』に属するものだ。

　現にショコラもアレスも打開策を見いだせない。

「申し訳、ありません……本当に少しも動かせないのです……かくなる上は代行。覚かく悟ごは出来ています。私を斬り伏せてください」

「なっ、馬ば鹿かかお主！　そんなこと出来るわけ――」

　そう言いかけて、ショコラは戸と惑まどった。

　どうして自分は躊ちゆう躇ちよしているのだろう、と。

　自分たちは血も涙なみだもない修羅庁だ。それも長官代行とその副官という重責にある。

　任務遂行のために味方を犠牲にするくらい、当たり前のことだ。

　そうがどうしたことだろう。アレスを失いたくないと思ってしまった。

　いつの間にこんな感情を持つようになったのか。

　もしや、イデアルの連中の阿呆っぷりが移ってしまったのかも知れない。

「代行、どうしたのです！　早く……このままでは私は貴女を……！」

「ええい、黙だまれ！　ワシにもよく分からんが、とにかくお主を斬りたくないんじゃ！」

　禍炎闇色剱でアレスの双そう剣けんを弾はじきながら、やけくそ気味に怒鳴る。

　それを端から見ていたエルメネヒルドが、さもおかしそうに笑っていた。

「へぇ、君ら仲良しなんだ。修羅庁は魔界最凶とか聞いてたけど、全然甘ちゃんじゃん。ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだよ。まあ、その方が僕もやりやすくていいんだけど」

　指揮棒が激しく躍おどる。

　それに合わせてアレスの剣が左右から超ちよう高こう速そくで迫せまる。

　――速、過ぎる！

　遂ついにショコラの防ぼう御ぎよが限界に達した。さばききれずに、左の脇わき腹ばらを軽く抉えぐられてしまう。傷としては浅いが、その衝しよう撃げきと焼けるような痛みに一いつ瞬しゆん動きが止まってしまう。

「チャーンス！　トドメだメガネくん！」

「この私が、代行を、斬るなどと……ッ！」

　傷を受けた左脇腹と、そして頭上の双そう方ほうから同時に剣が迫ってくる。

　避よけきれない。死ぬ。

　そのイメージが強烈に駆かけ巡めぐるも、体は反応してくれなかった。

　胴体を切断されて死ぬのか、それとも頭を割られて死ぬのか。果たしてどちらが楽だろうなんて考える。やたらと時間の流れがゆるやかだ。

　忘れかけていた昔の記き憶おくまで蘇ってくる。これが走そう馬ま灯とうというやつだろうか。【瓏ろう玲れいの焔ほむら】と犬型魔族のハーフ故ゆえに、どちらからも忌いみ嫌きらわれた忌まわしい過去。戯たわむれに母を抱だいておきながら、それこそ捨てるように去って行った父。失意の中、死んでいった母。魔界の全てを見返してやろうと誓ちかった自分。

　――結局、ワシは何も成し得ずに死ぬのか。

　そのことが途と方ほうもない恐きよう怖ふとなってのしかかってくる。死を前にして脳の処理能力が増したことにより、逆にショコラを地じ獄ごくへといざなった。

　死にたくない。死にたくない。なのに逃げられない。目を瞑つぶることすら間に合わない。この恐怖から逃げられるなら、いっそ早く殺してくれと矛む盾じゆんしたことすら思ってしまう。

　一つ救いがあるとすれば、それはアレスを殺さずに済んだということだろうか。

　自分がいつの間に副官をこうまで大切に思うようになったのかは不明だが、彼を手にかけるなんて絶対に許されざることだった。それこそ、彼の代わりに死んでやってもいいと思えるほどに。故に、この死は必然だ。敵を殺すことを忘れた修羅庁が、生き残れる道理はないのだから。

　だが、死はいつまで待っても訪おとずれなかった。

　何と操られているはずのアレスが、必死の形相を浮かべ、剣を途と中ちゆうで止めていたのだ。

「はぁ!?　有り得ない、そんな、どうやったんだッ？」

　エルメネヒルドは目を見開き、それと同じくらい口も開いてツバを飛ばした。

「愚ぐ問もん！　この私が代行を斬るなど有り得ん！　たとえそれが破戒王の武器による支配であろうと、通用するものか。故にこれは、貴様の慢心が招いた結果だ！」

　アレスは叫び、剣を振る。その切っ先は、自らの手首に向いていた。つまり、二本の剣を使い、左右の手首を斬り落としたのだ。

「アレス！」

　ショコラの顔に彼の血ち飛沫しぶきがかかった。だがアレスは自分の傷を気にすることなく、今すべきことを叫ぶ。

「代行、今が好機です！　敵に攻撃を！」

「――心得たッ」

　禍炎闇色剱を握り、エルメネヒルドに走る。

　刃に乗せるのは制御の利かない憤ふん怒どだ。

　アレスの両手を犠ぎ牲せいにしてしまった自分の不ふ甲が斐いなさに腹が立つ。そして、その元げん凶きようとなったエルメネヒルドを許せない。

「ワシの大切な部下を操るなど、身の程ほどを知れ！」

　ショコラにとって、過去最速の斬撃が放たれた。エルメネヒルドはバックステップで躱かわそうとするが、そんなもので避けられる甘あまいものではない。

「ぐ、あぁぁっ！」

　彼の肩から腰こしにかけて赤い線が走る。情け容赦なく肉と骨を抉り、傷は内臓にまで達した。十分に致命傷だ。滝たきのように流れる血だけでも、失血死はまぬがれない。

　だが、慢心の危険性はエルメネヒルドが身を以て教えてくれた。ならば即そく座ざに第二撃を放つのが肝かん要よう。

　――首を刎ねてやる。

　ショコラは疾しつ風ぷう怒ど濤とうの一文字斬りを打ち込む。

「死んで、たまるかっ！」

　そのとき、地面を叩たたき割わって、巨大なムカデが現れた。ムカデはショコラとエルメネヒルドの双方を吹き飛ばし、斬撃を中断させてしまう。

　更にエルメネヒルドのシルクハットから、ハエが飛び出した。目の前が真っ黒になるほどの群れだ。ほとんど壁である。おまけに羽音で聴ちよう覚かくが遮しや断だんされた。

「ええい、失うせろ！」

　禍炎闇色剱に目め一いつ杯ぱいの力を込め振り回す。その一いち撃げきでハエたちは燃え上がり、消し炭になってボタボタと地面に落ちる。

「……逃げられたか」

　ハエの壁が消えたあとに、エルメネヒルドの姿はなかった。傷の深さから考えて、そう長くは持たないと思うが、回復魔術の心得があればその限りではない。

　しかし、肝かん心じんの目的そのものは達成した。エルメネヒルドを仕留めきれなかったのは残念だが、神無大結界の支柱を守ることが最優先なのだ。

　それよりも問題なのは、アレスの傷である。

「おいアレス、大丈夫か!?」

　ショコラはうずくまるアレスに駆け寄った。

「問題、ありません……傷口は防御結界で塞ぎました」

「そうか……うむ、綺麗に斬れているから、縫ほう合ごうも楽じゃろ。それにしてもお主、自分の手首を斬り落とすとは無む茶ちやをする奴じゃ。驚いたぞ」

「代行を殺してしまうかと思った瞬間、咄とつ嗟さに。それよりも代行。操られていたとは言え、貴女に傷をつけてしまいました。どんな罰ばつでもお受けします」

「何を言う。お主はワシを支えてくれる大切な部下じゃ。ワシを守るためにこんなに怪け我がまでして……礼を言う。罰などあるものか。これからもお主にはワシのそばに……ええい、気き恥はずかしいな、こういうのは」

　ショコラはアレスの前に座り込み、彼の腕を取って、不慣れな回復魔術を使用した。

「気休め程度じゃが、少しは痛みが和らぐじゃろ」

「……はい。代行の手、とても温かいですね」

　そう呟つぶやいたアレスの顔は、わずかに微笑ほほえんでいた。いつも仏ぶつ頂ちよう面づらのアレスがそんな顔を自分に向けてくるものだから、ショコラは驚いてぷいっと顔を逸そらしてしまった。

　なぜだか頬ほおが熱くなる。

「そ、そうか。まあ、回復魔術はそういうものじゃろ」

「そうかもしれませんね。きっと、貴女の手だからこそ特別温かく感じたのでしょう」

「ふ、ふむ……そういうものか……」

　ショコラはアレスの真意が分からず、しどろもどろになることしか出来なかった。自分でも、どうしてここまでどぎまぎしているか、皆かい目もく見当が付かなかった。
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　神無大結界の最西端は沖おき縄なわの与よ那な国ぐに島じまである。

　そこに立つ支柱を、リリウムは破は壊かいしていた。

「やめるにゃ、やめるにゃ！　それを壊したら大変なことになるにゃ。そしたら私が許さないにゃん！」

　背中から可愛らしい声が聞こえてくるが、無視してオベリスクに如じよ雨う露ろで水をかけていく。すると植物の茎くきが生長し、オベリスクの表面を覆おおい、更さらに内部に入り込み、侵しん食しよくしていった。

　やがて茎によってオベリスクは分解され、粉々に崩壊するだろう。あとは待つだけだ。

　待っている間、特にやることもないので、うるさい連中の相手をすることにした。

「許さないって、具体的にどうするの？」

　振り返って、猫耳魔族に問いかける。

　目が合った猫耳魔族は、はにゃんっと驚いた声を上げて後ずさった。するとその後ろにいた慈悲帝の使い魔の朱す雀ざくに当たり、朱雀はそのまた後ろの人間の女にぶつかった。

　それでバランスを崩くずし、三人仲良く仰あお向むけに倒たおれる。

「うにゃぁ……目線だけで私たちを倒すとは、流石さすがはレムナンツにゃ……」

　特に何かをした覚えのないリリウムは、黙って見下ろしていた。

　それにしても弱そうな三人組だ。カブトムシとかの方がまだ強そうである。

「こ、こうにゃったら、勢いで押し切るにゃ！　さいしょはグー、じゃんけんほい！」

　なぜかじゃんけんを挑いどまれたので、リリウムは律りち儀ぎにパーを出だす。

　猫耳魔族はチョキだった。

「やったぁ、勝ったニャ！　さあ、今すぐここから出ていくニャ！」

「流石ね社長。レムナンツなんて敵じゃないわ！」

「リン・リン凄すごいであります」

　三人は勝手に盛り上がり、手と手を取り合って勝利宣言を始めた。

　しかし、リリウムは首をかしげてしまう。

「そんな約束をした覚えはないんだけど」

「はにゃ!?　ぐぬぬ、何て冷静な奴にゃ……勢いに押されて出ていくと思ったのに……」

「社長、向こうは固まっているわ。今の内に作戦会議よ」

　三人はしゃがんで円えん陣じんを組み、何やらひそひそ内ない緒しよ話ばなしを始めた。

　リリウムはじっと猫耳魔族の背中を見つめる。

　すると、彼かの女じよのお尻しりの上から伸のびている尻尾しつぽが目に入った。

　――ぴこぴこ動いてる……気になる。

　リリウムはそろりと近づき、その尻尾をぎゅっと握りしめた。その瞬しゆん間かん、猫耳魔族は驚くほどの悲鳴を上げた。

「うにゃにゃ！　尻尾掴つかんじゃ駄目なのにゃぁ！」

　尻尾と耳の毛が逆立ち、全身が激しく痙けい攣れんを始める。

　びっくりしたリリウムは、慌てて手を放した。

　ぐったりと地面に寝そべった猫耳魔族を、朱雀と人間の女が抱き起こす。

「社長しっかりして！　傷は浅いわ！」

「ち、力が出ないにゃ……もう駄目にゃぁ」

「リン・リンをこんな目に遭あわせるなんて許せないであります、成敗するであります！」

　朱雀は立ち上がり、腕をブンブンと振って威嚇してくる。

　しかし慈悲帝ゲシュペスならともかく、その使い魔が強いという話は聞いたことがない。

「で、どうするつもりなの？」

　リリウムが尋たずねると、朱雀は得意げな顔になり、ビシッとポーズを取る。

「あまり朱雀を舐なめない方がいいであります！　とう！」

　と掛け声を発し、朱雀はその姿を消してしまった。

　おそらく、空間跳躍魔術で移動したのだろう。果たしてどこに行ったのか。

「朱雀ぱんち、であります！」

　その声は真後ろから聞こえてきた。

　ばふん、ぼふん。まるで風船がぶつかったような衝撃が伝わってくる。

「どうでありますか、朱雀の奇き襲しゆうに手も足も出せないであります！　このまま一気にたたみかけるであります！」

　その後、十秒ほど朱雀の猛もう攻こうは続いた。

　攻撃がやんだのでリリウムは振り返り、肩で息をする朱雀を見下ろした。

「ぜーはー……ぜーはー……ま、参ったでありますか……？」

　むしろ参っているのは朱雀だった。

　おそらく普段からあまり運動をしていないのであろう。十秒間パンチを打ち続けただけで、もう体力の限界を迎えている。

　リリウムは打たれた背中の腰の辺りをさすりながら、感想を述べた。

「ちょっと気持ちよかった」

「な、何という頑がん丈じようさでありますか……さてはレムナンツの中でもとびきり強いでありますね？」

　朱雀は口をへの字にして悔くやしがった。

　しかしリリウムは、レムナンツの中でむしろ弱い方であろう。もしかしたらエルメネヒルドにしか勝てないかも知れない。そんなリリウムに三人がかりでも何も出来ないということは、この三人はイデアルの中でもとびきり弱いに違ちがいない。

「私たちはもう限界にゃ……だけど諦あきらめるわけにはいかないにゃ！　副社長、朱雀ちゃん。最後の力を振り絞るニャ！」

　猫耳魔族は震える脚に鞭むち打うって起き上がり、リリウムをキッと睨み付けた。

　それを見たリリウムは、今度は耳の方を弄いじってみよう、と考えた。





※






「どりゃぁっ、分身！」

　繭子は冷気で空気中の水分を凍とう結けつさせ、光を乱反射させた。それにより繭子とヘルガの姿が何十にも映し出され、位置の特定を困難にさせる。

　同時に、天上方向に巨きよ大だいな氷の塊かたまりを幾いくつも発生させ、アウレリア目がけて叩たたき落おとした。

「ふん、思ったより楽しめそうネ！」

　アウレリアは不敵に笑い、三節棍を分ぶん離りさせ、氷に向かって振り回す。

　三節棍とは三つの棒が鎖くさりで繋つながったものだ。ヌンチャクのように使ってよし、一本に繋げて槍やりのように使ってよしの万能武器である。

　そこから繰り出される攻こう撃げきの多た彩さいさはまさに千せん差さ万ばん別べつ。

　氷の塊を全て弾はじき飛とばしたあと、即座に合体し、元の長い棒に戻もどる。そして間かん髪はつ容いれずに一番近くにいたヘルガを叩いた。

　だがそれは光の屈くつ折せつで生まれた虚きよ像ぞうだった。

　本物はアウレリアの遥はるか後ろにいる。

「いただきですわ」

　巨大な大たい砲ほうであるカール自じ走そう臼うす砲ほうが火を噴ふく。

　繭子とヘルガが何重にも増えて見えるのとは逆に、カール自走臼砲の姿は消えていた。アウレリアには、何もない空間から突とつ如じよとして砲ほう弾だんが現れたように見えたはずだ。

「効かないネ！」

　アウレリアは三節棍を砲弾にぶつけて打ち返そうとする。

　しかし衝しよう突とつする直前に大だい爆ばく発はつが巻き起こった。

　近接信管のような便利なものが付いていたわけではなく、ヘルガが手動で起き爆ばくさせたのである。

　意外なタイミングで爆ばく発はつを喰くらったアウレリアは、その炎に飲み込まれ見えなくなった。

　ダメージはそれほど期待できないし、せっかく作った分身も爆ばく風ふうで消えてしまったが、とにかく先制できたという心理的な優位性が出来た。

　以前に手痛い敗北を喫きつしている以上、わずかな恐れが致命傷になりうる。最低限、気持ちだけは上回っておかないと話にならない。

「うしゃあ！　ドンドン行くよッ！」

「繭子、これを使って下さいな」

　ヘルガはスカートの中からアサルトライフルを取りだし、放ほうり投なげてきた。

「おおっ、これなんて名前？」

「シュトゥアムゲヴェーア・フィーアウントフィアツィヒですわ」

「はっ？　もう一回言って」

「ですから、シュトゥアムゲヴェーア・フィーアウントフィアツィヒ」

「しゅ、しゅとぅあむげ……ああ、もう、何でもいいや！　フルオートずばばばばば！」

　受け取ったアサルトライフルに魔力を流し込み、爆煙の向こうを狙ねらって弾だん丸がんをばらまく。

　鋭するどい氷の柱が放射状に伸び、アウレリアを内部に閉じ込める。周辺温度が一気に下がり、吐はく息が白くなった。

　これで何秒か足止めできるだろう。この隙すきにヘルガの大火力をぶつけて倒す――というプランだったのだが、流石さすがにアウレリアは強い。氷を叩き割って飛び出してきた。

「花か車しや乙おと女め『求道位階秘技』愛あい河が愛あい染ぜん雨あめ虎ふらし」

　アウレリアの周りに大きな水すい滴てきが五つ現れた。しかしそれは水と呼ぶには粘ねん性せいがありすぎる。ローションとかスライムと言うべきだろう。

　かつて繭子たちは、あのローションに絡からみつかれ大変な目にあった。よって警けい戒かいを強める。同じ轍てつは二度と踏まない。

「さあ、あのときからどのくらい成長したか見せてみるネ！」

　五つの水滴は変形し、長く長く伸びていき、まるで大だい蛇じやのような姿となる。

　それらは蠢うごめき、しなり、鞭むちとなって、繭子とヘルガの頭上に落ちてきた。

「シュトゥアムゲなんとか！」

「カール自走臼砲！」

　繭子は大蛇を凍らせ、ヘルガは爆炎で蒸発させる。

　これで、力と力のぶつけ合いでも、遅おくれをとっていないことが分かった。

　アウレリアに対するトラウマを、このまま一気に払ふつ拭しよくしてやる。

「なかなかやるネ。じゃあ、これならどうネ？」

　アウレリアは三節棍を垂直に持ち、高く掲かかげた。その上空にローションが集まり、直径二十メートルほどの球体を形成する。

　あれをこちらに叩き付けるつもりなのだろうか。

　単純に重量だけで考えても、四千トンを超こえているだろう。そこにアウレリアの魔ま力りよくが加われば、ぶつかったときの破は壊かい力りよくは想像を絶する。

　だが、もう繭子は怯ひるまない。

「上等だよ！　ヘルガ、私たちも最強の合体必殺技で迎むかえ撃うつぜい！」

「そうくると思って準備しておきましたわ」

　光る針がヘルガの血を糸に見立て、空中に魔ま法ほう陣じんを編み上げていく。

　その大きさはアウレリアのローション球をも遥かに上回る。

　魔法陣の奥おくから、鋼鉄の咆ほう哮こうが聞こえてくる。

　何か途方もない物体が鳴動している。

　それこそが繭子とヘルガが到達した、火力に対する回答だ。

「魔力、注入！」

　繭子はヘルガの手を握り、自分の魔力を流し込む。ようやくソレは満足に動き出し、魔法陣を越えてこちらの世界へ現れた。

「ローゼンクロイツ式召喚術、第六階かい梯てい――日独合作46センチガトリング列車砲！」

　人類史上最大の火か砲ほうであるドーラとグスタフを土台にし、その上に更なる巨大兵装を乗せるという、冗じよう談だんじみているが本気の回転式機関大砲。

　その正体は、戦せん艦かん大和やまとの主しゆ砲ほうを海から引き上げ、九本の砲ほう身しんを束ねてガトリング機き甲こうを組み込んだものだった。

「見た目は立派ネ。けど、そんなでかい物、お前らの魔力で扱あつかいきれるネ？」

「ふふん、私たちを舐めたら、右半分が凍とう傷しようで、左半分が大おお火傷やけどになるんだから」

「と言うより、これの召喚を許した時点で貴女あなたの負けですわ！」

「それは楽しみネ」

　アウレリアはそう嘯うそぶくが、ガトリング列車砲を前にして、本当に余裕を持っているとは思えない。なにせ修羅庁のナンバー４すら屠ほふり去さったのだ。

　故に彼女も掛け値なしに全力を出すはずだ。

　小細工抜きの真正面からのぶつけ合い。

　余力など残さない。

　そして絶対に勝つ。

「行くよヘルガ！」

「目に物見せて差し上げましょう！」

　気負うことは何もない。自分とヘルガが本気を出せば、きっと勝てる。

　友情パワーの前に悪は滅ほろび去さるものと、日本では相場が決まっているのだ。

　アウレリアが三節棍を振ふり下おろしローション球を投げ飛ばしてくる。それに合わせて46センチガトリング列車砲が火を噴いた。

　まずは繭子の魔力を乗せた冷れい凍とう弾だんが、ローション球を凍らせていく。当然、一発で凍るほど向こうもやわではないが、そこは毎分三千発という数の暴力で押し切ればいいだけのこと。

「よしっ、凍らせた！」

　五百発ほど撃ったところで、ローション球は完全にカチンコチンになる。とはいっても、それで動きが止まったわけではなく、アウレリアの魔力を込めたまま、こちらに飛んできた。

　しかし、凍ってしまったからにはただの固体の弾丸だ。打だ撃げきでもって粉ふん砕さいしてやればいい。

「鉄鋼弾。いきますわ、繭子」

「おっけぃ！」

　二人の魔力を合わせて、鉄鋼弾をがむしゃらに連射する。その弾には氷属性も炎属性も乗せていない。魔力はただ加速だけに使われている。

　至高ともいえる衝しよう撃げき力りよくを叩き込み、直径二十メートルの球体を粉こな微み塵じんに粉砕せしめた。

「私の魔力はもう空だよぉ、ヘルガ、あとは任せた……ばたんきゅぅ」

「お任せあれですわ！」

　ローション球が消えたことにより、アウレリアと46センチガトリング列車砲を隔へだてるものは何もない。遠えん慮りよせず手加減せず、無む慈じ悲ひに業ごう火かに包つつむのみ。

「ファイエル！」

　ヘルガから流れ出した炎属性の魔力が砲弾に乗って、剥むき出だしのアウレリアに襲おそいかかった。無論、アウレリアは三節棍を振り回して防御を試みる。が、それで凌しのげるほど生やさしい火力ではないのだ。

　地獄の蓋ふたが開いたような爆発が起き、アウレリアは炎に飲み込まれ見えなくなってしまう。当然、ここで攻撃の手を緩ゆるめるような愚ぐ挙きよは犯おかさない。ヘルガの魔力が尽つきるまで、ガトリング列車砲は回転を続ける。

　冷凍弾や鉄鋼弾と合わせて計三千発。砲ほう撃げきは一分に渡わたって続けられた。こちらの魔力はほとんどゼロとなる。

　はたして、その結果は？
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　アウレリアはかつて死んでいた。生まれてからの千年は、とても生きているとは言えない、屑くずのような日々だった。

　アウレリアの母は、とある高位魔族の私物だった。【瓏玲の焔】の中でもとびきり強力だったその魔族は、絵に描えがいたようなゲスであり、他者を踏みにじることに快感を得る男だった。

　となれば当然、ハーレムの一つや二つは作るに決まっている。その魔力にものをいわせ、気に入った女は片かたっ端ぱしから連れ去って奴ど隷れいにし、気の赴おもむくままに陵辱し尽くした。

　そのゲスと奴隷の間に生まれたのがアウレリアだった。

　ゲスは当たり前のように、自分の娘むすめをハーレムの一員にしてしまった。今思えば反吐へどが出る。しかし言葉を覚える前から父親の相手をさせられていた当時のアウレリアにとって、それが世界の姿だった。

　世界は苦痛に満ちており、全てが地獄であり、希望という概がい念ねんすら知らなかった。

　いつかきっと自分も母のように衰すい弱じやく死しするまで弄もてあそばれるのだろうと、そう思っていた。

　そんな地獄はある日突とつ然ぜん、呆あつ気けなく破壊された。

　ヴェズエルという魔族の少年が、お供のダイアンサスとリリウムを従えてやってきたのだ。

　当時の彼は、強いと言われる魔族に片っ端から勝負を挑み、倒して回っていたらしい。

　アウレリアの父親も強かったが、しかしヴェズエルには遠く及およばず、呆気なく即そく死しした。

　信じられなかった。

　アウレリアにとって父親は、この世界の支配者。自分たちを意のままに出来る絶対的存在。そう思っていたのに。外からやって来たこのヴェズエルという少年は、何もかもを破壊した。

　そのときアウレリアは、自分が今までいた世界がどんなに穢けがれていて、外の世界がこんなにも光ひかり輝かがやいているのだと初めて知った。

　あまりにも眩まばゆくて、自分なんかが手を触ふれていいものなのだろうかと。されど目をそらすことも出来ず、アウレリアは茫ぼう然ぜんとヴェズエルを見つめた。

　すると彼は言った。

「我と来るか？」

　アウレリアが生き始めたのは、その瞬間からだ。

　ダイアンサスやリリウムのように恋こいをしたわけではないが、少しでもいいからヴェズエルに恩返しをしようと決めていた。

　だから。だから、この支柱は破壊する。

　別に、この繭子とヘルガとやらを倒す必要はないのだ。

　しかし向こうはアウレリアを倒したくて躍やつ起きになっているようだから、精々利用させてもらおう。

　ヴェズエルからもらったこの三節棍の能力は、頑丈なことでも重いことでもなく、魔力の吸収と増ぞう幅ふくにあるのだ。先さき程ほどは自分の魔力を増幅してローション球を作り攻撃したが、次は向こうの魔力を使わせてもらう。

　幸いにも、敵が連射してくる怪あやしげな砲弾に込められた魔力は、気き後おくれするほど巨大なものだった。支柱を余裕で壊こわせるはずだ。

　――ま、ダイアンサスやリリウムと違って、私に出来るのはこのくらいネ。

　アウレリアは自じ嘲ちようしながら、三節棍の先せん端たんを迫り来る砲弾に叩き付けた。

　その瞬間、両りよう腕うでが千切れるかと思うほどの衝撃が走り、全身が後ろに吹っ飛んでいこうとする。両脚を魔力の杭くいで地面に貼り付けて踏ふん張ばり、かろうじて堪たえた。

　連射される砲弾には、炎の術式と魔力が込められている。まともに受け止めればアウレリアなど灰も残さず燃え尽きる代しろ物ものだ。しかし、この三節棍の特性により、先端から魔力を吸収し、内部で増幅し、別方向へと受け流す。

　アウレリアの別方向とはつまり、神無大結界の支柱である。

　繭子とヘルガは神無大結界を守るためにアウレリアに攻撃したのだろうが、それが逆に神無大結界への攻撃になってしまうのだ。

　ざまぁみろという感じだが、しかしアウレリアにとっていいことばかりではなかった。

　この三節棍が優すぐれた武器なのは議論の余地もないが、扱う者に難がある。

　アウレリアの技術では、敵魔力を完全に受け流すことは出来ないのだ。一割程度はどうしたってダメージとなって襲いかかってくる。それが小さな魔力なら、どうということはない。だが、この砲弾は、一割でもアウレリアを死に追いやる。

　構うものか。どうせ戦いは最終局面。今、死力を尽くさねば、もうヴェズエルに報むくいる機会がないかもしれない。

　だから逃にげない。だから堪えきる。

　そして支柱の破壊と引ひき替かえに、自分は死ぬ――という決意があれば美しいのだろう。しかし残念ながらアウレリアは往おう生じよう際ぎわが悪い。

　支柱を壊して、尚なおかつ生き延びる。

　全すべてが終わったら、また酒盛りをするのだから。ここで死んでは、ヴェズエルに申し訳が立たないというもの。

　そうだ。穢れている自分の命がそれほど貴重だとは思わないが、されどここで捨てることが恩返しになるとも思えない。自分はのらりくらりと生き延びて、汚れ仕事を続けていくのがお似合いだ。

　――第一、こんな小こ娘むすめどもに殺されるなんて、それこそ破戒王の部下として恥はずかしいネ。
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　原形をとどめているアウレリアを見た繭子は、深刻な何かが起きていると悟さとった。

　46センチガトリング列車砲は、確かにアウレリアに直ちよく撃げきした。間ま違ちがいない。

　だが、直撃していながらあの程度の損傷など、有り得るのだろうか。

　これが避けられたとか逸らされたというのなら分かる。防御結界で防がれたというのも悔しいが納なつ得とくしよう。しかし防御結界などなかった。この目で見たのだ。なのに五体満足で立っているというのが不気味である。

　そして更に怪しいのが三節棍だ。アウレリアは一応、服も体もボロボロになっているのだが、手に持つ三節棍だけがなぜか汚れ一つ付いていない。

　あの三節棍は破戒王の武器らしいが、一体どんな能力を持っているのだろうか。そして、これから何が起きるのか。

「ヘルガ、あの三節棍、ヤバそう――」

　繭子がそう言い終わらぬ内に、アウレリアが動いた。身を翻ひるがえし跳とんだ先は、神無大結界の支柱だった。それと同時に三節棍から、膨ぼう大だいな魔力が溢あふれ始はじめた。

　――あれってヘルガの魔力!?

　それを見た瞬間、繭子は状じよう況きようを察する。つまりあの三節棍は、46センチガトリング列車砲から放たれたヘルガの魔力を吸収してしまったのだ。そしてアウレリアは吸収したその魔力を使ってオベリスクを壊そうとしている。

　敵を倒そうとして逆に力を与あたえてしまったのだ。

「そうは――」

「させませんわ！」

　繭子は当然走ったが、それを一瞬でヘルガが追おい越こし、前に出る。

　アウレリアは既すでにオベリスクへ向かって三節棍を振り下ろしていた。が、ヘルガはそれこそヴェロニカと見み紛まがうほどの瞬しゆん発ぱつ力りよくで一気にアウレリアに追いつき、オベリスクとの間に割って入った。

　誰だれも声を発するいとますらなかった。振り下ろされた三節棍はそのままヘルガの体に当たり、その魔力を炸さく裂れつさせる。

　46センチガトリング列車砲千発分の魔力を、その一瞬でぶつけられたのだ。人一人の体が耐たえられるはずもなく。肉片一つ残さずヘルガは消え去った。ただ、血が赤い霧きりとなって飛び散ったのみ。

「ヘルガぁぁぁっ！」

　ここでようやく繭子はアウレリアに追いついた。その背中に二丁拳銃を向け、引き金を引く。

「ちっ――お前ら、面めん倒どうくさいネ！」

　オベリスク破壊に失敗したアウレリアは、怒いかりの形相で振り返り、三節棍で繭子の弾丸を叩たたき落おした。弾丸に込められた魔力は全て吸収されてしまう。

　繭子の魔力はもうほとんど空に近い。いつもならばとっくに倒れて寝ねているだろう。

　しかしアウレリアとて傷だらけだ。動きも鈍にぶい。あの三節棍を以もつてしても、46センチガトリング列車砲の攻撃を全て吸収できなかったのだろう。

　ならば勝つ。そうでなくても勝つ。

　アウレリアの腕うでを蹴けり上あげ三節棍を逸らし、銃じゆう口こうを額に押しつけ発射。だがアウレリアは仰のけ反ぞり回かい避ひし、そのままバク宙からの蹴りを繭子の顎あごに打ってくる。

「こんなもの！」

　顎に当たる前にアウレリアの脚あしを撃ち抜き、凍結させる。しかし蹴りは囮おとりだった。三節棍が唸うなりを上げて繭子の脇わき腹ばらを強きよう襲しゆうした。

「――っう！」

　内臓が裏返り口から飛び出した。そう錯さつ覚かくするほどの衝しよう撃げきと共に繭子は吹っ飛ばされる。おまけに三節棍の能力により、自分自身の魔力が返ってきた。叩かれた脇腹が凍こおり付つき、皮ひ膚ふがバリバリと剥はがれ落おちる。

　繭子は痛みに顔を歪ゆがめながらも立ち上がり、やけくそ気味にアウレリアを撃つ。

「どこを狙っているネ」

　弾は当たらず、地面に虚むなしく氷柱つららを作るだけだった。アウレリアは嘲ちよう笑しようし、三節棍で氷柱を砕くだく。破は片へんが舞まい散ちり、キラキラと輝いた。まるでダイヤモンドダストのように。

「さあ、これで終わりネ！」

　もはや繭子はろくに照準を合わせることも出来ない。よって振り下ろされた三節棍を避よける力は残っていない。アウレリアはそう思っているのだろう。

　しかし空から振ぶり。

「なっ!?」

　アウレリアが驚おどろくのも当然だ。繭子は避けたのでも防いだのでもなく、幻まぼろしのように消えてしまったのだから。

　否いや、幻のように、ではない。それは真実、氷の破片の乱反射によって作られた繭子の分身なのだ。そのことに気が付いたアウレリアが本物の繭子を捜そうとしても、もう遅おそい。

「そう、これで終わりだよ！」

　アウレリアの後頭部に銃口を押しつける。引き金を引く。弾が尽き果てるまで、ひたすら引いた。

　アウレリアは完全に凍り付き、氷像と化していた。それを蹴け飛とばし粉砕する。

　完全に粉々に。誤解の余地なく、命を絶つ。

　そして、遂ついに勝利した。

　かつて大敗し、トラウマすら植え付けられたアウレリアに勝ったのだ。

「…………んん？　あれれれ!?」

　勝利の余よ韻いんに浸ひたっていた繭子だが、全てを台無しにする異変を見つけ、目を丸くする。

　アウレリアを凍らせ、打ち砕いた。ならば砕けた氷の中には、バラバラのアウレリアがいるはずだ。

　しかし目の前に散乱している氷は驚くほど透すき通とおっている。あのムカつくチャイナ女の痕こん跡せきがどこにもない。

「も、もしかして……私のダイヤモンドダストを利用された!?」

　光を乱反射させ姿を消したり分身したりするのは高等技術であるが、繭子の得とく意い技わざだ。それだけは師であるクロムウェルより上手だと自負している。そんな得意技をアウレリアに真ま似ねされたのが悔しくてたまらない。

　だが悔しがっている場合ではなく、今すぐにでも来るであろう不意打ちに備えねばならぬのだ。

「って、あああ、そっちか！」

「当たり前ネ。私の狙いは初めからこれネ」

　アウレリアは姿を現わした。ただしそれは繭子のそばではなく、オベリスクの隣となりだった。

「しかぁし！　壊される前に倒してしまえば済む話！」

　繭子は二丁拳銃をアウレリアに向ける。引き金を引く。されど弾が出ない。首をかしげ、そして全弾撃ち尽くしたことを思い出す。

　更に言えば魔力もない。

「ふん。しょせん最後にものを言うのは魔力の量ネ。途と中ちゆうで息切れしたら、どんな技わざも意味ないネ」

　アウレリアはオベリスクの台座から繭子を見下し、なんと中指まで押っ立てた。

　繭子は顎がつ骨こつにヒビが入るほど歯を噛かみ締しめたが、それで魔力が回復するわけでもない。

　こうなったら素す手でで殴なぐりかかろうかと本気で考える。

　と、そのとき、

「ローゼンクロイツ式召喚術、第三階梯――ｓＦＨ18重じゆう榴りゆう弾だん砲ほう」

　アウレリアの足元から巨大な大砲が垂直に飛び出した。

「――な、何が起きたネ!?」

　真下からの不意打ちを喰らったアウレリアは、空を舞いながら目を白黒させている。

　繭子も驚いたが、何が起きたのかはすぐに察した。再生を終えたヘルガが、素す晴ばらしいタイミングで攻撃をしかけてきたのだ。

「消し飛ぶがいいのですわ。斉射三連、ファイエル！」

　大砲が火を噴き、爆ばく音おんを響ひびかせ三連射。

　アウレリアも流石のもので、三節棍で砲弾を受け止める。だが彼女も限界が近かったのだろう。一発目の衝撃で取り落としてしまう。つまり徒と手しゆ空くう拳けん。砲弾を防ぐ手段は皆かい無むとなる。ならば当然、残りの二発がアウレリアを火ひ達磨だるまにし、光の壁かべの向こうへと吹き飛ばす。

「おおおおヘルガ凄い！　さあ、私と勝利のハグを！」

　繭子はオベリスクの上によじ登り、ヘルガの姿を捜して首を回す。

　しかし、なかなか見つからない。この位置からなら光の壁の内側を全て見回せるのだから、見つからないわけがないのだが。

「繭子、ここですわ。ここですわ！」

「むむ、ヘルガの声が聞こえる！」

　耳を澄すまし、声の方角を確かめる。そしてオベリスクからぴょんと飛び降り、犬のように走り出す。

　が、やはりヘルガはいなかった。どうしたことだろうか。

「ここですってば！」

　声は近い。近いというか足元から聞こえる。

　もしかして自分はヘルガを踏んでいるのだろうかと驚き下を向いたが、いくらなんでもそれはなかった。

　しかし代わりに、足元でピョンピョン跳はねる虫のような物体があった。何やら黄色の毛が生えている。しゃがんでつまみ上げ、目の前に持ち上げる。

「繭子、髪かみを引っ張らないでください。痛いですわぁ」

　虫は手足をジタバタさせながら抗こう議ぎしてくる。

　繭子はそれを見つめ三度ほど瞬まばたきしてから、どひゃあ、と驚きの声を上げた。

「ヘ、ヘルガ!?　何でこんなハムスターみたいな大きさになってるのッ？」

「残った肉片を全部集めても、この大きさにしかならなかったのですわ……」

　ヘルガは肩かたを落とし、もの悲しそうな声で語った。

「ふむふむ、それは一大事。でも生きてて良かったよ～～」

「ひゃあ、振り回さないでくださいましぃ」

　ヘルガは目をぐるぐる回すが、繭子は構わず弄んだ。

　なにせ、彼女が三節棍で殴られ赤い霧になったとき、もしかしたら本当に死んでしまったかと思ったのだ。いくら吸きゆう血けつ鬼きがずば抜けた再生力をもっているとはいえ、完全に消しよう滅めつしてしまえば、そのまま永えい眠みんするしかない。

　それがこうして生きていてくれたのだから、友人としてこの上なく嬉うれしい。頬ほおずりしたくなる。
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「えへへ、小さいヘルガ可愛かわいい。ぺろぺろ、ぺろぺろ～～」

「気持ち悪いですわ～～」

　神無大結界の支柱は無事。繭子もヘルガも何とか生きている。アウレリアの生死は不明だが、生きていたとしても、もう一度やっつけてやればいいだけのこと。

　何も問題はない。だからヘルガが嫌いやがろうと、ぺろぺろしても許されるのである。
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　シュトライムの魔造空間を破は壊かいする――言うは易やすいが、実行するのは難なん儀ぎこの上ない。まず魔造空間の崩し方を夏彦と織姫は全く知らない。仮に知っていたとしても、シュトライムは最強クラスの魔族だ。並の魔造空間より強固なのは確実だ。

　故ゆえに苦戦する。やはりぶっつけ本番で魔造空間を破るなど、無む茶ちやな話。

　普ふ通つうの人間ならそうなるだろう。

　しかし、夏彦と織姫は普通ではない。今いま更さらありがちな壁にぶつかっても、一いつ瞬しゆんで穴を空けて素す通どおりする。

「愛さえあれば！」

『魔造空間くらい！』

「貫つらぬけるッ！」

　天魔人界、森しん羅ら万ばん象しよう、全次元に宣言しよう。

　――俺おれたちに不可能はない！

　そのとき夏彦は、織姫と自分の心がガッチリと繋がるのを感じ取った。

　もちろん、これまでだって二人は魔力を共有していたし、互たがいの気持ちを理解していた。

　しかし今起きた現象は、そんな抽ちゆう象しよう的てきな意味ではなく、もっと確たる、即そく物ぶつ的てきな結合だ。

　夏彦は織姫で、織姫は夏彦。へだてる壁はまるでなく、一心同体という言葉を体現してみせた。

　何もかもが融とけている。

　だが、そこに一つだけ不純物が漂ただよっていた。

　すなわち、インドラ。夏彦の前世であり、ヴェズエルが試金石と呼ぶ、神。

　夏彦と織姫は同時に思う。

　――邪じや魔まだ。

　たったそれだけの想おもいで、神の残ざん滓しは粉砕される。一ひと欠片かけらも残さず摩すり潰つぶされ、夏彦と織姫に融けていく。

　その結果――インドラの魔力だったモノが、二つの魔造空間に流出を始める。

　これまで誰もアクセスできなかったインドラの深い領域が、白日に晒さらされた。

　それは途と方ほうもなく、常識外れに、馬ば鹿かげたほど大きな力。

　これを使えばシュトライムの魔造空間を壊すなど、造作もないだろう。

　なのに、夏彦と織姫は激げき怒どした。

　邪魔だと、そう言ったのに。何なに故ゆえに自分たちの中に入ってくるのか。

　神だか試金石だか知らないが、愛し合う二人に割り込む出で歯ば亀かめは、即そつ刻こく朽ち果てろ。

　夏彦と織姫がそう願っただけで、あっさりと消えた。天界を支配し、幾いく度ども魔ま界かいと激戦を繰り広げたインドラの全存在が抹まつ消しようされた。

　なぜ、そのような出で鱈たら目めが起きたのか。答えは簡単。唯ただ一ひとつ。

　夏彦と織姫の愛が、この世界の常識を凌りよう駕がしているからに他ほかならない。

　二人は絶対に離はなれない。たとえ宇宙が砕け散ろうとも、永えい劫ごう不ふ変へんに愛し合う。

　その強固な想いは、とうの昔に狂きよう気きを超えて、法則となって刻み込まれていた。

　すなわち、夏彦と織姫だけで完結した宇宙と称しようして差さし支つかえない。

「オラァァァアッ！　ぶっとべや魔造空間！」

『たとえシュトライムさんの術であろうと、私と夏彦を引き裂くなど！』

　瞬しゆん間かん、想いの純度が究極の域に達した。

　そして二人は知らず知らずのうちに、未知の呪言を口走る。

「――極点位階――」

　今、須弥界開かい闢びやく以来、最大最強の奥義が炸裂する。
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　ゲシュペスの極点位階奥義である六道冥官祭の特性は、効果範囲内にいる全ての者から力を吸い上げるというものだ。

　それは魔ま術じゆつではなく、そういう法則を持った宇宙であるが故に、求道位階以下の者には抗あらがうすべがない。

　逆に言えば、同じ極点位階ならば別法則の宇宙を創造し上書きすることによって対たい抗こうすることが出来る。

　ようするに極点位階同士の戦いとは、より強大な宇宙で相手を飲み込んだ方が勝ちという、単純極きわまりない内容になってしまう。

　現状、最強の宇宙を持っているのは間違いなくヴェズエルだ。彼かれの自じ在ざい武ぶ具ぐ錬れん成せいは範はん囲いこそ狭せまいが、その強度は絶対不破とも言える領域にある。よって六道冥官祭でヴェズエルの力を吸い上げることは出来ない。

　しかし、その妻であるダイアンサスは別だ。彼かの女じよの万象円満良妻ノ誓イは、六道冥官祭よりわずかに弱い。

　当然の帰結として、ダイアンサスはゲシュペスに力を吸い取られ、消滅する。もしダイアンサスが普通の魔族なら、話はここで終しゆう了りようだ。

　ところが現在の彼女は、ヴェズエルの傀かい儡らいだった。一度消滅しても、ヴェズエルの魔力がある限り、何度でも復活する。それはつまり、ゲシュペスから見れば、間接的にヴェズエルの魔力を吸い上げていることにも繋がるのだ。

　無論、ヴェズエルがダイアンサスを復活させずに消えたままにしておけば、こちらから打つ手はなくなってしまう。だが、彼は仲間思いな上に愛妻家だ。妻がやられたまま放置するなど断じてありえない。

　つまり今のヴェズエルは、穴の空いたタンクだ。いかに容量が大きく、いかに外がい殻かくが固かろうと、穴が空いていればその中身は減る一方。

「ヴェズエル。そうムキになって妾わらわを復活させるな。足を引っ張るのは気が引ける。そなた一人ならば簡単に勝てるだろう」

　遂に耐えられなくなったダイアンサスがそう呟つぶやく。

　彼女は昔から、自分が夫を支えてやっているのだと自負していた。それが逆に足かせになっているという事実が受け入れがたいのだろう。

　しかしヴェズエルは笑い飛ばす。

「論外だ。我は二度とお前を失いたくない。一秒たりとも離れたくない。故に壊されたと同時に治し続ける。そのせいで我の力が減っていく？　ゲシュペスの力が増していく？　それがどうした。その程度では何も変わらない。リリウムたちの献けん身しんにより、我は死すらも乗り越えた。よって恐おそれるものは何一つない。このまま戦うぞ。これは傲おごりではなく、我が我であるために必要なことなのだ。お前が愛したヴェズエルは、この程度で己おのれのやり方を変えるような男ではなかろう！」

「……ヴェズエル……ああ、そうだ。妾の夫は、この程度の状況を笑って走破する。困難とも思わない。だからこそ惚ほれたのだ」

「よくぞ言ったダイアンサス。それに応こたえて、惚れ直させてくれようぞ」

　戦場のど真ん中で、二人はイチャつき始めた。

　端で聞いているゲシュペスは内心引いてしまったし、シュトライムも顔を引きつらせている。

　彼らの言っていることは、誰が聞いたって非常識だろう。あえて不利な状況を作り出し、それでもって男気を示すなど、はっきり言って安っぽいロマンチシズムだ。

　だが極点位階奥義は、得てしてその安っぽさが途方もない効果を生み出す。

　なにせ自分のための宇宙を創り出すという出鱈目を行うのだ。そのためには、常識とか道理は邪魔になるばかり。

　こうと決めたらテコでも動かない頑がん固こさが最強の武器になる。

　つまり、ヴェズエルの言っていることは兵ひよう法ほうに照らし合わせれば愚ぐの骨頂だが、それ故に無敵の宇宙の核かくとなる。

　破戒王ヴェズエルは砕けない。

　絶対量が大きすぎる故に、穴が空いていようとも中身が一向に減らない。

「私の前で接せつ吻ぷんをおっぱじめるとは、当てつけか貴様ら！」

　日ひ頃ごろからいい男が見つからないと嘆なげいていたシュトライムが、ヴェズエルとダイアンサスのキスを見て激げき昂こうした。

　たんなる嫉しつ妬との産物だが、そのあとの行動が凄すごい。

　禍炎闇色剱を握にぎりしめ、光こう速そくを超えるスピードで突っ込んでいったのだ。

　まともな宇宙で超光速を実現するには、無限を超えるエネルギーが必要だ。しかしシュトライムは自分の宇宙において全知全能となる。どんな矛む盾じゆんでも無視できるのだ。

　ところが、やはりヴェズエルはヴェズエルで、全知全能を跳ね返すだけのパワーを持っている。

「当てつけだと？　違ちがうなシュトライム。たんに接吻したくなったからしたまでのこと。お前など初めから眼中にないのだ」

　ヴェズエルの背後から、無数の武器が現れた。

　槍やりに薙なぎ刀なたに剣けんに矢に槌つち。百を超える武器が、弾だん丸がんのようにシュトライム目がけて撃ち出される。

　形こそ武器であるが、それら全て一つの宇宙。つまりシュトライムの全能が及ばぬ領域だ。

　ヴェズエルの自在武具錬成によって創られた武器たちは、シュトライムの摩訶大紅蓮世界を切り裂いて突つき進すすむ。

「おい、シュトライム、避けろ！」

　ゲシュペスは慌あわてて叫さけぶ。

「今更もう遅い。シュトライムよ、お前は自分の宇宙においては全知全能となる。それは素晴らしい能力だ。だが、何でも出来るということは、つまり願いがブレているという証あかし。つまり一いつ貫かん性せいがないのだよ。誰よりも強くなりたい。だが自分より強い男に抱だかれたい。その矛盾した想いが全知全能という節操のない能力を生み出した。そんな半はん端ぱな想いで、我が自在武具錬成に対抗できると思ったか！」

　シュトライムが殺される。蜂はちの巣にされ絶命する。

　友人の危機を前にして、ゲシュペスは六道冥官祭を全開にし、ヴェズエルの武器を吸い取ろうと試みる。

　だが、まるで通じない。同じ極点位階でも、その強度がまるで違う。

　シュトライムは斑鳩流の技を片っ端から繰り出して迎げい撃げきしようとするが、全て弾はじき飛とばされて終わる。

　――ここまでかっ？

　シュトライムが死ねば、次はゲシュペスの番だ。彼女と自分の力量に、それほど明確な差があるわけではない。今までは、二対二だからかろうじて決けつ闘とうらしい形になっていたのだ。一対二となれば、一瞬で詰つまれてしまう。いや、既に詰んでいると見るべきか。

「舐なめるなヴェズエル！　私の想いが半端だと!?　余計なお世話だ。女心の複雑さが、貴様のような無粋な男に分かってたまるか！」

　シュトライムは絶ぜつ叫きようと共に朧朏穿雲を放つ。

「女心？　無粋な男？」

　それに対して、ダイアンサスが嘲笑を浮うかべた。

「片腹痛いなシュトライム。だからそなたは半端と言うのだ。自分が女だというのであれば、迷わずバルトセルに抱かれていれば良かったものを。あれほど一いち途ずな男はそうはおるまい。それをそなたは、魔族だから誰よりも強くありたいなどと妙みような理り屈くつをこねて振った。その口で何をほざく。ヴェズエルは魔族を極めようと強さを欲ほつする。妾は女を極めるためヴェズエルに寄より添そう。バルトセルは男を極めるためそなたを追い求めている。では、そなたは？　あれもこれもと手を伸のばし、結局何も手にしていない。正直、同じ女としてどうかと思うぞ」

　辛しん辣らつ、だった。

　そこまで言うこともないだろう、とゲシュペスは思ったが、同時に同意できる部分もある。確かにシュトライムの生き方は半端だと何度も感じてきた。

　バルトセルが自分より弱いからと振った。そしてより強くなりたいからとひたすら自じ己こ研けん鑽さんを重ねる。それはいい。一本気な生き様だ。

　しかしシュトライムはそれと同時に、自分より強い男がいないと嘆き始める。

　男なんかにわき目も振ふらず武の道を極めたい。だけど素す敵てきな男に押おし倒たおされたい。

　絶対に交わらない二つの願い。

　どちらも選ばなかったことによって、全知全能という万能にして半端な能力を得た。

　そして今、ダイアンサスの罵ば倒とうによって、シュトライムの宇宙に亀き裂れつが走る。

　シュトライムの燃え上がるようだった髪の輝きが薄うすれ、放射状に広がっていた摩訶大紅蓮世界が砕け、そして散っていく。

「違う、違うぞ！　私は矛盾などしていない……私は誰よりも強くあり、そして私より強い男を捕つかまえる。やってみせるさ、そうじゃなきゃ、私は満足できないんだ！」

「しかし、それが無理と理解したから、お前の宇宙は崩壊する」

　ヴェズエルの声と共に、バリン、と音が走った。

　摩訶大紅蓮世界が完全に消失する。

　抵てい抗こうを失ったヴェズエルの武器たちが、一気に加速してシュトライムを串くし刺ざしにしようと走った。

　その瞬間。

　いくつもの極点位階奥義が重なり不安定になっていたこの空間を引き裂いて、殴り込んでくる二人の人間がいた。

「無限七夕『極点位階奥義』我等誓此処我等ここに不滅不滅相愛の相愛を誓わん！」

　二人とも極点位階で、二人同時に奥義を放ったのに、流れる呪言は一つだけ。

　完全に調和したハーモニー。

　広がっていく新宇宙は、二人揃そろって初めて完成するものなのだと一目で分かった。

　だからこそ、二人の手が離れない限り永えい劫ごう不ふ滅めつに違いない。







第三話　愛が重い







　無論、夏なつ彦ひこに理屈は分からない。

　ただただひたすら織おり姫ひめに会いたいと願い、会えないのならこんな世界ぶっ壊れてしまえと叫んだだけだ。

　織姫も同じことをしていたらしく、双そう方ほうの世界から同時に圧力をかけたことにより、魔造空間が割れてしまった。

　そして飛び出した先は、暗黒ドームの真上だった。

　ヴェズエルとダイアンサスとゲシュペスとシュトライムが戦いを繰り広げているという、凄すさまじい現場だ。

　なにやらシュトライムが死にかけていたので、とりあえず援えん護ごすることにする。

「やるぜ織姫」

「分かってます、足を引っ張らないで下さいね」

　織姫のそんな言葉に、夏彦は苦く笑しようを漏もらした。

　なにせ今の夏彦と織姫は完全に一心同体。お互いに考えていることが手に取るように分かる。仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを二人で握りしめるこの姿勢は実に動きにくいが、なぜかこれ以外の形は有り得ないと確信している。夏彦と織姫の周りに、そういう法則の宇宙が広がっているのだ。

　夏彦と織姫が寄り添えば、絶対無敵に違いない。そう二人で信じたが故に、二人で一つの極点位階奥義が完成した。おそらく、少しでも互いが離れれば、この宇宙は即そく座ざに砕け散ってしまう。

　脆もろいようで、何よりも強固だ。なぜなら、二人が離れることなど有り得ないのだから。

　ヴェズエルとダイアンサスの結束がどれほどのものかは知らないが、負ける気がまるでしない。今この場で殲せん滅めつしてやる。

　手始めに、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆの先端を、シュトライムとヴェズエルの間に向ける。そこには高速で突き進む武器の群れがあった。このまま手をこまねいていれば、シュトライムが串刺しにされる。

「はッ！」

　夏彦と織姫が気合いの声を発すると、刃やいばから光の粒りゆう子しが飛びだした。天の川にも似たそれは、一瞬で武器の群れを飲み込み、全宇宙から存在を抹消した。

「ほう……我が自じ在ざい武ぶ具ぐ錬れん成せいを掻かき消けしたか。それでこそインドラの転生体。いや、この呼び方は失礼だな。三さん世ぜ寺じ夏彦に蓬よもぎ田た織姫よ。ようこそ戦場へ。全ぜん霊れいをかけて歓かん迎げいしよう。お前たちと我らが戦えば、必ずや大千世界への門が開くはず！」

　ヴェズエルは一人で勝手に盛り上がり、歓かん喜きの表情を浮かべた。

　しかし夏彦と織姫から見れば、まさに知ったことではなかった。

　別に戦いたくてここに来たのではないし、大千世界など更さらに興味の外だ。

「やっと織姫をペロペロ出来ると思ったら、今度はわけのわからん戦いに巻き込まれたみたいだな！」

「夏彦。早くヴェズエルとダイアンサスを倒して二人っきりになれるところに行きましょう！　体が火ほ照てって仕方ありません！」

「俺もだぜ織姫！　二人で少子化対策しような！」

　そう叫び、我が慢まんしきれず舌を絡からませ、唾だ液えきを交こう換かんしてからヴェズエルとダイアンサスに視線を向け、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを振り抜いた。

　光の粒子がほとばしり、邪魔な奴やつらを抹消せんと突き進む。

　しかし、敵もまた極点位階。こちらのルールが通用するとは限らない。

「初撃にしては申し分ない。心して打ち返させて頂こう」

「勢いに任せた若者の恋こいなど、妾たち夫ふう婦ふの前には無力同然。大人の力を思い知れ」

　ヴェズエルの自在武具錬成によって、彼ら夫婦の手に揃いの長ちよう剣けんが握られた。

　それを寸分たがわず同時に振り、こちらの攻こう撃げきと相そう殺さいさせてしまう。

　結果だけを見れば互ご角かくだが、夏彦織姫が本気だったのに対し、むこうはかなりの余よ裕ゆうを残して剣を振っていた。

　つまり、大きな戦力差が横たわっている。まともにぶつかれば勝ち目はない。

　かなりハッキリと事実を突き立てられた形であるが、それでも負ける気がしなかった。

　敵の弱点を見つけたとか、新しい戦法を思いついたといった根こん拠きよがあるわけではない。単純に『自分たちは最強』と信じているのだ。

「夏彦、織姫！　無茶をするな。四人がかりで攻せめるぞ！」

　シュトライムはそう叫んでから、再度、摩ま訶か大だい紅ぐ蓮れん世せ界かいを広げて戦場を侵しん食しよくしていく。しかし、その勢いは弱々しく、他の宇宙に押し返されてしまう。

　詳くわしいことは分からないが、シュトライム自身が自分の願いを信じ切れていないのではないか。だから容易たやすく他の極点位階奥義に敗北する。

「シュトライム。お前こそ無茶するな！　後ろに下がっていろ！」

　ゲシュペスがそう言って、シュトライムをかばうように自分の宇宙を広げていく。

　これで確かに、夏彦、織姫、シュトライム、ゲシュペスと、四人分の宇宙が破は戒かい王おう夫婦へ向かっていくことになる。数の上では四対二。圧あつ倒とう的てきに有利だ。

　だが、蟻ありが何なん匹びき集まっても象には勝てないように、有う象ぞう無む象ぞうの宇宙を合わせたところで本当に強い宇宙には敵かなわない。

　夏彦と織姫の目から見てもそうなのだ。

　シュトライムとゲシュペスの宇宙は、正直なところヴェズエルに対抗できる代しろ物ものではない。

「前座の役目はここまでだ！　これより先は神しん滅めつの物語！　どうしても付いてきたいというのなら、実力で来るが良い！」

　ヴェズエルとダイアンサスの周りに、無数の武器が現れた。その姿はハリネズミにも似ており、次にどういった攻撃をしてくるのか容易に想像がつく。つまり、全方向に一斉発射だ。

　夏彦と織姫はそれらを押し返す。十分に競せり合あえている。

　しかし、

「ぐっ！」

「ぬっ！」

　シュトライムとゲシュペスが苦く悶もんの声を上げた。

　破戒王の武器たちは、彼らの宇宙に穴を空け、その能力を無効化していく。

　極点位階レベルの戦いでは、戦いの技術とか魔ま力りよくの量といったものよりも、まず最低限、自分の宇宙を展開することから始まる。そうしなければ、相手の創った宇宙の法則によって、一瞬にして敗北を喫きつすることになる。

　よって、自分の宇宙を壊こわされた二人は、この戦場にとどまることが出来ない。

　特に、攻撃される前から崩ほう壊かいが始まっていたシュトライムは、ひとたまりもなかった。戦場から弾はじき出だされ、関東の外に行ってしまう。

　次にゲシュペスが危なくなった。彼の六ろく道どう冥めい官かん祭さいは万ばん全ぜんであったが、それでも力が及およばない。つまり単純に弱いのだ。

「慈じ悲ひ帝ていゲシュペスよ。お前は秩ちつ序じよを尊び、魔界に平和をもたらした。なるほど素晴らしい。しかし、それはしょせん、お前が信じる平和に過ぎない。正義が多様であるように、平和もまた多様なのだ。たとえば、我にとっては闘とう争そうこそが平和であり、安あん穏のんとした日々は耐えがたい拷ごう問もんであるように」

「ふざけるな！　貴様のような戦せん闘とう狂きようの理屈で世界を動かされてたまるか。オレの統治に魔ま王おうも人間もおおむね満足している。だからこそこの五年間、日本列島は存在し続けた。安穏としていて何が悪い！」

「悪い、とは言わぬ。だがお前は、自分と異なった考えの者たちを犯罪者と称して粛しゆく清せいしただろう？　戦いたくて戦いたくて仕方のない者たちを、片かたっ端ぱしからその六道冥官祭で亡なき者ものにしてしまった。全すべてはお前の理想のために」

「何が、言いたい!?」

　ゲシュペスの声がうわずっていく。

　まるで、自分自身が嫌きらっている欠点を、他人から指し摘てきされたときのように。

「お前の六道冥官祭とは、つまり――この世の全ての存在が自分と同じ考えで生きていなければ気にくわない――そういう願いから生まれたのではないかと、そう言っているのだ」

　ヴェズエルは嘲あざ笑わらうでもなく、むしろ淡たん々たんとした口調で問いかけた。

　それに対しゲシュペスは、一瞬の沈ちん黙もくをはさんで答える。「それがどうした」と。

「オレはオレのやり方が正しいと思ったから魔王になった。だから強制する。平和を押しつける。それが嫌ならせめてオレの知らない場所で暴れろ。どうしてわざわざオレの目の前に混乱を並べる。邪魔なんだよ、お前らみたいな戦闘狂は。オレの平和を受け入れろ――さもなくば、オレになってしまえ！」

　六道冥官祭が荒あれ狂くるう。

　その場にいた全ての者、すなわちヴェズエルとダイアンサスだけでなく、夏彦と織姫までも吸い上げようとする。

　極点位階奥義においては、自分自身の願いこそが唯一絶対の法則となる。そこに敵味方の区別はない。ゲシュペスがこちらを特別狙ねらったわけではないのだろうが、必然的に標的になってしまうのだ。

　それにゲシュペスはもとから、魔界の秩序のためなら夏彦と織姫を犠ぎ牲せいにしても構わないと思っていたふしがある。

　夏彦たちからすれば迷めい惑わくな話だが、それが慈悲帝ゲシュペスの正義なのだ。

「よくぞ吼ほえた。それでこそ極点位階！　だが、まだまだ自分への信しん仰こうが足りぬぞ！」

「ぐっ、ぬぉぉぉぉぉお！」

　破戒王の武器によってゲシュペスは押し流され、シュトライムと同じ運命を辿たどった。

　この戦場では、弱者はとどまることすら許されない。よって、まぐれ勝ちは有り得ないし、逆転勝利も存在しない。

　相撲すもうのようなものだろう。互いに全力でドカンとぶつかり、土俵の外に押し出されてしまえば、もう戻もどることは許されない。その時点で勝負はお終しまい。

「さて、三世寺夏彦。そして、蓬田織姫。汝なんじらに問う。その願いは何だ？」

「まあ、聞かなくても妾には分かるぞ。青あお臭くさいそなたらのことだ。どうせ一生一いつ緒しよにいたいとか、そんな当たり前のことだろう」

　ヴェズエルとダイアンサスはこちらを見つめ、笑いながら尋たずねてくる。しかし夏彦は、馬鹿にされているとは感じなかった。むしろ彼らは、どんな答えが返ってくるのだろうと、期待で胸を膨ふくらませているように見えた。

　別に彼らを喜ばせたいわけではないが、思っていることをそのまま吐はいてやる。

「ああ、そうだ。俺は織姫とずっと一緒にいたい」

「私も夏彦と一生一緒にいます」

「だからそれを邪魔する奴は、俺たちの宇宙から出て行ってもらう！」

「むしろ全員出て行って下さい。私は夏彦と二人っきりがいいです！」

「おお、織姫！　俺より過激な発言だ」

「当然です、私はもう夏彦のことしか考えられないんですから。責任もって沢たく山さん愛して下さい！」

「お、おう！　たまんねぇぜ、みなぎってきた！　よっしゃあ、つーわけでてめぇら死んどけや！」

　二人の気持ちが高まり、物理的に溢あふれ出だす。あたかも合わせ鏡のように、どこまでも魔力が増殖し続ける。夏彦と織姫しか存在できない宇宙が爆発的速度で広がっていく。

「素晴らしい、素晴らしいぞ二人とも！　一点の曇くもりもない狂きよう信しんだ。それでこそ極点位階。シュトライムやゲシュペスのような出で来き損そこないとはわけが違う。全力で迎むかえ撃うつ価値がある。特に、二対二というのが気に入った。なあダイアンサスよ！」

「同感だ。妾とそなたの方が、奴らの千億倍は愛し合っている。あの少年少女に、愛の何たるかを見せつけてやろう」

　ヴェズエルが創造した弓を二人で構え、矢も二人で引く。二人で狙いを定め、二人同時に手を放す。

「我が自在武具錬成は、望んだ武器を創り出すというもの」

「妾の万象円満良妻ノ誓イは、あらゆる術、あらゆる武器を使いこなすというもの」

　つまり、二人の能力は相そう互ごに補完し合う。

「もっとも我はダイアンサスのことを考えてこのような能力にしたわけではないがな」

「それでよいぞヴェズエル。そなたはわき目も振らずに駆け抜けよ。妾が勝手について行き、支えてやるから」

「分かっているダイアンサス。いつも振り返ってみれば、お前の支えがあってこその我と気付かされる」

「現に、妾がいなかった五年前は負けたしな」

「だが、今は――」

「二人であるが故、負ける要素一いつ切さいなし！」

　放たれた矢は、大きさこそ普通の矢だったが、そこに込められた魔力たるや、太陽を丸ごと一気に核融合反応させたのに匹ひつ敵てきするものだった。

　しかし、それがどうしたというのだ。

　恋は盲もう目もく。他のことは視界に入らない。恋人同士が愛し合うことに集中するあまり、太陽と激げき突とつしたのに気が付かなかったなんて、よくある話だ。少なくとも夏彦と織姫の宇宙ではそういうことになっている。

　よって、破戒王夫婦の放った矢は届かない。七夕宇宙の内部に侵しん入にゆうすることが出来ず、その外周で止まってしまう。

　だが逆にいえば、矢は砕くだけなかった。邪じや魔ま者ものは全て抹消すると誓っているのに、矢は形をとどめたまま魔力を放ち続ける。

　つまり、夏彦たちとヴェズエルたちは、完全に拮きつ抗こうしているということ。

「ふざけるな！　俺と織姫の愛に匹敵するものがこの世界に、いやどの世界にだって存在してたまるか。絶対に、俺らが一番のカップルだぜ！」

「当然です。もうあれですよ……今なら夏彦にどんなことを要求されたって余裕で応えますから！」

「な、なにぃ！　だったらあれか。昨日の夜頼たのんだら『変態！』ってビンタされたあれもＯＫってことか!?」

「あれは……その……ええいっ、あれも大丈夫だいじようぶです！　ドンと来いです。もっと凄いのでも二つ返事ですっ！」

「うひょぉぉぉ！　すげぇエロマンガでも滅めつ多たに見ないレベルだぜ！」

　夏彦は興奮した。そして言うまでもなく織姫も興奮している。

　精神の高こう揚ようはそのまま魔力となって流れ出し、七夕宇宙を強化し、矢を押し返す。

「ダイアンサスよ、何やら小こ僧ぞうどもが騒さわいでいるな」

「ああ、片腹痛い。今は威い勢せいのいいことを言っているが、織姫の性格からして、いざ本番になれば怖おじ気けづくに相そう違いないのだ。たんなる戯ざれ言ごとだろうて」

「そ、そんなことはありません！」

　ダイアンサスの指摘に、織姫は一瞬だが心をぐらつかせた。

　しかし夏彦も、織姫ならありそうなことだと思ってしまった。

　その瞬間、七夕世界に震しん動どうが走る。矢の先せん端たんがジリジリとこちら側に侵入してきたのだ。

「はん、所しよ詮せんはガキのお遊びよ。大人には敵うまい。さあヴェズエル。あのような者どもは無視して、口づけでもせぬか？」

「やれやれ、お前は本当に節操のない奴だ。もっとも、我の次に、であるが」

　そう言って、二人は堂々とキスを始める。

　初めの内は夏彦と織姫に見せつけてやろうという意志が見えていたが、徐じよ々じよに加熱していき、本当にこちらを無視して舌を絡ませ始めた。もはや戦っていることを忘れてしまったとしか思えない乱れっぷりだった。そして接吻が激しくなるにつれ、矢の威い力りよくが加速度的に上がっていく。

　夏彦は悔くやしさから歯ぎしりを始めるが、すぐに思い直して対たい抗こう策さくを取る。

「キスが何だってんだ！　こっちはキスしながら織姫のおっぱい揉もむぞ！」

「ふぁっ？　夏彦そんな何を急にって、ひゃぁっ、ん、ちゅ……ちょっと、そんなに強く、ちゅっ、したら……んぁ……ふ……ぁ……」

　宣言どおり、織姫の胸を鷲わし掴づかみにする。それも服の中に手を突っ込んで、直接だ。

「それで我らに並んだつもりか？　我とダイアンサスは千年もの付き合いだ。今更お前たちが何をしようとも、この時間には敵うまいて」
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「千年だぁ？　それがどうした。長けりゃいいってもんじゃないぜ。俺と織姫はな、同じ病院で生まれたんだぞ。つまり胎たい児じのときから幼おさな馴な染じみやってたんだよ。いんや、俺らの親は同じ小学校だったって言ってたから、ある意味受精前から幼馴染みとも言えるぜ。生まれる前から愛し合っているってことだ！」

「な、夏彦、それはそうと、い、いつまで胸を触さわっているんですか、あうっ、だからそんなに激しく……くぅっ」

「うるせぇ、大人しく悶もだえていろ！」

　夏彦は再び織姫の唇くちびるをふさぎ、舌をねじ込んで黙だまらせる。織姫は夏彦に爪つめをたててしがみつき、そして痙けい攣れんするように震ふるえた。

「その程度の愛あい撫ぶで見せつけているつもりか三世寺夏彦！　我が妻ダイアンサスの乱れ方はその比ではないぞ。昨夜の喘あえぎ声ごえをここで再現してくれるわ！」

「は、おいヴェズエル。何を言っている。妾はそこまでするつもりはないぞ」

「黙れ。小僧どもに遅おくれをとってなるものか」

　ヴェズエルは強ごう引いんにダイアンサスの服をはだけさせ、間かん髪はつ容いれず、その乳ち房ぶさに吸い付いた。

「――ッ！　やめろヴェズエル、流石さすがにこんなところで！」

「何を恥はずかしがっている。毅き然ぜんと構えろ。それとも、平静を保てぬほどの快感か？　ああ、お前は昔からここが弱いからな」

　ヴェズエルとダイアンサスの激しい絡みを見た夏彦は、ますます負けてなるものかと闘とう志しを燃やす。

　織姫のスカートに手を突っ込み、太ももを撫なで上あげる。

「ひゃぁぁっ！」

「おいおい、この程度で声を上げるなよ。今からもっと凄いことするんだぜ？」

　指先で太ももをなぞりながら、徐々に上に昇のぼっていく。そして下着に手をかけ、その内側へと侵入を試みる。

「ななな、夏彦、だだ駄だ目めです駄目ですよ、あいつらが見てるじゃないですか、こんなところでそんなことされたら私恥ずかしくて死んじゃいます！　うぁっ！　だから駄目ですってば！」




　このときはまだ誰だれも気付いていなかったが、夏彦織姫と破戒王夫婦が何かするたびに、二つの宇宙の密度は倍増していた。どちらも互たがいを飲み込もうと膨ぼう張ちようし、押し返されてはまた広がっていく。

　そんなことを繰り返しているうちに、二組の『のろけ』によって、空間が破れ、穴が空いた。穴は一気に広がり、暗黒ドームと繋つながり、須しゆ弥み界かいの外まで貫かん通つうする。

「あぅ……夏彦、私、もう体が熱くて……どうなってもいいから、好きにして、ください……」

「ヴェズエル……妾も耐たえられぬ。早く滅め茶ちや苦く茶ちやにしておくれ……」

　二人の女が恥はじを捨て懇こん願がんした。

　それを見て二人の男が感かん極きわまる。

　瞬間、その場にいた四人共が須弥界から放り出され、何もない虚きよ無むの空間を落下していった。

　愛が重すぎて、世界の方が耐えられなかったのだ。
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「にゃにゃぁ……頑がん張ばったのに敵わなかったにゃ……」

　猫耳魔族はぐったりした声を出す。彼女だけでなく、一緒に来た朱す雀ざくや人間の女も意い気き消しよう沈ちんしており、ピクリとも動かない。

　もっとも、リリウムがツタで三人を縛り上げているのだから、当然の話である。

「動けない？」

　リリウムは尋ねる。

「動けないニャ、ほどけニャ！」

「そう。だったら思う存分、耳をいじれる」

　リリウムはそう言って、猫耳魔族をじっと見つめた。

　すると猫耳魔族は面おも白しろいくらい脅おびえた顔になり、ガクガク震え出す。

「い、嫌いやにゃぁ！　触ってもお得なことは何もないにゃっ！」

「そ、そうよ！　社長の耳を触って可愛かわいい喘ぎ声を聞こうったってそうはいかないわ。そんなことしたら、私が鼻血で失血死するじゃない！」

「麻あさ美み、落ち着くであります。そんなことを言っても何の脅おどしにもならないであります」

「けど少し戸と惑まどっているみたいよ」

「本当であります！　凄いであります」

　リリウムはこの三人を完全に拘こう束そくし、生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握っているのだが、どうにも危機感が伝わってこない。

　呑のん気きすぎて、本気を出す気になれなかった。

「……猫耳触るのは冗じよう談だん。私もそこまで鬼おにじゃない」

「良かったにゃぁ」

「触るのは尻尾しつぽ」

「うにゃぁぁぁぁっ、悪あく魔まにゃぁぁっ！」

「冗談」

　ちょっとしたことで表情をころころ変える猫耳魔族は、ついつい弄いじりたくなってしまう。

　リリウムは普ふ段だん、レムナンツで弄られ役なので、こういうときしか優位に立てないのだ。

　いっそのこと、憂さ晴らし用にこの猫耳魔族を持って帰るという手もある。

　しかし、捨ててきなさいと言われたらどうしよう。

　いや、自分はレムナンツの首領なのだ。ヴェズエルが復活するまでは、自分がリーダーだったのだ。だから猫くらい飼えるはず。

　そんなことを本気で考えていると、不意に足元が揺ゆらめいた。

「……地じ震しん？」

　揺れが随ずい分ぶん長く続くので、リリウムは猫耳魔族やオベリスクを一いつ旦たん放置し、光の柱の外に出ることにした。

「特に何の変化も……」

　ない、と言おうとして、遠くの空にそれを見つけた。

　あれは東京の、つまり暗黒ドームの方向だ。

　空に向かって黒い稲いな妻ずまが走っている。

　――あれは、なに？

　ここから東京まで二千キロはあるのだ。地平線の彼方かなたなどというものではなく、それこそ遥はるか遠くだ。にもかかわらず稲妻が見えているということは、恐おそらく宇宙まで達しているのだろう。

　それ程ほどの力が暗黒ドームの上で吹き荒れているのだ。

　予定では暗黒ドームの上でヴェズエルとダイアンサスが、シュトライムやゲシュペス、それに三世寺夏彦を迎え撃つことになっている。この須弥界において強い者たちが上から順に集結して戦うというわけだ。そんな規格外の戦場では何が起きても不思議はない。

　それでも一つだけ揺るがないものがあるとすれば、勝者がヴェズエルであるということだけ。

　そうリリウムは信じている。

　信じているのだが、戦いの激しさを物語る稲妻を見て、胸むな騒さわぎを抑おさえられなかった。

　丁度そのとき、ツタによって侵食されていたオベリスクが、ガラガラと音を立てて崩壊を始めた。合わせて、周りを囲っていた光の壁かべも消失した。これで神かん無な大だい結けつ界かいの支柱が一つ壊れたことになる。

「何てことをするのにゃ！　今すぐ元に戻せニャ！」

「そんなことを言われても無理。それに私、もう行くから」

　猫耳魔族ともう少し遊びたいのは山々なのだが、暗黒ドームで何が起きているのかが気になる。どうせ最後に勝つのはヴェズエルなのだから、全ての決着が付いてからゆっくり遊べばいいだけの話だ。

「にゃーにゃー！　逃にげるニャ！　おら、かかってこいニャ！」

　体を動かせない猫耳魔族は、尻尾だけで地面をびったんびったん叩たたき、精せい一いつ杯ぱい挑ちよう発はつしてくる。モフモフしたい衝しよう動どうを堪こらえて、リリウムは暗黒ドームへ向けて飛び立った。

　リリウムはレムナンツの中であまり強い方ではないが、それでも超ちよう音おん速そくくらいは出だせる。

　与よ那な国ぐに島じまから東京までは長いが、三十分もあれば着くだろう。

　リリウムは全速力で飛んだ。

　ヴェズエルが負けるなんて思わない。むしろ勝っていると思うからこそ急ぐのだ。

　彼かれが勝つところを間近で見たいから。

　だが、もし負けそうになっていたら？　ならば、それこそ急がないと。

　リリウムが最高速度に達しようとしたとき、進行方向から来る飛来物とすれ違ちがった。それは強力な魔力を放ち、手足が生えていて、着物を着ていた。

「ゲシュペス!?」

　しかしゲシュペスはリリウムとはぶつからず、それどころか体の自由が利かないようで、海に落ちて小石のように幾いく度どかバウンドし、与那国島近海に沈んで止まった。

　暗黒ドームから飛ばされてきたのだろうか。

　だとすれば、やはりヴェズエルが優勢なのだ。いちいち確認するまでもないことだが、こうして目にすると、やはり嬉うれしい。

　一刻も早く彼のそばに帰りたい。自分の居場所は彼のそば。死ぬも生きるもヴェズエルと一緒。それ以外の幸せなんて一つも知らないのだから。
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　ヴェズエルに吹き飛ばされたゲシュペスは、意識を朦朧とさせたまま海に突っ込み、その衝しよう撃げきで目を覚ました。しかし暫くの間どうすることも出来ず、何度か海面を跳ね返り、最後に海底の岩に頭をぶつけてようやく止まることが出来た。

「ヴェズエルの奴め……俺おれじゃ戦うに値しないってか？　舐なめやがって」

　近くの陸地に這い上がりながら、ゲシュペスは毒づく。しかし実のところ、暗黒ドーム上空に戻って何が出来るのかと問われれば、何も言い返せない自分がいる。

　破戒王ヴェズエルは強い。そんなことは大昔から知っていたつもりだったが、妻がそばにいるというだけで、ああまで力が跳ね上がってしまうとは思わなかった。

　あれではもう、自分の力が及ぶところではない。シュトライムの力を合わせても似たようなものだ。

　信じがたい話だが、人間である夏彦と織姫の方が、ヴェズエルに追随している。

「……ちっ」

　負けたことよりも、役目を失ったという事実がショックで、ゲシュペスは舌を鳴らした。

　そのときである。

　ゲシュペスが上陸した島の中心部に、あの仏像の一体が降り立ったのだ。

「まあ、やることもないし、せめて仏像狩りでもしておくか」

　ほとんど開き直りのような気持ちで仏像を追いかけ、中心部に辿たどり着つく。

　するとそこには何と、崩れたオベリスクの破は片へんがあるではないか。更に縛られて寝転がる朱雀と猫耳社長と副社長もいた。

　その三人に向かって、仏像はドスンドスンと歩み寄っていく。

「はにゃぁぁっ、来るにゃぁぁ！」

「社長、落ち着いて！　落ち着いて深呼吸するのよ！」

「落ち着いたって事態は改善しないニャ！」

「慈悲帝様、助けてであります！」

　三人は涙目になりながら絶ぜつ叫きようを上げている。

「おう、今助けるぞ」

　ゲシュペスは仏像の後ろから軽く手を振り、一いち撃げきを放つ。大して力を込めていないが、それだけで仏像はバラバラになり、海の方へ落ちていった。

「にゃにゃぁ……」

　三人娘はポカンとした顔でゲシュペスを見上げる。

　実際、彼かの女じよらからすれば、このタイミングでゲシュペスが現れるというのは予想外過ぎて、唖然とするしかないのだろう。当のゲシュペス自身、こんなところに飛ばされるとは思ってもみなかったのだから。

「三人とも無事か？　つーか、オベリスクがあるってことは、ここは与那国島か。どうりで暑いわけだ」

「じ、慈悲帝様！　どうしてこんなところに!?」

「そりゃ、朱雀に助けを求められたら、どこにだって飛んで行くに決まってるだろ」

　まさかヴェズエルに吹き飛ばされ、気が付いたらここにいた、などという情けない事実は口が裂けても言えない。

「格好いいであります！　流石さすがは慈悲帝様であります！」

　朱雀は素す直なおに信じたようで、目を輝かがやかせ見つめてくる。

　嘘うそに対する賞賛ではあったが、ゲシュペスはそれなりに誇らしい気持ちになった。

「うにゃぁ。私はてっきり、吹っ飛ばされて、たまたま飛んできたのかと思ってしまったニャ」

「ちょっと社長、そういうのは思っても口にしちゃ駄目よ！」

　愛らしい朱雀とは対照的に、イデアルの二人は失礼極まることを呟き合っていた。それが真実を突いているだけに、ゲシュペスは聞き逃すことが出来ない。

「よしよし朱雀。今解いてやるからな。痛かっただろう」

　猫耳社長と副社長をことさら無視し、朱雀の拘束だけを解いてやる。

「ありがとうであります」

「で、ここの支柱は壊れてしまったみたいだな」

「リリウムにしてやられたであります。申し訳ないであります……」

「まあ仕方がない。朱雀は頑張ったよ」

　頭をなでてやると朱雀は嬉しそうに頬ほおを染め、しかし怪け訝げんそうに見つめてくる。

「と、ところで、そろそろリン・リンと麻美も助けるであります」

「ああ？　誰だっけそれ？　知らないな」

「にゃあああ！　もう失礼なこと言いませんから、許してくださいにゃぁぁっ！」

　猫耳社長は全身を激しくクネらせ、耳と尻尾もピコピコさせ、全力で謝あやまってくる。副社長は手を使わずに起き上がり、額を擦りつけるように土下座した。

　憐れすぎて見ていられない。

「……朱雀。お前がほどいてやれ」

「了りよう解かいであります！」

　朱雀は袖そでを揺らし、はりきって二人を助け始める。

　それを横目で見ながら、ゲシュペスは崩れたオベリスクを見た。

　神無大結界の支柱は四つあるため、一つ壊れたくらいでその機能を失うことはない。が、やはり効果が弱まってしまうのは避さけられない。平時ならともかく、得体の知れない仏像が無差別に暴れている現状では、一本でも多くを死守したい。

「俺が支柱の代わりになるか……」
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　至った結論はそれだった。

　もともと神無大結界の術式を作ったのはゲシュペスだ。今ここで自分の魔力を使ってそれを再現するのは容易い。しかし、そうするとこの場を一歩も動けなくなってしまう。

　だが、暗黒ドームに帰っても、自分の仕事はもう残っていない。ならばせめて、ここで神無大結界の維い持じに努めるのが賢明というものだろう。

　これがシュトライムであれば、勝機があろうがなかろうが、なりふり構わず特とつ攻こうできるのだろう。

　――しかし俺は、魔界全体のことを考えなきゃいけないからな。

　妙みような話であるが、その責任が楽しくて、苦く笑しようしてしまう。

　なにせ、皆みんなに気を回すという行いは、シュトライムにもヴェズエルにも不可能で、自分にしか出来ないことなのだから。
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「くそっ、あそこまで言われて引き下がってたまるか。絶対に一泡吹かせてやる！」

　暗黒ドーム上空の戦場から締め出されたシュトライムだが、地面に激突する前に制動をかけ空中で停止する。

　一いつ瞬しゆんで百キロほど飛ばされてしまったようだ。暗黒ドームが遥か遠くに見える。その上では炎が舞まい、雷が吹き荒れ、写真を握り潰したかのように景色がへしゃげる。

　なにせ、あそこでは宇宙と宇宙が衝しよう突とつしている。たんにエネルギー量が高いという話では済まない。支配している法則そのものが完全に異なっている。無から有が生じるのが常なのだ。

　自分が今までそんなところにいたと思うと冷ひや汗あせが出るが、その上でもう一度突っ込んでやる。

「私は、ヴェズエルにだって負けないんだ！」

「いいや、てめぇは俺にすら敵わねぇぜ――」

　獣のように凶きよう暴ぼうな声が流れた。

　シュトライムにかかる重力が一気に何万倍にも膨れ上がった。ふと気が付いたときには地面が目の前にあり、為なす術すべなく叩き付けられる。

　そこは一瞬前まで街だったのだろう。しかし超ちよう重じゆう力りよくによって全てが瓦礫となり、灰色の荒野が広がっていた。

「バルトセルか。お前、こんなところで何をしている？」

　シュトライムは超重力をはね除けて立ち上がり、目の前で笑う男を睨にらみ付つけた。

　重力が数万倍になったことで落下してしまったが、少し気合いを入れれば十分行動可能な範疇だ。バルトセルを倒たおすくらいなら造作もない。

「何って、決まってるだろ、シュトライム。てめぇを待っていた。いや、待たせたというべきかァ？　さあ決着を付けようぜ。目を覚まさせてやる」

「決着だと？　話が見えないな。目を覚ますのはお前の方じゃないのか」

「いいや、違うぜ。てめぇは俺の女だ。それを今から思い出させてやるんだよ」

　バルトセルは大きく口を歪ませて、獲物を前にした狼のように笑った。

　あまりにも話が通じないので、シュトライムは呆あきれて首を振ふる。

　きっと頭を打ったか、酒の飲み過ぎだ。相手をしても疲れるばかり。

　さっさと倒してしまうに限る。

「火ひ色いろ雲うん鬢びん『極点位階奥義』摩訶大紅蓮世界」

　赤い髪かみを光らせて、燃え上がる世界を展開する。それはバルトセルの造り出す超重力をキャンセルした。更さらに重力を反転させて、バルトセルを宇宙の彼方に飛ばしてしまおう。そう考えた矢先。

「哭こく狼ろう『求道位階秘技』鎖さ愁しゆう鴛えん鴦おう之の契ちぎり」

　バルトセルから再度、超重力地帯が広がっていく。

　彼の能力がそういうものである以上、重力が強くなるのは当然――と普ふ通つうの空間ならば考える。

　だが、ここは今、シュトライムの摩訶大紅蓮世界となっているのだ。

　極点位階奥義によって創り上げた宇宙に、求道位階に過ぎない鎖愁鴛鴦之契が入門できるわけがない。

　シュトライムは摩訶大紅蓮世界において全知全能。ありとあらゆることを実現できる。超重力を無効化するくらい朝飯前のはずなのに。

　どうしてだろう。バルトセルの重力を突き飛ばすことが出来ないでいる。

「お前……これは本当に求道位階秘技か？　どういう理り屈くつで私を縛り付けている」

「理屈？　そんなもの、生まれてこのかた考えたこともねぇな。ただ分かっているのは、俺はてめぇを放さない。てめぇは俺の腕うでの中にいるのが一番幸せってことだ！」

　重力が更に百倍になる。

　シュトライムは一瞬よろめき倒れそうになったが、なんとか堪えた。

　それにしても凄すさまじい力だ。かつての鎖愁鴛鴦之契にはほとんど脅きよう威いを感じなかったが、今日の重力は格が違う。血液の流れがおかしくなる。体が軋み上がる。

　どうやらバルトセルは大口を叩くだけの力を身につけたようだ。それは認めよう。

　しかし、問題は力の優ゆう劣れつではないのだ。

　極点位階と求道位階では、法則ルールの強制力がまるで違う。特に、摩訶大紅蓮世界のように距きよ離りも内容も効果範囲が広い奥義なら、格下をそれこそ一瞬で葬り去れる。よってバルトセルは本来、シュトライムに近づいた時点で敗北しているはずなのだ。

　それなのに奴やつは逆に、摩訶大紅蓮世界を無効化して自分の法則ルールを押おしつけてくる。

　考えられる理由は二つ。

　まずシュトライムが自分の願いに疑問を抱き、極点位階から落ちかけていること。

　そしてバルトセルの狂信が殻を破り、極点位階に到りかけていること。

　おそらくは、両方とも正しい。

「痛いほどの抱擁だなバルトセル。確かに、こんなに想ってもらえるのは女冥利に尽つきるというもの。しかし、知っているだろ。私は自分より強い男が好きだ。私を倒さねば、私をものに出来ないぞ」

「んなことは言われるまでもねぇ。心配すんな。きっちり叩きのめしてやる。泣こうが喚こうが、徹てつ底てい的てきに犯し抜いてやる」

　それはまさに、女の敵の顔だった。

　逃げる女を追おい詰つめて、細い路地に追い込んで、力任せに押し倒し、欲望を吐き出すことだけを考えている。

　そんな男を見てシュトライムは、体の奥おくに熱いものを感じてしまった。

　認めたくはないが、ときめいた。そうだ、男はこのくらい強引でなければ張り合いがない。力強く抱きしめられたい。一々こちらの顔色をうかがうような女々しさは無用だ。

　もっともそれは、シュトライムに勝ってからの話。力が弱いのに気持ちだけ大きいというのでは、情けなさに拍車がかかる。

　故ゆえにシュトライムは全力で抵てい抗こうする。それこそ殺すつもりで抵抗する。

「斑いかる鳩が流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　黒い剣けんを握りしめ、身を低くして地を蹴った。

　同時に摩訶大紅蓮世界を強化して、鎖愁鴛鴦之契を弱体化させるのも忘れない。それでもなお体が重かった。これがバルトセルの力なのだと思うと嬉しくて嬉しくてたまらない。

「ハッ、遅ぇ！」

　バルトセルはそう言って禍炎闇色剱を掴み上げる。相当の魔ま力りよくを手の平に集中させねば不可能な芸当だ。これだけでも驚嘆に値する。

　しかし、それよりもシュトライムが気になったのは、バルトセルもまた重力の影えい響きようを受けて遅おそくなっているということだ。

「お前、重力をピンポイントで増やせるようになったんじゃないのか？　この前、修しゆ羅ら庁ちようのクレストをそうやって倒していたじゃないか」

「んなもん決まってるだろ。俺はてめぇと同じ条件で戦いてぇんだ。女にだけ重荷背負わせて、自分は楽な場所に立っている男なんざ生きてる価値ねーだろ」

　その回答に、シュトライムは目を細めた。

　言っていることは清々しい。全くもって男らしい。だが、それはつまり、手加減しているということにも繋がる。

　相手がその辺の女ならともかく、自分はシュトライムだ。手加減などされたくないし、必要もないと自負している。

「睨むな、冗談だ。正直なところ、範囲を絞るのは神経を使うんでな。どうしても出力が落ちる。半はん端ぱな重力なんざ、天下のシュトライムには通用しねーだろ。だったら自分も巻き込んで全力で叩き付けた方がマシってもんだ。第一、そっちの方が燃えるだろうが！」

　ここにきて、重力はますます増大していく。

　もう立っているのも困難で、剣を振り回して戦うなど到底無理だ。

　シュトライムが必死に抗っていると、そこにバルトセルの鉄拳が迫せまった。

　右側から顎あごを強きよう烈れつに叩かれる。脳が激しく揺れた。目の前が真っ白になる。そして間髪容れずに、今度はみぞおちをぶん殴なぐられた。

「げ、ほっ！」

　胃液が盛大にこぼれ落ちた。

　仰あお向むけに倒れ、大の字になったまま起き上がることが出来ない。

　内臓の全すべてが背中に寄っているのが分かる。眼球が頭蓋骨に沈む。血液の流れが止まりかけている。

「おい、どうしたシュトライム！　まさかこの程度なわけねぇだろ！」

　バルトセルの靴くつの底が、肋骨を容よう赦しやなく踏みつけた。

　今度は口から血が泡となって噴き出す。

　痛い。それこそ死ぬほど痛い。息が出来ない。苦しくて泣きそうだ。

　凶暴な笑えみを浮うかべるバルトセルが、こちらを見下してくる。相手を一方的に痛めつけるという快感に酔よっている。

　――図に乗るなよ。

　女としてのシュトライムは、自分よりも強い男を求めている。だが魔族としてのシュトライムは、誰よりも強くなりたい。

　矛む盾じゆんしているが、どちらも間ま違ちがいなくシュトライムなのだ。

　そのときどきによって、違った自分が顔を出す。数秒前まで心を支配していたのは、女の自分だ。バルトセルの雄々しさにかつてない喜びを感じていた。

　ならば、今現在は。

　そのバルトセルの雄々しさを目の当たりにし、痛めつけられ、魔族としての誇りに火が付いてしまった。もう頭の中には、バルトセルの攻撃抱擁を跳ね返すことしかない。

「この程度であってたまるか、このチンピラがァッ！」

　シュトライムの髪が燃え上がる。灼熱の燐りん光こうを発し、空間を包み込む。

　大地が溶け、大気がプラズマ化した。

　炎こそが摩訶大紅蓮世界の象徴だ。それが顕けん現げんしたということはつまり、バルトセルの鎖愁鴛鴦之契を塗ぬりつぶしたということ。

「ぬおぁっ、てめぇ！」

　全身を炎に包まれたバルトセルは、シュトライムの胸から足を離し、顔を腕で覆った。

　それでも、全知全能は彼に直接作用しなかった。もしバルトセルそのものが摩訶大紅蓮世界の効果範囲に入れば、問答無用で存在を消し去ってしまえるのに。

　無論、そうならなかったことにシュトライムは喜びを覚えた。

　やはり、彼の鎖愁鴛鴦之契は、極点位階に片足を突っ込んでいる。

　間違いなく、バルトセルは強い。

　強い者に勝つことは、魔族の喜び。

　強い男に抱だかれるのは、女の喜び。

「さあ、ここからは私の番だぞ。言うまでもないが、手心は微み塵じんも加えない。私をものにしたいというのであれば、全て耐えきって見せろ！」

「上等だシュトライム。腑抜けたてめぇを倒したところで何の証明にもならねぇからな。誰よりも強くなりたいとかいう、そのふざけた願いを粉々にしてやるぜ」

「ほう。女は男には勝てないと、そう言いたいのか？」

「ちげぇよタコ。そこまで話を広げるつもりは全くねぇ。はっきり言って興味の外だ。重要なのは男と女じゃなく、俺とお前だろ。いいかシュトライム。てめぇはしょせん、俺に抱かれているのが分相応なんだよ。ヴェズエルみてぇな化け物と同じ土俵で戦えるとか、いつまでも夢見んな。まあ、その辺は俺にも責任がある。俺が余りにも弱すぎたから、お前は強さに走っちまった。あのときの俺は、お前を抱けるほど強くなかった」

「その口ぶりからすると、今は違うと言いたげだな」

「ああ、そうだ。試ためしてみろよ」

　バルトセルは躊躇ためらうことなく、自信たっぷりに言い放った。

　その瞳ひとみはシュトライムだけを見つめていた。

　たとえ弱くても身を任せてしまいたくなるほど素す敵てきな男だった。

　しかし、シュトライムには魔族としての意地がある。

　ここまで来て、簡単に心変わりするわけにはいかない。

「でかい口を叩くのは、こいつを受けてからにしろ！」

　シュトライムはまず、自分とバルトセルを魔造空間に転送する。

　そこには地面という概がい念ねんはなかった。それどころか上下の区別すらない。

　全天に黒い背景が広がる。宝石を散りばめたような星の輝きが、どこまでも広がっていた。まるで宇宙空間だ。

　いや、この魔造空間は、摩訶大紅蓮世界で創り上げたもの。よって、本当に一つの宇宙なのだ。

　この宇宙に存在する全ての物質がシュトライムの意のままに動く。巨きよ大だいな天体から、小さな素粒子にいたるまで。

　つまり、本気を出すということは、バルトセルに向かって宇宙に存在する全質量を叩き付けることに他ほかならない。

　太陽系だけでも約二十万×一兆×一兆トンもの質量を持っているのだ。銀河系ともなれば、その一兆二千六百億倍にもなり、宇宙全体には少なくとも七兆個の銀河系がある。

　無論、宇宙の端はしから端までは何百億光年もあるから、光の速度で集めても何百億年もかかる。もっとも、シュトライムにとっては、光の速度を超こえるなど造作もないことだ。

　でかい。速い。故に強い。

　この技を凌りよう駕がしようとすれば、それこそ宇宙に存在する全エネルギーをも上回る力が必要だ。常識的に考えれば、そんなエネルギーが存在するはずがない。

　しかし、極点位階とはまず、常識を無視するのが大前提だ。

　シュトライムを倒すというのであれば、この程度出来ぬようでは話にならない。

「ハッ、てめぇこそ、この程度の技しか使えねぇのに粋がってんじゃねーぞ！」

　叫さけぶバルトセルは、もはや完全に極点位階に到いたっていた。

　天地のない宇宙空間に超重力を生み出し、落下という概念を与える。

　それによって迫り来る星々を、奈落へと誘おうというのだ。

　もっとも、そう簡単に軌道を変えられてたまるか。

　シュトライムは全知全能であるが、それを維持するのに多大な魔力を使う。宇宙全土の質量を一点に集中させるという荒技は、当然、著しく魔力を消費する。この一撃で終わらせることが出来ると信じたからこそ決行したが、逆に防がれたら、シュトライムは一気に劣勢になってしまう。

　つまり、この局面で勝った方が、全体の勝者となる。

　結果を左右するのは、やはりどちらの信念が強いのかということ。

　能力は様々なれど、極点位階の戦いは、どうしても精神論になってしまう。

　より気合いの入っている方が勝つという、まるで人間が描えがいたマンガのような話だ。

　だからこそ言い訳が利かないのだ。

　負けた方は、気合いが足りなかったとハッキリ分かってしまう。

　――ああ、つまり私が負けるなど有り得ない。どれだけ強さに憧れたと思っている。思いつきのように極点位階に踏み込んだ男が、私の摩訶大紅蓮世界と戦おうなど片腹痛い。身みの程を知れバルトセル。

　シュトライムは一層の力を込め、七兆個の銀河を加速させ、大好きだった男に振りかざした。

　ビッグバンの逆回しだ。時間すらも大きく歪ゆがみ、創世記ジエネシスへと立ち戻る。

　余りにも高いエネルギー密度により、素粒子すらバラバラとなり、ありとあらゆる概念があやふやになり、全てが虚無へと還っていく。

　この現象の中で、一人の魔族が生き残れるはずがない――のだが、しかしシュトライムは目を見張ることになる。

　確かにバルトセルは星々に飲み込まれて消えた。一欠片も残らず消しよう滅めつした。

　そして一点に凝ぎよう縮しゆくした宇宙は、その自重によって爆ばく発はつし、再度無限の膨張を開始する。そうやって新しく生まれた宇宙に、鎖愁鴛鴦之契が残っていた。

「この俺が、この程度で死ぬとでも？　宇宙がぶっ壊こわれたくらいで、巻き込まれて終わるとでも？　どこまで俺の愛を舐めてやがる。俺はどこまでてめぇを絶望させていたんだシュトライムゥゥゥッ！」

　絶叫が上がる。摩訶大紅蓮世界が抉えぐり取とられる。バルトセルが再生する。

　自分が死んだという事実すら認めず、望みを遂げるまで諦あきらめないと吼えている。

「――くっ！　奴に引き寄せられているのか!?」

　今や戦場の中心に座しているのは、自分ではなくバルトセルだ。その中心部に向かってシュトライムは落ちていた。超弩級のブラックホールのような重力によって、逃げようとしても逃げられない。まるで暗闇の中で襲われた乙女おとめだ。

「ハハハッ！　素直になれや。逃げられねぇってことはつまり、てめぇ自身に逃げる気がねぇんだよ！」

　そうかもしれない。

　地力においてバルトセルは、いまだシュトライムに劣っているはずだ。完全に極点位階になったとは言いがたいし、この超重力だって、宇宙の全てを操あやつるシュトライムから見れば児戯に等しい。

　それなのに逃げられないという事実がここにある。

　バルトセルはシュトライムを抱きしめたい。

　シュトライムはバルトセルに抱きしめられたい。

　となれば近づいて抱擁し合うしかないではないか。

　だが認めない。まだシュトライムは、彼が自分を抱くに相応ふさわしい男と認めていない。

　本心がどうであろうと、実際は愛していようと、されるがままになるなんて有り得ない。

「素直になれとか、私をツンデレみたいに言うなッ！」

　太陽の千五百倍の直径を持つ、超大型の恒星ガーネット・スターを形成。槍やり状じように変形させ、自分と共にバルトセルへと突き落とす。もちろん、たった一つではさざ波にもならない。

　撃ち放つは那由他の数量。

　その速度は光速の一兆倍。

　宇宙の全てをぶつけても死ななかった男には、ここまでしなければ爪つめを立てたことにならないだろう。

　――いや待て。私は何を考えている。

　爪を立てる。そんなことで相手を倒せるはずがない。自分はバルトセルを倒すつもりで攻撃したはずだ。これではまるで、精せい一いつ杯ぱい抵てい抗こうしたという言い訳が欲しくて攻撃したみたいではないか。

「理解したかシュトライム。てめぇは俺よりも弱い。最強を目指す器じゃねぇ。大人しく俺に抱かれろ。愛しているぜ」

　那由他の恒星は、その告白の前に半分が消し飛んだ。

　もう半分は直ちよく撃げきするが、バルトセルは見事に堪える。

　全身から血を噴き出し、肉が抉れようとも、少しも揺らがず視線を逸そらさない。

　たんに倒すことが出来なかったというだけでなく、バルトセルが避けもしなかったという事実がシュトライムを熱くする。

　悔くやしくて悔しくて嬉しくて泣きたくなる。

　負けたくないのに、このまま負けてしまいたい。

　結局シュトライムはバルトセルに捕まえられ、その両りよう腕うでに収まった。これ以上ないというほど強い抱擁が攻せめてくる。

「放せっ、私はまだ負けてないぞ！」

「ああ、そうか。だったら今から負けるんだな」

　バルトセルの舌が口の中に入ってくる。血の味がした。

　それを噛み千切ってやろうとした瞬しゆん間かん、シュトライムの両腕の骨が砕くだけた。

「――ッ？」

　彼の抱擁アイを直に感じる。痛みを通して、その強さを実感する。

　腕の次は内臓が圧迫される。口から血が溢あふれ、息が出来ない。

　目の前が真っ白になる。思考が停止する。意地が働かない。ただただ本音だけが駆け巡った。

　――ああ、やっぱり私はこいつが好きだったんだなぁ。

　ここまでやって、ここまでさせて、それでようやく気が付いた。

　意識が遠のき、魔造空間と摩訶大紅蓮世界が解けていく。

　現実の日本列島に帰き還かんし、地面に押し倒された。

　もう、抵抗する気力も体力も魔力も残っていない。負けた。完膚無きまでに負けた。

「ハッ、ようやく大人しくなったか……言ったよなァ、泣こうが喚こうが、徹底的に犯し抜いてやるって。覚かく悟ごしろ、もうお前は俺から逃げられねぇ」

　バルトセルの手が胸元に伸のび、服を一気に引ひき裂さいた。両腕の骨が折れているシュトライムには抵抗することも出来ない。そもそも、する気もない。

　久しぶりにか弱い乙女になれたのだ。

　好きな男に抱かれるというのは、これほど幸福なことだったのだと思い出す。

　もう何もかもどうでもいい。このまま身を任せてしまおう。そう思わせる男が目の前にいるというのは本当に幸せだ。

　シュトライムの両腕は砕けてしまったが、自分の手で引き寄せたいくらいだ。

　そう思った刹せつ那な――バルトセルが吐血した。

「!?」

　たんに血を吐はいただけでは治まらない。

　今度は全身から血が噴き出した。外傷によるものより、むしろ内側から破裂したといった感じだった。

　シュトライムの上に、バルトセルの血がボタボタ落ちてくる。

　それでも彼は止まらなかった。

　ベルトを緩め、シュトライムのスカートをまくり、下着をずらす。そうしている間にもう一度血を吐いた。

「お、おい、バルトセル！」

「うるせぇ、それより自分の心配しろ。てめぇは今から強姦されるんだぜ」

　心配するなと言われても。

　自分を好きと言ってくる男がいて、自分も彼のことが大好きで、これから行為にふけろうという直前に吐血したのだ。どうして心配せずにいられるだろう。

　思えば、バルトセルは相当に無む茶ちやをしていたに違いないのだ。なにせ、ついこの前まで彼は弱かった。シュトライムにも夏彦にも敵かなわない存在に過ぎなかった。それが急に摩訶大紅蓮世界に対たい抗こうできるだけの宇宙を創造し、あげくにシュトライムを力ずくで押し倒した。

　結果だけを見れば、愛の勝利。やはり男はこうでなくては、と褒ほめ称たたえたくなる。

　しかし、結果というものは、いきなり出せるものではない。

　バルトセルが弱かったというのは、曲げようのない事実だ。それを乗り越えるには、相応のリスクが必要だ。

　それこそ、命を引き替えにするような。

「何だ、その顔は。心配なんかしてんじゃねーよ。俺に恥はじをかかせるな。こいつ最後までちゃんと出来るのか、みたいな目でみるんじゃねぇ」

「……誰だれが心配なんかするか。したいなら早くしろ。お前のフニャチンなんか入れられても、痛くもなければ気持ちよくもない」

「ハッ、期待に胸膨ふくらませてるくせに強がるなよ」

　口調は乱暴で、力は激しいのに。思いのほか優しくて、いたわってくれて。

　このままずっと続けたいと素直に思えたのに。

　バルトセルの左腕が腐り落ちた。それだけでなく、よく見れば、体の至る所で崩ほう壊かいが始まっている。

「バルトセル、もうやめろ。また何度だって出来るんだから。ちゃんとお前のことが好きだって思い出したから。だからもうやめてくれ。死んじゃうぞ！」

「泣いても喚いても止めねぇと言った、はず――」

　もう片方の腕も取れてしまった。

　体を支えられなくなったバルトセルは、ぐしゃっと音を立ててシュトライムの上に覆おおい被かぶさった。血がドクドクと溢れ出す。威い勢せいのいい言葉が聞こえない。

　泣いても喚いても犯し抜くと宣言したくせに。

「なあ、おい、冗じよう談だんだろ！　私の心を奪っておきながら、こんなところで……こんな死に方をされたら、私はどうしたらいいんだ！　何とか言えよ、好きなんだよ、死ぬなよ！」

「ああ、いい響ひびきだなァ……そんな情熱的な台詞、初めて言ったんじゃねぇかシュトライム。そこまで言われたら、第二ラウンド入るしかねーな。ちょっと待ちな……少し休んだら、最高に気持ちよくしてやる、か、らよ……」

　体を動かそうとしたバルトセルだが、その反動で胴どう体たいが千切れた。

　もはや全身が腐食しており、原形を失い始めている。

　風が吹く度に粉が舞い、どんどん小さくなっていく。

「……お前こそ、そんなに必死になって、よっぽど私がよかったんだな。んん？　このスケベが」

「ハッ、否定はしねぇぜ」

　それが最後の言葉だった。

　最後の一欠片が風に舞って空に消えていく。現れた残ざん鉄てつも手に取る間もなく霧散して、バルトセルという男の痕こん跡せきは何も残らない。

「あ、ああ……」

　慟哭しても遅かった。

　彼かれの強さなんて気にせず、最初から素直になっていれば良かった。そもそも自分が強くならなければ良かった。適当に手加減してバルトセルに合わせておけば良かった。

　それら全て、今だから思えることだ。

　昔の自分にこの結末を伝えても、きっと生き方を変えないだろう。それにバルトセルだって、シュトライムに手加減されて喜ぶとも思えない。そんな男なら端から好きになったりしないのだ。

　つまり、この結末は、どうやっても変わらない。

「だけど、やっと私は負けたのに……自分は強くないと思い知ったのに……どうして私を一人にするんだよ……もう私は弱くなってしまった。お前なしじゃ嫌いやなんだ。私はこんなに身勝手で、都合のいいことばかりを言って……だけどお前が力ずくで言わせたんだぞ、責任取れよ！」

　返事なんてなかった。

　キスもなければ愛あい撫ぶもない。あのチンピラみたいなしゃべり方も聞こえないし、一つ覚えの超重力も消えた。

　残ったのは『バルトセルが好き』という気持ちだけ。

　好きなのに好きなのに好きなのに好きなのに好きなのに好きなのに好きなのに。

　やっと素直になれたのに。
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　もう会えない。

　まるで子供のように泣きじゃくったが、自分の耳にしか届かなかった。







第四話　ディスビルシャナ







　暗黒ドームを落ちていくのは、夏なつ彦ひこにとって二度目の経験だ。

　前回、レムナンツの本拠地に殴り込みをかけるために暗黒ドームに侵しん入にゆうしたときは、恐ろしくて恐ろしくてたまらなかった。それこそ地じ獄ごくの底に向かっているような感覚になり、ただジッとしているだけで冷や汗が出たものだ。

　しかし今は何も感じない。昔の自分が何を怖がっていたのかすら思い出せなかった。

　それだけ強くなったということなのだろう。更に付け加えれば、そもそも暗黒ドームという領域は、そのくらいの強さがなければ、踏み込んではならない場所なのだと感じる。

　極点位階となった夏彦は、暗黒ドームを潜るにしたがい、今まで見えていなかったものが見えてくるような感覚を得た。

　それは光とか音といった五感に属さない、もっと別の何かだ。自分はこの奥に行くために生を受けたのだと、どういうわけか強烈に思ってしまう。

　どうやら織おり姫ひめも同じ感覚を味わっているらしく、困惑した感情が伝わってきた。

「分かるか三さん世ぜ寺じ夏彦、蓬よもぎ田た織姫。我ら極点位階が、いや須しゆ弥み界かいに存在するあらゆる生命が何のために生まれたかを。ああ、そうだ。全ては作さく為い的てきなのだよ。我らは等しく、この底を目指すために創られた！」

　ヴェズエルはそう語ると同時に、二本のブーメランを投げつけてきた。

　夏彦は仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆでそれを弾はじきつつ、言い返す言葉を探す。もっとも、相手の言っていることが意味不明なので、まともな議論にはならない。たんに何か叫んでおかないと、負けた気になるというだけのことだ。

「創られたって誰にだよ！　言っておくが、俺おれたちはこんな暗い穴を潜って喜ぶ趣味はないぜ。行きたいならお前ら夫ふう婦ふで勝手に行きやがれ」

「そうです！　あらゆる生命だの、何のために生まれたか、とか訳の分からないことを考えるほど人間は暇じゃありません。寿命が長すぎて年中暇している魔族の理屈を押しつけないでもらえますか。こっちは好きな男の子のことで頭がいっぱいなんですから！」

「おうよ。俺だって好きな女の子のこと以外を考える余よ裕ゆうはねぇ！」

　夏彦と織姫は仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを二人で振り下ろし、ヴェズエルとダイアンサスに灼熱の光線を撃ち込んだ。

「そうか。ならばそのままで良い。重要なのは、我とこの場で戦うということ。そこに全力を尽くすのなら、何の問題もない」

「だから、俺らを訳の分からんことに巻き込むなって言ってんだろーが！」

　二人で身を寄せ合ったまま加速し、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを横に薙ぎ、ヴェズエルとダイアンサスをまとめて両断しようとした。

　それに対し、まずダイアンサスが素す晴ばらしい反応速度で上に飛び退いた。一瞬でこちらの視界から消え去る。首を回して追いかけようにも、正面にヴェズエルがいるのでそうもいかない。

「悪いが、我は生まれてこの方、他者の都合など考慮したことがないのでな」

　ヴェズエルはそんな魔族らしい一言を放ち、自らの剣を仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆに当ててくる。

　こちらは二人がかりで構えているのに、ビリビリと腕が痺れた。

　凄まじい剣撃と言うほかない。

　そして消えたダイアンサスの気配が、いつの間にか後ろに回り込んでいる。このままでは挟み撃ちだ。

「チッ――織姫！」

「分かっています」

　夏彦は、前方のヴェズエルと鍔迫り合いを続ける。後方のダイアンサスは、織姫が振り返ることによって視界に収めた。

　案の定、ダイアンサスの袖そでから数千を超える小刀が現れ、目も眩む速さで発射された。

「夏彦、借りますよ！」

　織姫はそう言って、夏彦の魂から三さん叉さ雷らい毘び槍そうを取りだし、小刀に向かって振り抜いた。互たがいに魔力を共有しているからこそ可能な芸当だ。二人で一つとはまさにこのことだろう。

「なるほど、どちらも目が四つある状態か。しかし、先さき程ほどからそうして離はなれぬところを見る限り、何らかの制約がある。違ちがうか？」

　夏彦はそれに答えず、ヴェズエルを押し返すことだけに集中する。

　敵に情報を与あたえても、得をすることなど何もない。しかも、ヴェズエルの質問が図星となれば尚なお更さらだ。

　指し摘てきどおり、夏彦と織姫は離れることが出来ない。

　通常、極点位階奥義というものは、自分一人の願いや想おもいによって発動するものだ。何せその原動力になっているのは狂きよう信しんなのだから、他人と分かち合うことなど出来るはずもない。ヴェズエルとダイアンサスのように愛し合っていたとしても、その内面を完かん璧ぺきに理解することなど不可能だし、必要もない。

　ところが夏彦と織姫に限っては例外だった。二人の極点位階奥義である我等誓此処不滅相愛は、二人でなければ形にならないのだ。

「たんに離れたくないだけだ、理屈つけんな！」

　夏彦は叫び、ヴェズエルの剣を弾はじいた。

　究極的に言ってしまえば、そういうことになる。

　離れられないのではなく、離れたくない。だから一いつ緒しよにいる。だから極点位階。

　そもそも狂信を理屈で語るというのが間違っている。それは夏彦と織姫に限らず、あらゆる奥義と秘技の共通項だ。

　ひたすら突つき進すすむのみ。自分と織姫の蜜月を邪じや魔まする者は、誰であろうと滅び去れ。

「おお、何という気迫！　そうだ、それが欲しかった。誇れよ三世寺夏彦。お前の力は既すでにインドラに匹ひつ敵てきしている。そして……それと互ご角かくの我もまた勇者なり！」

「自分で言ってて恥はずかしくねぇのか！」

「何がだッ？」

　再び夏彦とヴェズエルの剣が激げき突とつする。散る火花だけで星が溶けるような熱を持ち、刃やいばの速度は光を置き去りにする。刹那よりなお短い時間で、宇宙開かい闢びやく以来発せられたエネルギーの総量を軽く凌駕する。

　刃と刃がぶつかる度に、自分たちが一層深く潜っているのが感じられた。戦いの余波で穴が広がっているとしか思えない。

　あるいは、それこそがヴェズエルの狙ねらいなのだろうか。

「気付いたか？　その通り。この暗黒ドームとは、根源へと通じるトンネルなのだ。それを採掘するのは強者の戦い。だが、ここはまだ序の口だ。お前たちが大魔災と呼ぶあの戦いでも、ここまでは掘っていたのだからな」

　ヴェズエルの言うとおり、今いる深度は、レムナンツの本拠地があった場所とそう変わらないだろう。ただ一いち撃げきごとに、ずっと下の方から、底が抜ける音が聞こえる。それに合わせて体が引きずられていく。

「ああ、見るがいい織姫。妾わらわの夫のあの嬉うれしそうな顔を。やはり夏彦は妾が見込んだとおり良き男だ。そなたも鼻が高いだろう」

　ダイアンサスもまた短刀を乱れ打って織姫に攻撃を続ける。

「ええ、鼻が高いですね。ですがそれは、貴女あなたの夫を喜ばせたからではないし、貴女に見込まれたからでもありません。夏彦が喜ばせているのは私だし、夏彦を見込んだのも私です。関係ないくせに、我わが物顔で私の男を語らないで下さい！」

　三さん叉さ雷らい毘び槍そうが全ての短刀を叩たたき落おとし、それどころか跳ね返してダイアンサスに攻撃までしてみせた。

　今の織姫は夏彦にとって守る対象ではなく、頼たのもしい戦力に他ならない。この局面において、背中を安心して任せられる存在が他にいるだろうか。もはやシュトライムですら力不足なのだ。

　蓬田織姫という女の良さを再認識し、それが自分の女であると思いだし、彼かの女じよにいいところを見せたいと切に願う。

「トンネルの採掘は途と中ちゆうで終わりだぜ。ここでお前らは全滅するからな！」

　夏彦は全力を絞り出して仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆに込めようとするが、次から次へと力が湧き出し、なかなか全力にならなかった。

　なにせ一いつ瞬しゆんごとに魔ま力りよくが増大しているのだ。これで全部と思っても、それ以上に増えるのだから、使い切ることがままならない。

　織姫がそばにいると思うだけで、限界など容易に超えられる。

　常時上限突破。

　ひたすら夏彦と織姫にとって都合のいい、ご都合主義の宇宙がここにある。

「全能感が心地よいか？　されど、それは我らも同じこと。見よ、我が造り出す武装の数々。それを限界まで使いこなすダイアンサスの姿を。我ら夫婦は全宇宙全次元の過去未来において最も美しい。さあ、見事に追随してみせよ！」

「思い上がるな老夫婦！」

　刻一刻と増大する魔力を仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆに乗せて、煽るヴェズエルに振り下ろす。

「ぬ、うっ！」

　ここに来てようやく彼は呻き声を上げる。

　老夫婦――と言ったのは、はっきり言って素す直なおな感想だ。

　夏彦と織姫は十六歳になったばかり。それに対して向こうは何千年生きているのか知らないが、とにかく長生きだ。いくら見た目が若かろうと、ジジイとババアが頑がん張ばってイチャついているようにしか見えない。

　逆に、魔族である彼らから見れば、夏彦と織姫は生まれたての赤ん坊に見えるのかもしれない。

　そこに油断が生まれる。

「おら、どうした破は戒かい王おうさんよ。言葉の端々から分かるぜ。俺と織姫を称えているように見えて、完璧に見下している。踏み台かなんかだと思ってるだろ。あいにくだな、そこまで弱くねぇよ。俺と織姫に限らず、人間は魔族に劣らない。確かに寿命は短いが、想いの強さじゃ負けちゃいない」

　ヴェズエルの持つ剣けんが砕け散る。

　しかし、それはほんの小さな勝利に過ぎない。なにせヴェズエルは無限に武器を創り出すことが出来る。戦いを終わらせるには、彼自身を斬きるしかない。

　剣の次に現れたのはトンファーだった。

　斬撃とはまた違う、回転する打だ撃げきという攻撃に夏彦は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

　それでも俺と織姫は強いのだという信念が、トンファーを打ち砕く。

　無論、ヴェズエルとて自分の強さを信じて疑わない。矢継ぎ早に新たな武装を生み出して、互角の攻防を途切れさせない。

　では、もう一組はどうだろう。

　織姫とダイアンサスという女同士の戦いは、わずかながらに偏っていた。

　片や、愛する男と魔力を領有する女。片や、愛する男が作り出した武器を限界まで使いこなす女。目指すところが似ているようで、実は真逆。

　織姫は夏彦と相互依存している。ともに魔力を分かち合い、助け合って試練に立ち向かう。夏彦には真実、織姫が必要なのだ。

　だがダイアンサスは、ヴェズエルを一方的に支えようとしている。そもそもヴェズエルという男に支えなど必要なのだろうか。ヴェズエルは強い。一人で自己完結している。ダイアンサスを愛しているのは事実だろうが、それと彼の狂信はまた別の話だ。そんな彼を支えたいというのは、ダイアンサスの独りよがりに過ぎない。

　そんな織姫とダイアンサスが激突すれば、おのずと差が生まれてしまう。

　三さん叉さ雷らい毘び槍そうから放たれる電撃が、次元を貫いてダイアンサスの心臓を破は壊かいした。

「がはっ！」

　これで二対一になれば楽なのだが、残念ながらダイアンサスは傀かい儡らいだ。ヴェズエルの魔力が尽つきない限り、幾いく度どでも復活してしまう。

　しかし、織姫は叫ぶ。

「今です夏彦！」

「――!?」

　戸惑う夏彦に、織姫の思考が伝わってくる。

　ついこの前まで織姫は、ダイアンサスを黒くろ姫ひめ撫なで子しことして自分の傀儡にしていた。今でも無む常じよう無む名めい西瓜すいか丸まるや日ひ傘がさ案か山か子しといった傀儡を使うことができる。その経験から語るに、傀儡を再生させるには、どんなに頑張っても、わずかなタイムラグが生じてしまう。

　勝ちたいのなら、そこを突けばよい。

「ヴェズエル!?」

　再生したダイアンサスが叫ぶが、ときはすでに遅し。

　彼女を再生させるため動きを止めたヴェズエルに、夏彦は刃を振り下ろす。

　もしヴェズエルがダイアンサスを復活させるタイミングをずらし、理性的に戦せん闘とうを続行していたら、勝負の流れは全く別のものになっていただろう。

　だが、そう出来ないのが男なのだ。愛する女がいなくなるなんて、一秒たりとも耐たえられない。夏彦も痛いほどよく分かる。

　分かるからこそ、絶妙のタイミングで利用できる。

　この勝負において、男の実力は伯仲していた。そして女に対する愛情も互角だった。では女が劣っていたかといえば、それもまた違う。

　ただ、関係性がわずかに異なっていた。

　対等に肩かたを並べて戦っていた夏彦と織姫。

　ヴェズエルがひたすら前に出て、それに後ろから付いていったダイアンサス。

　男女の関係に良いも悪いもないのだが、今この場においては、前者が勝った。

　暗黒ドームの採掘はここで中止だ。ヴェズエルは大千世界とやらに辿り着けない。

「俺たちの勝ちだ」

　戦いは全すべて終わり、夏彦と織姫は日常に帰る。

　肩から腰こしにかけて血ち飛沫しぶきを飛ばすヴェズエルに対し、夏彦はトドメとばかりに心臓へ突きを放った。

　しかし、そのとき、植物のツタが仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆに巻き付き、動きを止めてしまった。

「違う。まだ終わらない。ヴェズエルは負けない。私が負けさせない。だって私が初めて好きになって、そのままずっと好きだった男だから」

　心に決めた一人の女を幸せにするのも男の価値。

　されど数多くの女に惚ほれられ追いかけられるのも男の価値。

　今、戦場にヴェズエルを追いかけて、白百合の妖精が舞い降りた。
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　リリウム・ホーリーベルは生涯で、一度も一番になったことがない。

　それは戦いでも勉学でも遊びでも。

　恋愛でも。

　生まれて初めて好きになった男は破戒王ヴェズエル。今好きな男も破戒王ヴェズエル。

　そのヴェズエルが好きなのはダイアンサスなのだ。

　自分はきっとその他大勢。沢たく山さんいる仲間の一人に過ぎない。

　――だからせめて、近くで貴方あなたの勝利を見せて欲しい。もう二度と敗北なんて許さない。私が大好きな貴方は勝利が似合うから。

　ヴェズエルを勝たせるためなら乱入すらやってのける。

　きっと彼にとってこの二対二の戦いは神聖なのだろうけど、無様な姿を見たくて蘇らせたのではないのだ。

　リリウムにとってたった一つの我が侭ままだ。他の全ては何も要いらないから。ああ、だからどうか、ヴェズエルに勝利を下さい。その勝利を間近で見ていたい。彼の隣となりに立てなくてもいい。後ろから見つめているだけで満足。後ろを付いていく力が欲しい。

　――私は二番目で構わない。

　その代わり、絶対に離れない。たとえこの身が砕けようとも。

「白百合『求道位階秘技』紅くれない花はな吹雪ふぶき」

　リリウムは自らの秘技により、この戦場に入り込むだけの力を得る。

　普ふ通つうに考えれば、四人の極点位階の戦いに、いまさら求道位階ごときが現れたところで、局面は変わらない。むしろ足を踏み入れた時点で、跡あと形かたもなく消し飛ぶのが当然だ。

　だが、リリウムの求道位階秘技だけは例外だった。相手が極点位階であろうとも、その後ろを付いていく。

　その能力は『リリウムの戦闘力を、五十秒限定で、敵の九割九分九厘まで押し上げる』というものだ。

　相手がどれだけ強くても関係ない。複数であっても同様だ。

　ありとあらゆる状況下で、リリウムは敵の強さに肉にく薄はくできる。五十秒という時間だけが制限だ。

　五十秒が過ぎれば終わってしまう。その強さも、リリウムの生命も。

　自分がこの能力を持っていてよかったと、リリウムは心の底から安堵した。

　たかが自分の命と引き替えに、ヴェズエルの役に立てるのだ。

　残りの一厘だけは任せるから、私に貴方の勝利を見せて欲しい。私が勝たせてあげるから、そばにいさせて欲しい。他は何も要らないから――そう呟つぶやいて、リリウムは夏彦に突撃した。

「な、んだッ!?」

　夏彦の顔が驚愕に染め上がる。

　何せリリウムの魔力など、本来、彼から見れば大海に溶かした角砂糖以下。まして、もともとリリウムは武ぶ闘とう派はには程遠い。戦場に出向くこと自体が少ないし、出たとしても後ろから援えん護ごするのが精々だ。見た目からして弱そうだと自覚している。

　そのリリウムが、夏彦とほぼ同等の魔力をまとって、一直線に突っ込んだのだ。それこそ驚天動地と言える。ビッグバンをも凌りよう駕がする爆ばく音おんと共に、彼の胸に掌底を叩き込む。

　狙いは心臓だ。皮ひ膚ふと肋骨を貫いて、夏彦の心臓を引きずり出してやる。

　が、夏彦はショックから立ち直るのが早かった。

　仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆによって、リリウムの掌底は受け止められた。

　刃に手の平を全力で撃ち込んだのだ。当然、リリウムの腕うでは肘までザックリと切り開かれ、骨と筋肉と血管と神経がズタズタになる。

　されど攻こう撃げきを緩めない。

　脚あしを高く上げて、夏彦の頭に回し蹴りを打ち込む。

　その衝しよう撃げきで夏彦は後退し、同時にリリウムの脚が砕け、腕が千切れる。

　受けたダメージはこちらの方が遥はるかに上だ。しかし傷口から即そく座ざにツタが伸び、飛び散った肉にく片へんを拾い集めて再生させる。

「よくも夏彦を！」

　入れ替わりに織姫が三さん叉さ雷らい毘び槍そうに電撃を纏わせて振り下ろしてくる。

　リリウムは躊躇ためらわずそれを素す手でで掴み、電撃で皮膚を焼かれながら織姫を投げ飛ばす。織姫と夏彦は極点位階奥義を維い持じするために手を繋いでいる。よって二人は同方向に飛んでいった。

　紅花吹雪の発動から十秒が経過した。それを告げるように、リリウムの全身に施された白百合の装飾から、一枚ずつ花弁が舞った。

　百合の花びらは五枚ある。それが一枚取れるごとに、リリウムの命が削れていく。

　敵の攻撃とは無関係にリリウムの皮膚から血が噴き出し、花吹雪を紅に染める。

「よせリリウム！　それ以上続けたら本当に死ぬぞ！　これは妾と夫の戦い。故ゆえにそなたが命を懸ける理由は無いのだ！」

　ダイアンサスは傷ついたヴェズエルを抱きしめながら叫さけんだ。

　その姿を見れば、彼が彼女のものなのだと否応なしに感じてしまう。

　しかし、それがどうした。最初から分かっていたこと。その上で自分はヴェズエルに殉ずると決めているのだ。

「舐なめないで――」

　リリウムは空間を蹴り飛ばし、夏彦と織姫に追撃の猪突を仕掛ける。

「貴女とヴェズエルの間に入り込む余地はない。だけど私はヴェズエルが好き。彼のためなら何だってする。それを止める権利なんて誰にもない。ヴェズエルにだって止めさせない」

　驚おどろくダイアンサスの顔が面おも白しろい。今まで何のつもりでリリウムに接していたのか。破戒王に憧れるただの少女フアンとでも思っていたのだろうか。

　自分の愛は間ま違ちがいなく狂きよう気きだ。

　覚悟の量なら全世界で最強だという自負がある。

　どんな一撃を喰くらっても愛は揺ゆるがない。

　だが、ここでは狂気なんて珍めずらしくも何ともない。

「仲間割れなら」

「よそでやってください！」

　手を繋いだ夏彦と織姫が、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆと三さん叉さ雷らい毘び槍そうをそれぞれ持ち、真正面からリリウムを迎え撃つ。

　悲しきかな。リリウムがどんなに身を削り、血みどろになって追いすがっても、所しよ詮せんは相手の九割九分九厘。一厘及およばない。

　一撃で死にはしないが、されど絶対に勝てない。

　当然の帰結として、ほんのわずかに競り負ける。

　相手の二人は無傷だが、リリウムは頬ほおと腕の二カ所にスリ傷を負った。

　それこそ文字通り、かすり傷なのだが、そこにある差は絶対に覆らない。

　いずれリリウムはジワジワと削り殺されるだろう。

　それに、そろそろ二十秒が経過する。

「――ぁっ！」

　複数の臓器が機能障害を起こし、凄すさまじい内出血を起こし、口からも多量の血液がこぼれ出す。

　あと三十秒でリリウムは死ぬ。

　されど、あと三十秒は夏彦と織姫を抑おさえることが出来る。ヴェズエルなら絶対に、その三十秒を使って勝利してくれる。だからこの痛みは無意味じゃない。

　――私はまだ戦える。

　両手両脚をもがれようとも、命が尽きるその瞬間まで、リリウムはヴェズエルの敵と戦ってみせる。

　それこそが自分の生きる道だと知っているから。

　生きるために死に向かう。

　残りの二十数秒。全力で生きてみせる。

　全身の壊死が始まった。

　――だけど私は戦える！

　リリウムは愉悦の境地でその身を死に晒す。それこそが至福と感じて突き進む。

　誰にも否定なんてさせない。これこそが自分の生きる道と信じて駆け抜ける。

　血飛沫が百合の花弁を紅に染め上げる。

　赤く、紅く、朱あかく。

　ここはリリウムの世界。

　他の道理は一いつ切さい通用しない。

　いざ行かん、片思いの境地へと。
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　何という不覚だろう、とダイアンサスは無言で恥じ入った。

　夫は敵の手によって傷つき、自分の腕の中で何とか生きながらえている。

　そんな中、リリウムが命を燃やして敵を食い止め、ヴェズエル復活の時間を稼いでいる。

　彼女は妻でも恋こい人びとでもなく、ヴェズエルにとってただの部下に過ぎないのに。

　いや、その思いこそが舐めていると言うことなのだろう。

　リリウム自身にも言われたではないか。

　好きという想いに立場は関係ないのだ。自分はどうやら妻という立場に甘んじて、上を目指すことを忘れていたらしい。

　――なるほど、あっぱれだ、リリウムよ。

　ヴェズエルの前に立ちふさがる障壁の尽くを切り払ってみせるというその姿勢、一つの回答として受け止める。

　しかし、ダイアンサスはリリウムの真ま似ねをするつもりは一切ない。

　女の役目はあくまで男を支えることだと心得ている。

　その勝利も敗北も、男の責任においてなされる。自分はただ、かたわらで支えるのみ。

「だから早く目を覚ませヴェズエル。このままではリリウムに頭が上がらなくなるぞ」

　敗北など破戒王に相応しくないという点において、ダイアンサスとリリウムの見解は一いつ致ちしている。

　ただ、勝利を得るためには、どんな手段を用いてもよいと思っているリリウム。

　あくまで勝つのはヴェズエルの武力であると信じて疑わないダイアンサス。

　どちらの声がより一層、ヴェズエルの胸を打つのだろう。

　答えは、どちらも等しく意味を成さない。

　ヴェズエルの全ては、ヴェズエルによって決められる。

　周りの女の声など子守歌にもなりはしない。

　それでも、あのリリウムの奮闘は、応こたえてやる価値があるのではないだろうか。

「ああ、確かに。部下が戦っているのに起き上がることも出来ぬと言うのであれば、破戒王の名が廃るというもの」

　瀕死だったはずのヴェズエルが、ダイアンサスの腕の中で眼光を放つ。

　回復するにたる真っ当な理由はどこにもなく、ただたんに目を覚ましただけという風だった。

　それでもリリウムを見て何も感じないわけがない。

　いや、まさしくヴェズエルは、リリウムの姿を見て体を起こしたのだ。
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　四枚目の花びらが散った。

　暗黒ドームが紅の花吹雪で埋め尽くされていく。

　自分は既に死に体だ。もう、まともに動いている器官の方が少ない。されど、肉塊と呼べるような姿になっても、進しん撃げきを止めたりしない。

　手足が腐り落ちてしまったけれど、体当たりなら出来るから。

　あと何秒だろう。

　五枚目の花弁が散った瞬しゆん間かん、自分は絶命してしまう。

　だけどきっと大丈夫。

　そのまえにヴェズエルが起き上がる。

　夏彦と織姫を叩きのめして、大千世界への道を開く。

　自分はその後ろを付いてく。

「しつけぇ！　いい加減、眠れよ！」

　積み重ねた一厘が、いよいよ命取りになるほど厚くなった。

　仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆが、リリウムの脳天に向かって迫せまってくる。

　――ここまでなの？

　まだヴェズエルが勝つところを見ていないのに。こんな半はん端ぱで終わってしまうのか。自分は結局、付いていくことすら出来ないのか。

　そう絶望しかけたとき、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆが弾かれ、ひび割れる。

「リリウム、ご苦労であった。ゆっくりと休むがよい。あとは我が引き受けた。勝利はすぐそこだ。この戦いによって必ずや大千世界への道が開ける！」

　ほら、やっぱり起き上がってきた。ヴェズエルが三世寺夏彦なんかに負けるはずがないのだ。

　太い腕で半死半生のリリウムを抱きしめ、今までで一番力強い魔力を放ってくれた。これならどんな敵が現れたって負けないだろうと信じさせてくれた。

「死にかけが！　大人しくそのまま眠っていやがれ！」

　夏彦は身みの程ほど知しらずに吼え、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆで斬りかかってくる。

　しかしヴェズエルは軽く躱して、素手を夏彦のみぞおちに突き刺した。夏彦からカエルのような悲鳴が上がり、真っ赤に焼けた二つの【破戒王の残ざん鉄てつ】が飛び出した。仰ぎよう月げつ点てんと火か界かい咒じゆである。

「残り二つ！」

　それを握にぎりしめたヴェズエルは、今度は織姫に眼光を飛ばす。

「まだ二つもあります！」

　織姫は怯ひるまず、三さん叉さ雷らい毘び槍そうを振り回す。

　しかしヴェズエルは、織姫の繰り出した三さん叉さ雷らい毘び槍そうを容易たやすく手ではらい、至近距離から魔力の波動を放って攻撃する。

　それでも織姫は引かない。

「残鉄・開放――破戒王『極点位階奥義』自じ在ざい武ぶ具ぐ錬れん成せいガ一片〈葉よう盾じゆん観音〉」

　織姫は自分と夏彦の前方に盾を創り出し、ヴェズエルの波動を防ごうとする。

　だが、破戒王の攻撃を破戒王の武器で防ごうというのは、理に適わないのではないだろうか。

「――っ！」

　盾は一瞬で砕くだけた。そしてヴェズエルの波動を喰らった織姫は、二つの残鉄を放り出す。

　それは最後の二つのピース。

　手にしたヴェズエルは遂ついに叫んだ。

「おお、これで我が残鉄は全て揃そろった。完全なる復活だ。さあ、三世寺夏彦、蓬田織姫。神しん滅めつに到いたる戦いを始めよう。まさか、もう戦えぬとは言わぬよなぁ！」

「言うかよ！　神滅も大千世界もどうでもいいが、襲おそってくる奴やつは倒たおすしかねぇ。それが織姫を巻き込むとなれば尚更だ」

「そのとおりです。私一人を標的にするというのならともかく、夏彦を狙うなんて言語道断。私の大好きな男の子を傷つけようなんて、死をもって償って下さい！」

「よかろう。では第二幕だ。征くぞダイアンサス。リリウム、無論、お前も付いてくるのだろう！」

「当たり、まえ……」

　ずっと夢見て、これからも見続ける、終わらない夢。

　破戒王ヴェズエルという物語を間近で見続ける切符。リリウムはそれを差し出され、手に取った。瞬間、五枚目の花弁が散る。

　全てが潰えた。

　まるで糸がほつれたように、リリウムの手足がバラバラになる。魔力が尽きて、細さい胞ぼうが壊死して、内出血も外出血も止まらない。

　そんなリリウムを見つめるヴェズエルの瞳ひとみが少しだけ動揺しているように見えたのが嬉しかった。

　――ああ、私が死んで悲しんでいる。

　思い上がりかも知れない。勘違いかもしれない。それでもいい。

　結局、最後まで付いていくことも出来なかった自分だけど、ヴェズエルに見つめられて逝けるのだ。きっとそんなに悪くない。

　体が消え去って、残鉄だけになる。もう何も見えない聞こえない。

　この魔力吹き荒れる空間にとどまることすら許されない。

　一瞬で押し出され、吹き飛ばされ、最期の血を舞わせて紅花吹雪は完結した。
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「リリウム……そうか、お前はここまでか」

　ヴェズエルは闇やみの中に消えていく残鉄に手を伸のばしたが、間に合わず、リリウムを弔うように低く呟いた。

　彼女の突とつ然ぜんの崩ほう壊かいは、夏彦にとっても驚きだった。二対三より二対二の方がいいに決まっているが、それでもリリウムの脱落は、どこか手放しで喜べないものがある。

　なぜならリリウムはいつだって、ヴェズエルを蘇らせたいという想いだけで動いていたのだ。それは敵である夏彦ですら痛いほど分かっていた。

　そんなリリウムの死を、ヴェズエルが悼んでいる。

　感動すら覚える光景だ。しかし、

　――織姫、分かっているな？

　――ええ、行きますよ！

　一緒に追悼していられるほど、こちらに余よ裕ゆうはない。

「斑いかる鳩が流りゆう本ほん家け魂こん燃ねん式しき魔ま闘とう術じゆつ、型ノ壱いち――禍か炎えん闇やみ色いろ剱つるぎ」

　夏彦と織姫は互いの手で黒い剣を握りしめ、破戒王夫婦に向ける。

　それは卑怯でもなければ不意打ちでもない。なぜなら今は戦闘の真っ最中。敵がよそ見をしているからといって、手加減してやる義理はない。

　隙すきあらば迷わず斬る。それが真剣勝負というもの。

「迷わず来たか……それでこそ敵として相応ふさわしいな！」

　不意打ちに対して、まずはダイアンサスが気が付き、歓かん喜きの笑えみを向けてきた。

「――ッ！」

　そして夏彦たちが驚く間もなく、ヴェズエルが呪言を唱えて剣を創り出す。

「破戒王『極点位階奥義』自在武具錬成――仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆ」

　ついさっきまで夏彦の武器だった、最強の剣。流石さすが、本来の持ち主が手にするだけあって、放たれる威圧感が数段増している。こちらの戦力が減り、敵が強化されるという最悪の展開だ。とはいっても、本来の持ち主のところに返っただけなのだから、むしろ本番はここからなのだろう。

「仕切り直しだ。リリウムに報むくいるためにも、圧あつ倒とう的てきに、完膚無きまでに勝たせてもらうぞ」

　夏彦と織姫の不意打ちを意に介さず、当然のように跳ね返した。

　彼かれは『暗黒ドームの底に行きたい』という他人からしたらどうでもいい目的のために、全世界を平然と巻き込む男だ。そのくせ、どこまでも威風堂々とたたずんでいる。

　なるほど、付き従いたくなる気持ちも分かる。

　しかし、それがどうした。

　こっちはただの人間なのだ。途と方ほうもない野望とか、飽くなき闘争本能とか、そんなものは物語の中にあればいい。

「織姫、気合い入ってるか!?」

「愚ぐ問もんですね、夏彦と一緒に戦っていて、気合いが入らないわけがないでしょう！」

「最高の答えだぜ！」

　禍炎闇色剱と仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆが激突する。

　その凄まじさを形容する言葉は、どこの世界の言語を探しても見つからないだろう。

　超ちよう新しん星せい爆ばく発はつも、銀河系同士の激突も、ビッグバンですら比較対象としては弱すぎる。

　人類も魔族もいまだ経験したことのない閃せん光こうが駆け抜け、怒濤のエネルギーが暗黒ドームの底を貫いた。

　戦いの余波が推進力となり、四人を下へ下へといざなっていく。

　夏彦と織姫が何かの一線を踏み越えたと感じ取った瞬間、周囲の景色が一変する。

「これが……」

「須弥界の外！」

　全天に広がった光景を前にして、息を呑むより他はなかった。

　一見すればたんなる星空にも似ていたが、目をこらせば点の一つ一つが星ではなく、須弥界であるのがはっきり分かった。

　人界、魔ま界かい、天界という三つの宇宙を内包する須弥界。

　それが宝石を散りばめたように、幾つも輝かがやいている。

「そうだ、我らが生まれた須弥界は、無数にある内の一つに過ぎぬ。ここから見えるのは丁度千個。しかし、先はまだまだ長いぞ。ここはあくまで小千世界。シュトライムとの戦いでも到れたのだ。いわば序の口。さあ、続けるぞ。大千世界で奴が待っている！」

　ヴェズエルは実に楽しそうに笑いながら、再び仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを振り下ろす。同時にダイアンサスも三さん叉さ雷らい毘び槍そうを構え、強きよう烈れつな突きを放ってくる。

「おォォォオッ！」

　夏彦は右手で禍炎闇色剱を持ち、仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを打ち砕く。が、敵の武器は二本ある。夏彦だけでは防げない。否いや、夏彦だけで防ぐ必要はない。いまや織姫という最強のパートナーがいるのだから。

「たぁぁぁぁっ！」

　織姫はヘアピンを日本刀に変化させ、左手を使って三さん叉さ雷らい毘び槍そうを弾はじき飛とばす。

　無論、空いた手を繋いだままなのは言うまでもない。

　強敵を相手に片手で迎え撃つというのは不利なこと極きわまりないが、この手を離せば、我等誓此処不滅相愛による七夕宇宙が消えてしまう。

　本音を言ってしまえば、ただたんに手を離はなしたくないだけなのだが、だからこそ無尽蔵の力が溢あふれ出だす。この理不尽さこそが極点位階なのだ。

　そして理不尽なのは敵側も同じ。

　砕けた仰ぎよう月げつ点てん・火か界かい咒じゆを一瞬にして修復し、飛んでいったはずの三さん叉さ雷らい毘び槍そうが再び現れる。

　どちらも自分たちの方が強いと信じているから、相手が力を見せればそれを上回る力で対たい抗こうする。それを繰り返している内に、どちらも戦いの開始時点から見ると、数千倍に強くなっていた。

　その力に耐えられず、小千世界が破れて穴が空く。

「ここから先は我にとっても未知の地だ！　ああ、奴に近づいているのが分かるぞ。待っていろ大千世界の主よ。この破戒王が倒してくれる！」

　小千世界を越えた先は中千世界。それは小千世界が千個集まった空間だ。

　夏彦も織姫もここにくるのは当然初めてなのだが、空間そのものに情報が刻まれている。深く潜るにつれて、それが頭に流れ込んでくる。

　かつてこの構造を創り上げた者が、大千世界を目指す挑戦者へ残したヒントなのだろう。

「これは……！　なるほどな、どうしてお前が大千世界を目指しているのか分かったぜ」

「信じたくはありませんが、知ってしまった以上は挑いどむしかない。この底にいる存在は、そういうモノなのですね」

　いまだ情報は断片的だが、それを繋ぎ合わせれば、これまでヴェズエルが放っていた謎なぞめいた言葉の数々にも納なつ得とくがいくのだ。

　須弥界に存在するあらゆる生命は、大千世界を目指すために創られたという突拍子もない話を、今の夏彦と織姫は信じている。それどころか、平行して存在する無数の須弥界もまったく同じ目的のために創られたのだ。

　戦って戦って、須弥界に穴を掘り、大千世界の奴と戦える戦士を育てるための舞台装置。夏彦の前世であるインドラが無差別とも言える破は壊かい衝しよう動どうを持っていたのは、その戦いを活性化させるために配置された『敵役』だったから。

　インドラという敵を倒すために皆みなが必死になり、その過程で強く強く成長し、須弥界の壁を突破する。

「つまり、インドラとは、試金石なのだよ。それを倒せる存在が現れたら、その須弥界は成功と言えるだろう。十六年前は何もかもが半端で終わってしまったが、今ここに再演を迎えた。我は試金石を倒して大千世界へ進撃する。さあ散るがいい三世寺夏彦。我わが覇道にとって、お前など通過点に過ぎぬのだ！」

　我こそが選ばれし勇者であると高らかに宣言し、ヴェズエルは怒濤の剣撃を繰り出した。

　それに追随してダイアンサスが、夫の邪じや魔まをせぬように、それでいて絶妙の補佐となる攻撃を適所で放つ。

　それらを捌さばきながら、夏彦は怒いかりに燃えた。織姫も全く同じ感情を持っていた。

「試金石に通過点だぁ？　好き放題言いやがって。それは俺おれの前世の話だろうが。正直、俺自身は大千世界に興味はないが、お前に譲るのは癪だぜ」

「そうですよ。私の夏彦を踏み台扱いなんて、身の程を知りなさい。たとえ夏彦が許してもこの私が許しません！」

　それは夏彦と織姫にとって、絶対に必要な反論だった。ただ馬ば鹿かにされただけならともかく、通過点など決して許してはならない暴言だ。

　しかし、こちらの言葉もまた、相手の怒りに火を付ける。

「身の程を知れ――とな？　妾わらわの夫に向かってよくもそのような口をきけるな織姫よ。そなたのことは気に入っていたが、流石さすがに笑って済ますことは出来ぬぞ。撤回しろ。さもなくば、その舌そぎ落としてくれる！」

　夫に対する暴言で、ダイアンサスが目に烈火を浮うかべて吼え立てる。

　当然、織姫に撤回する気があるはずもない。

　この場にいる誰だれもが争いを避さけようと思わず、しかも同規模の武力を有していた。

　持久戦に消耗戦。戦いの長期化は不可避であり、血みどろの結末しか見えてこない。

「ダイアンサス、てめぇ、俺の織姫に何てこと言いやがる。冗じよう談だんでも許さねぇ、ぶっ殺す！」

　まもなく中千世界を突破する。

　魔ま力りよくの増大は止まらない。

　かつて無数の須弥界を創り上げた者が意図したとおり、夏彦たちは強くなり、大千世界へ到るだろう。

　しかし、その敵意が向かう方向が大きくズレはじめていた。





※






　どうやら自分は死んでしまったらしい。

　体の感覚もなく、目も見えないリリウムは、記き憶おくをたぐってその結論に行き着いた。

　紅花吹雪の五十秒を使い切ったのだ。であれば死ぬのが当然。驚くに値しない。

　絶命する間際に、ヴェズエルが敵を圧倒する姿を見ることが出来た。しかも最後にヴェズエルが「付いてこい」と言ってくれた。

　もう思い残すことは何にもない。

　愚鈍な自分にしてはよくやったほうだろう。

　あの五十秒で、確かにヴェズエルの役にたてたのだから。

　このまま安らかに消えてしまおう。あと数分もすれば残鉄が霧散して、このわずかな意識も閉じるはずだ。

　リリウムがそうやって考えるのを止めようとしたとき、誰かが自分を優しく掴つかんだ。

「リリ姉！」

　幼い少年の声が聞こえる。

『エルメネヒルド……？』

　レムナンツの最年少で、リリウムにとっては弟のような彼の声だった。

　年下なのに自分よりずっとしっかりしていて、何度も助けられたことがある。

　今日も、こんなところまで心配してきてくれたのだ。

　とても嬉うれしいけど、無駄足を運ばせてしまったことが申し訳ない。だって自分はもうお終しまいなのだ。

『ごめん……私、死んじゃったみたいだから……あとのことはお願い……』

「なに言ってるのさリリ姉！　こんなところで死んじゃ駄だ目めだよ。最後までヴェズエルに付いていくんじゃなかったの？」

『そう、だけど……でもいいの。ちゃんと役にたてたから』

「役にたてたからって……それだけ？　その調子だと、ちゃんと好きって伝えてないでしょ」

　どこか呆あきれたような声で言われてしまった。

　年下の男の子に説教されて、リリウムは少しカチンときた。

『ヴェズエルはダイアンサスともう結婚しているし、それに私、結構露骨だったから、言わなくても伝わってると思う……』

　すると返ってきたのは、とんでもなく深いため息だった。まるで、救いようのないほど出来の悪い生徒を前にした教師のような。

「あのヴェズエルが、そんな細かいことに気付くと思うの？　言わなきゃ分かるわけないでしょ」

『そう、かな……？』

「そうだよ。リリ姉だってさ、僕ぼくがリリ姉のこと好きなの、気付いてないでしょ」

　エルメネヒルドは笑ってそう言った。

　リリウムは言葉に詰まる。

　好き？　好きというのは仲間としてではなく、男と女として？　エルメネヒルドが、自分のことを？　もしかして気付けなかっただけ？　いや、そんな素振りはなかった……と思う。

『そう、なの……？』

　混乱する思考の中から、やっとそれだけ絞り出した。

「ほら、やっぱり気付いてない。僕もリリ姉に劣らず露骨だったと思うんだけど。だからさ、伝えなきゃ駄目だよ」

　年下の少年の告白に、まともに応えることすら出来ない女に対して、エルメネヒルドは優しく笑ってくれた。

　こんな子に好きになってもらえるなんて、自分のどこにそんな価値があったのだろう。

　分からないけれど、せめて教えてくれたことは実行しなければ。

『分かった……ありがとうエルメネヒルド』

「うん。頑がん張ばって、リリ姉」

　それを聞いて、リリウムは今いま更さら思い至る。

　エルメネヒルドだって頑張ったに違ちがいないのだ。笑っているが、告白するのに勇気を使わなかったはずがない。だから、ちゃんと答える義務がある。

『エルメネヒルド……貴方に好きって言ってもらえて嬉しいけど……私はヴェズエルが好きだから……貴方のことは弟みたいに思ってたけど……その、恋人には……』

「うん、うん。分かってるよ。分かってたけど、スッキリした。ちょっと悲しいけどね。リリ姉もスッキリしてきなよ」

『当たって砕けろ？』

「別に砕けなくても、そのままくっつけば？　ヴェズエルとダイアンサスが嫌いやがっても、しつこく追いかければいいんだよ。それがリリ姉の願いでしょ」

　その通りだ。自分の願いはヴェズエルの勝利を間近で見ること。

　ここで朽ち果てたら願いは成就しない。

「僕の魔力を全部あげる。ヴェズエルに追いつくまで消えちゃ駄目だよ。それじゃ行ってらっしゃい。またね、リリ姉」

　エルメネヒルドはリリウムの残鉄を暗黒ドームの底に向かって押し出した。

　もう二度と会えないかもしれないのに、またね、と言ってくれた。

　いや、絶対にもう一度会える。

　願いはきっと叶うもの。信じ続ければ叶うもの。

　信じ続ければいずれ狂気になって力を生み出し、宇宙を歪めてでも叶えてしまうのだ。

『うん、またね』

　自分たちが再会を望む限り、宇宙はそれに逆らえない。
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　遙かな過去。それこそ何千億年前という太古の時代。外の世界から、得体の知れない怪かい物ぶつが攻せめてきた。怪物の目的は、ただひたすら侵しん食しよくすることにあった。いや、目的というほど高等な知性があったか怪あやしいところだ。

　植物が地中から養分を吸い上げるのに知性が不要であるように、怪物は機械的に世界を侵食していった。

　当時の世界に住んでいた生物たちは当然、生存をかけて怪物に立ち向かった。総力を挙げ、勇気を振り絞り、個々の命をなげうって、特とつ攻こうを繰り返した。

　結果、効果なし。倒すどころか、侵食を遅らせるのが関の山。

　世界は何の捻りもなく滅めつ亡ぼうに瀕したが、その間際に一つの計画が実行に移された。

　それは起死回生を期待できるような都合のいいものではなく、どちらかといえば悪あがきに属するものだった。

　その計画の名は、弥み勒ろく計けい画かく。

　世界を幾つにも細分し、そこに生命の種を蒔き、複数の種族を進化させ、戦わせて強くする。やがて強さの限界を突破した固体が現れ、怪物を倒してくれることを信じ、太古の者たちは己おのれの魂を使って、怪物を世界の奥底に閉じ込めた。

　誰もが本気で成功するとは信じていなかった。怪物はあまりにも強すぎて、たかが十億個の宇宙から戦士が生まれるとは思えなかったのだ。

　しかし、このまま全滅するのは悔しすぎる。限りなく無に近い確率でも、彼らはそこに賭けるしかなかった。




「そして今、我という戦士が怪物の前に参上する！　華麗に成敗し、太古の者どもの無念を晴らしてやろうというのだ。故に邪魔をするな三世寺夏彦！　我はこの世界の主人公なり！」




　全力の攻こう撃げきをぶつけ合いながら、ヴェズエルは夏彦にふざけた宣言を行なった。

　いい歳としの大人が、こともあろうに、自分は主人公だと、そう叫んだのだ。

「バッカじゃねーのか！　そんな誇大妄想のために何で俺が道を譲らなきゃならねぇんだ。寝言は死んでから言え」

　すると今度はダイアンサスが夫の腕うでに纏わり付きながら、うっとりした声を出す。

「寝言ではない。見よ、このたくましい体を！　雄お々おしい顔立ちを！　我が夫は強く、女にもて、仲間にも恵まれた。これが主人公でなくてなんだというのだ。さあ、敵役は敵役らしく、主人公の剣けんの錆となれ。妾はヒロインとして、それを褒ほめ称たたえるのが楽しみなのだ！」

「ふざけないでください、馬鹿なんですか貴女あなたは。敵役として設定されたのはインドラであって、夏彦ではありません。だから負けてやる義理なんてありません！　そっちこそ引っ込んで下さいよ。夏彦が格好良く怪物をやっつけますから」

「よく言った織姫！　こんな大昔の連中が仕組んだ劇は早いとこ片付けて、どっかデートしに行こうぜ」

「分かりました！　私がお弁当を作りましょう！」

「やったぜ！」

　デートの約束を取り付けたのが嬉しくて、夏彦と織姫は本日最大の一いち撃げきを同時に放つ。それにより、いよいよ中千世界の底を貫いた。

　その下にあるのは全世界の最下層。

　恐おそるべき怪物が住む、大千世界がそこにある。

　人界、魔界、天界を内包する須弥界。それが千個集まって小千世界。小千世界が更さらに千個集まって中千世界。中千世界が千個で大千世界。

　すなわち十億個の須弥界。

　気が遠くなるほどの大規模構造だ。それら全すべて、たった一匹の怪物を倒すためだけに創られたという冗談じみた話だが、大千世界を目の当たりにした夏彦は、なるほどと納得するしかなかった。

　――やべぇ。

　最初の感想がそれだった。周りの景色は相変わらず星空にそっくりで、点の一つ一つが中千世界だというのは驚おどろくに値しない。一つ変化したのは、上下の概がい念ねんがあること。

　大千世界は、中千世界が浮かぶ空と、水に満たされた海に分けることが出来るのだ。

　途方もなく広い。しかし夏彦が驚いたのは、大千世界の広さではなかった。

　その海を埋め尽くす、蓮の花に対してだ。

　繰り返すが、大千世界とは十億個の須弥界から構成されている。その下に広がる海となれば当然、十億個の須弥界が収まる広さを持っている。

　そんな海が、蓮の花によって完全に占拠されてしまっている。それこそ端はしが見えない彼方かなたまで、緑の葉と淡い桃色の花で染まっていた。

「あれが……」

　夏彦と織姫は息を呑む。

「そうだ、これこそが！」

　ヴェズエルとダイアンサスは高らかに叫さけぶ。

　あれこそが太古の世界を滅亡させた怪物。

　もはや邪神としか言いようのない力を持った存在。

　すなわち、毘盧遮那ビルシヤナに他ほかならない。

「これだ、これを倒したかった！　極点位階に到った瞬間から、奴の存在をずっと感じ続けていた……ああ、ようやく相見えたぞ。さあ、退け三世寺夏彦、蓬田織姫。今からこの物語の最終章が始まる。脇役が出しゃばっては興きよう醒ざめだ。邪神ビルシヤナを滅する者――すなわち神滅者デイスビルシヤナとは我のこと！」

　ここにきてヴェズエルのテンションが究極の域に達する。

　声の響ひびきだけで大千世界が震しん動どうし、海が波打つ。

　もしかしたら、今のヴェズエルの叫びで中千世界が幾つか砕けたかも知れない。

　しかし、夏彦と織姫は怯まない。

「脇役とまでぬかすか！　よほどボコられたいらしいな。ビルシャナはビルシャナで倒すが、その前にまずはてめぇだヴェズエル。好きな女の前で脇役呼ばわりされて、黙だまってられるほど腑抜けじゃねーからな！」

「その勢いです夏彦！　ヴェズエルなんて貴方あなたの手にかかれば雑ざ魚こですよ。さくっと片づけて下さい」

「織姫よ。その暴言の数々、妾に対する挑戦状と判断する。そなたは妾の手で屠ると今決めたぞ」

　ようやく全貌を現わしたビルシャナを無視して、二組の男女が火花を散らす。

　何が目的で、何が手段なのか、かなりあやふやになっていたが、誰も気にとめていなかった。

　それに腹を立てたわけでもないだろうが、蓮の化身たるビルシャナが、数千本の触手を弾だん丸がんのように伸ばして攻撃してきた。

　全て密集すれば、須弥界を跡あと形かたもなく消し飛ばすだけの威い力りよくが込められている。おそらく、これまでにもビルシャナは、この触手を伸ばして幾つかの須弥界を侵食してきたのだろう。その魔まの手が夏彦たちが住んでいた須弥界に達するのは時間の問題だった。

　誰がやるにせよ、ビルシャナは倒さねばならない。

　問題なのは、誰がやるのか、ということ。

「邪魔だぜ、引っ込んでいなビルシャナ！」

「その通り！　今、誰がお前を倒すか、それを決める戦いをしているのだ。邪魔するというのであれば、たとえビルシャナであろうと容赦はせぬぞ！」

　ヴェズエルの物言いは驚くほど支し離り滅めつ裂れつだったが、夏彦は深く深く同意した。

　まず何よりも真っ先に、目の前にいる男を倒さずにはいられない。水を差すような奴は死んでしまえ。

　ここで二人の男は奇妙な共闘に到り、示し合わせたように眼下のビルシャナへ一撃を入れる。

　人の口では発音できない甲高い悲鳴が響き、蓮の花が蠢いた。

　大千世界の海が半分ほど蒸発し、残りは大きく波打ってビルシャナを揺らす。

　このまま夏彦とヴェズエルが力を合わせれば、あと数発で決まってしまうだろう。

　しかし、言うまでもなく、次の瞬間には二人とも互たがいを攻撃し合っていた。

「てめぇ、俺がビルシャナ倒すって言ってんだろ。手ぇ出してんじゃねーよ！」

「ほざくな小こ僧ぞう！　我は奴と戦いたくて戦いたくて夢にまで見たのだ！　十億個の須弥界という仰々しい仕掛けがありながらいまだ奴が健在と言うことは、誰も勝てなかったのだ。十億個だぞ！　そこに何体の生命が生まれて死んだのか知らぬが、その中で最強は我である。今からそれを証明する！」

「そして妾はそれを見て惚ほれ直なおすわけだ。やはり強い男というのは素す晴ばらしい。少々の欠点など見えなくなるぞ。ああ、この身は既すでに火ほ照てっている！」

「なるほど、いいことを聞いたぜ！　織姫、俺がビルシャナをやっつけるところ見たいよな！」

「当然です！」

「よっしゃぁぁ！」

　夏彦はすぐさま真下に向かって朧おぼろ朏みかづき穿うがつ雲ぐもを撃ち込んだ。極大の黒い矢が、ビルシャナの全てを薙ぎ払おうと突つき進すすむ。

　だが、その進行方向に邪魔な夫婦が割り込んだ。

「させんと言っている！」

「他家の夫婦の営みを妨ぼう害がいするとは、人間の子供は碌な教育を受けていないと見える。ガキはガキらしく、公園で慎ましくデートでもしているがいい！」

　ヴェズエルとダイアンサスが鬼おにの形相で、黒い矢を叩たたき潰つぶした。そんな夫婦の目前に、大きなスイカが現れた。

「斑鳩流人じん用よう傀儡くぐつ闘とう法ほう、爆ノ型――無む常じよう無む名めい西瓜すいか丸まる」

　織姫の呪言にもまたドス黒い怒りが混じっていた。見れば肩かたを震わせ、目を血走らせている。

「せっかく夏彦が活躍しようとしていたのに！　若者の恋路を邪魔するなんて、それでも大人ですか見苦しい！　老夫婦は分相応に温泉旅行にでも行ったらどうです!?」

　スイカは爆ばく発はつし、炎と衝しよう撃げき波はで破戒王夫婦を攻撃する。更に種と皮が飛び散って二次的な被ひ害がいを生み出した。

　とばっちりを受けたのはビルシャナである。スイカの爆撃を受けて、花弁や葉をズタズタに引き裂かれてしまったのだ。その言葉は分からないが、怒り狂っていることだけは伝わってくる。

　しかし、ビルシャナとて太古に恐れられた怪物だ。このまま大人しく敗れ去るはずもない。大千世界の彼方まで広がっていた無限の花を一カ所に集めていく。うねり、溶けて、融合し、植物の塊かたまりがそびえ立っていく。

　脚あしの代わりに根を海に伸ばし、大木のように胴どう体たいが天へ伸びる。頭部だけが動物的で、まるで恐竜か怪かい獣じゆうのようだった。そのてっぺんは空に煌めく中千世界に擦りそうなほど高い。

　大千世界が広すぎて遠近感が狂いに狂いまくっているが、中千世界が点にしか見えないことから考えて、ビルシャナの大きさは一兆光年やそこらでは済まない。まともに考えれば、ビルシャナの姿が夏彦たちの目に届くまで一兆年以上かかるし、場所によって時代が違うというのも有り得るのだが、今更ここで物理法則を論じるほど無意味なこともないだろう。

　問題なのは、でかすぎて目障りだというその一点。

「何だこりゃ、まるでそびえ立つクソだな！」

「どの面を下げて我らの決けつ闘とうに割り込もうというのだ植物風情が！」

　誰も彼もが当初の趣旨を忘れている。

　いや、自分の女にいいところを見せたいという肝かん心じんの部分はズレていないので、ある意味、初志貫徹といえるかも知れない。

　無下に扱われたことに憤慨したのか否かは分からないが、ビルシャナは太く長い触手を伸ばし、中千世界にぶつけた。

　流星の如く、十数個の中千世界が夏彦たちに迫せまってくる。

「こんな物は！」

「妾に任せておけばよい！」

　織姫とダイアンサスが、それぞれの得物で流星群を一刀のもと斬きり裂さく。それこそ、まな板の上の野菜のように容易たやすく扱った。

「ォォォォォンンン！」

　ビルシャナから甲高い鳴き声が響く。

　自分の技わざが通用しないことに戸と惑まどっているようにも聞こえるし、たんに鳴いてみただけのようにも聞こえる。

　どちらでもよい。ビルシャナなど夏彦の眼中にないのだ。

　朧朏穿雲を引き絞り、一撃必殺の矢を放つ。と同時に、ヴェズエルもまた、弓と矢を創りだしてビルシャナに射った。

「ぬ！」

「む？」

　標的から目をそらし、男二人で睨み合う。

　結果は確認しなくても分かっている。一発だけでも十分に殺せたのだ。それが二発だから、完全なオーバーキル。ビルシャナの体は消し飛び、その下に広がっていた海も一滴残らず蒸発する。

　海がなくなったあとに残ったのは、驚くほど平らな、暗黒の地面だった。

　まるで、ここから先には何もありませんと教えてくれるかのように、わずかな隙間も歪ゆがみもない大地が広がっている。

「言わなくても分かっていると思うが、ビルシャナにトドメを刺さしたのは俺の一撃だからな」

「なんだと馬鹿め、ふざけるな。どう控ひかえめに見ても我の矢が当たるのが早かった。そこまでして手柄が欲しいか三世寺夏彦」

「いいえ私もちゃんと見ていました。夏彦の方が早かったです！」

「見損なったぞ織姫。妾の夫が嘘うそをついているとでもっ？」

「それ以外に聞こえたなら私の言い方が悪かったのでしょうね」

「小こ娘むすめが……ッ！　いくら口が達者でも、現実は覆らぬぞ！」

　夏彦とヴェズエルより、むしろ女衆の方が白熱し、激しく舌戦を繰り広げる。

　そして最後にこう言うのだ。

　隣となりにいる男を仰ぎ「さあ、やってしまえ」と。

　それに対する返答は唯ただ一ひとつ。「言われるまでもない」と。

　別に相手を怨んでいるわけでも目的が競合しているわけでもないのだが、とにかく負けたくないのだ。

　孔雀が羽を広げるがごとき求愛行動。特にヴェズエルには、強い奴やつを見たら戦わずにはいられないという救いがたいサガも混じっている。いや、夏彦だって自分の力を試ためしてみたいという欲求からは逃にげられない。

　同時に女子はこう思う。私の男の強いところを見てみたい！

『そう、私もヴェズエルが勝つところを見たい』

　そう呟つぶやいたのは、織姫でもダイアンサスでもなかった。

　突とつ如じよとして戦場に落ちた一欠片の残鉄が、少女の声を発したのだ。

　残鉄はヴェズエルのそばに、白百合の花弁のようにひらりと舞い降りる。

　それは須弥界にて散ったはずのリリウム・ホーリーベルの声だった。

　一体なぜここに、という疑問は、声色だけで解決する。恋する少女そのものなのだ。リリウムと付き合いのない夏彦や織姫ですら、ヴェズエルに対する想おもいを読み取った。つまり、愛する男を追いかけて、大千世界にやってきたのだ。

　その想い、敵ながら賞賛に値する。

　しかし、信じがたいほど鈍感な男というのは実在するものだ。

「おお、リリウム。残鉄になってまでここに辿たどり着つくとはあっぱれ。お前は思いのほか勝利に貪欲な魔族なのだな！」

『そう。私はヴェズエルの勝利が見たい』

「……？　自分のではなく、我の勝利、か？　何なに故ゆえに？」

　本当に不思議そうに尋たずねるヴェズエルに、リリウムは言葉をつまらせ、ダイアンサスは苦く笑しようし、夏彦と織姫は呆れ果てた。

　ここまで異性の好意に気付かない男がいるのだろうか。夏彦は織姫一筋だが、自分を好きになってくれる女の子が現れたら、きっと気付くはずだ。なのにヴェズエルときたら、何も察していない。同じ男として恥はずかしい。

『それは……だって私は、ヴェズエルのことが好きだから』

　あげく、女の子に告白されて初めて目を見開いた。

　阿あ呆ほうなのでは、と疑わずにいられない。

「好き、とな。この我を異性として好いているのだな？」

『うん……ずっと大好きだった』

「なるほど。それは男として誉れだ。素す直なおに喜ぼう。されどリリウム。知ってのとおり、我はダイアンサスの夫なのだ。お前の気持ちに応えることは出来ないぞ」

『分かってる。ただ……どうしても伝えておきたかったから。私はその他大勢でもいいの。そばにいることが出来たらそれでいい。貴方の勝利を私に見物させて』

　敵である夏彦と織姫ですら同情したくなるほど健気なリリウムの懇こん願がんに、ヴェズエルは臆することなく笑って答える。

「心得た。いつかお前の伴侶が見つかるまで、その魂たましい、我が一時預かろう。リリウム・ホーリーベルはこれより我の傀儡となり、勝利を共有する。なあ、構わぬだろうダイアンサス」

「よいよい。破戒王ヴェズエルが、他の女に惚れられるたびに怒おこっていたのでは、妾の体が保たぬ。どうせ駄目と言ってもリリウムは付いてくる。大人しそうな顔をして一番頑がん固こだからな」

『私そんなに頑固じゃないと思うけど……』

　釈然としない声を出だすリリウムに構わず、ヴェズエルはその残鉄を握にぎりしめる。
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　閃せん光こうが走り、白い花弁が舞う。それが人型に集まり、リリウムの姿が顕けん現げんした。そしてヴェズエルの腕に抱きついて体を密着させた。すると競きそうようにダイアンサスが反対の腕を取り、同じようにヴェズエルにくっつく。

　いわゆる両手に花という状態だが、戦力としては笑い事ではない。

　超宇宙規模の武器を無限に創造できるヴェズエルに、あらゆる武器と術を限界まで使いこなすダイアンサス。そこに敵戦力の九割九分九厘まで自分を強化できるリリウムが加わったことにより、布陣としては鉄てつ壁ぺきと言わざるを得ない。

　こちらがどんなに強くなっても、リリウムがほぼ同等のレベルまで追いすがってくる。残りの一厘は、ヴェズエルとダイアンサスで容易に超こえてくるだろう。

　しかし、夏彦と織姫の我等誓此処不滅相愛は、二人の恋路を邪魔する者を消しよう滅めつさせるという法則だ。つまりヴェズエルたちがどんなに強大であっても、夏彦と織姫に害をなそうとするのであれば、消滅の対象となる。

　だが、リリウムの能力がある以上、一方的に消し去るのは不可能だ。そこにギリギリの衝突しようとつが発生する。

　相手を上回り、追いつかれ、また引き離す。

　それを何億回と繰り返した果てに、大千世界すら破裂しそうなほどの力が周囲に満ちていく。

　されど、二人の男は意に介さない。




「我の全武装を束ねるぞ！　ここに万ばん象しようを斬り裂く究極の剣が誕生する！　ふはははははははっ、どうだ三世寺夏彦！　この剣を、火か界かい王おう剣けんとでも名付けようか！」

　ヴェズエルは火か界かい咒じゆを二回りほど大きくしたような剣を握りしめ、その絶大な力に酔いしれ、なおかつ挑む相手がいることに歓かん喜きした。

　新しい玩具をもらった子供の如く。自分は何にでも成れると信じる少年の如く。

「おお、見るがいいリリウム。我が夫が笑っているな。まるで自分一人の力で戦っているかのような態度だ」

「ほんと……私たちが両脇から支えているのに。だけど、可愛かわいい」

「うむ、可愛いな。男はこのくらいで丁度いい。どうせあとになってから、妾たちの助力に思い至って赤面するのだ。それまでは精々、気持ちよく戦わせてやろうではないか。いい男を後ろから支えてやるのは楽しいぞ」

　ダイアンサスとリリウムの会話が届かないほど、ヴェズエルは昂ぶっていた。

　次の一撃は自分の生涯で至高のものになるという確信がある。

　三世寺夏彦と蓬田織姫がどれほど強くとも、最後に勝つのは自分たちなのだ。

「征くぞダイアンサス、リリウム！　我は約束どおり、皆を率いて無限の進しん撃げきを続ける。ビルシャナは拍ひよう子し抜ぬけだったが、ここに三世寺夏彦と蓬田織姫という好敵手が立ちはだかっている。彼かれらを倒たおして道を切り開くぞ。考えてみれば、この場所に大千世界という名が付いている以上、前人未踏とは言いがたい。我らが目指すのは更なる深淵だ。いずれ他の連中も追いつくだろう。ああ、我こそは破戒王ヴェズエルなり！」




「おいおい、本気かお前ら。この期に及およんで、マジで俺と織姫に勝てると？　気の毒すぎて笑えねぇな。斑鳩流の錆になれや！」

　夏彦の構える禍炎闇色剱の密度がどこまでも増していく。大千世界そのものを斬り裂けそうなほどに強くなり、そしてまだ限界を迎えない。

　織姫さえそばにいてくれたら、どんな壁かべだって越えられる。故ゆえに壁は壁にならない。

　ヴェズエルなど、恐るるに足らず。

「夏彦、早く終わらせましょう。雑音が大きすぎて、落ち着きません」

「おう！　一いつ緒しよにイチャイチャしようぜ。そのために、まず――」

「一緒に奴らを倒しましょう！」

　禍炎闇色剱に織姫の手が添えられた。

　いい女が肩を並べてくれるというのは最高だ。

　自分は強い。自分を愛してくれる女も強い。だから力を合わせれば負けるはずがない。

　それは錯さつ覚かくでも何でもなく、ここに展開している宇宙の法則なのだ。

　なのに敵は同等の力でこちらの刃やいばを押し返してくる。

　こちらの想いと向こうの想いが拮きつ抗こうしている。そんなことは認めないと更に力を加え、相手も同じように力を増してくる。

　どちらも確かに正しくて、だからこそ優ゆう劣れつが生まれない。

　常に相手を上回るという極点の宇宙同士がぶつかり合い、大千世界を構築した者たちの想定を遥はるかに踏み越えていく。

　ここが最さい奥おうのはずなのに。大千世界より先には何もないはずなのに。

　遂ついにたがが外れた。底に穴が空く。眼下の黒い地面に亀き裂れつが走り、そこから風が吹き荒れる。

　その穴がなんであるのか、夏彦の中にあるインドラの記憶にも、大千世界に刻まれた記録にも全く残されていなかった。完全に未知の、途と方ほうもない何か、だ。

　こちらとあちらは、まるで違う。落ちたら二度と帰って来られない。

　だったら利用するまでだ。

「織姫、あいつらをあの穴に突き落とすぞ！」

「分かっています！　これで本当に最後ですね！」

　禍炎闇色剱でヴェズエルとダイアンサスの持つ剣を押し込んでいく。

　無論、押したからといってそのまま引いてくれるような相手ではなく、むしろ一いつ瞬しゆんでも気を抜けばこちらが突き飛ばされてしまう。

　それでも、わずかに――本当にわずかな差で、夏彦と織姫は敵二人をジリジリと押していく。大千世界の底に空いた穴へと近づいていく。

　その間にも穴は広がり、深くなっていた。それこそ破戒王夫妻を飲み込みたくて仕方がないように見える。もちろん、そんなものは夏彦の幻想に過ぎない。一歩間違えれば、全員まとめて落ちるという結末だって有り得るのだ。

「さあ、いい加減観念しやがれ破戒王さんよ！　見苦しく足掻いてないで、最後は潔く散れ！」

「潔く散る？　何だそれは、そんな美学を我は知らん。負け方に良いも悪いもなかろう。我は……我らは勝つ！　そうであろうダイアンサス、リリウム！」

「当たり前だ。妾わらわたちが両脇から支える以上、そなたは最強だ」

「負けさせない。私たちが勝たせてあげる」

「ああ、見ろ三世寺夏彦。素晴らしき女たちであろう！　男としてこれほど嬉しいことがあろうか！」

「へっ、二人合わせても織姫に及ばないぜ」

「夏彦。私と比べたら向こうが可哀想じゃないですか」

　死闘を行なっているとは思えない、のろけ話の応酬だった。しかし双そう方ほうにとって、それは命よりも大切なことなのだ。

　俺おれの女は、私の男は――何よりも素晴らしい。だから勝つ。

　そんな決着の付けようのない言い合いに、目に見える形で終止符を打つ。

　数字にすれば百分の一か、千分の一か。いや、それよりもなお小さい差を積み重ね、夏彦と織姫は、破戒王たちを穴の入り口へと送り込む。

　遂にヴェズエルのつま先が穴に落ちた。

　その瞬しゆん間かん、まるで穴自体がこちらを引きずり込もうと意志を持っているように、強きよう烈れつに吸い込まれ始めた。そう、ヴェズエルたちだけでなく、夏彦と織姫まで。

「ほう……どうやら我らを歓かん迎げいしてくれているらしい。さあ、行くぞ皆みなの者！」

　ヴェズエルはダイアンサスとリリウムだけでなく、夏彦たちに向けても言っているようだった。

　何度も思ったことだが、今一度思ってやろう。こいつは馬ば鹿かだ、と。

　この向こう側に落ちたら負けなのだ。そんなものは見たら分かる。このブラックホールのような力だけでも、剣呑極きわまりない。

「行くのはてめぇらだけなんだよ！」

「勝手に向こうで朽ち果てなさい！」

　夏彦と織姫は、本日最大の力を禍炎闇色剱に込める。

　その瞬間、火界王剣に小さな亀裂が走った。

「ぬぅ――ッ」

　ヴェズエルは目を見開き、その亀裂を凝視ぎようしした。だが、それは一瞬のこと。すぐに見えなくなってしまう。

　なぜなら、彼らは穴に落ちたから。

　押し負け、競り負け、敗者としてこの世界から叩き出される。

　ただ強い奴と戦いたいという子供じみた願いを極めた男と、それに連れ添う女の末路がそれだった。

「って、ボヤボヤしてる場合じゃねぇな。帰るぞ織姫。こんなところ、長居は無用だ」

「はい、帰りましょう。これで名実ともに、私たちが全世界最強のカップルですね」







エピローグ







　時は流れ、春。

　エルメネヒルドは人気のない山中の奥深くにいた。

　その眼前に立つ岩の板は、墓のように見えるが、しかし、どうしても墓とは呼びたくなかった。

　こうして無事だったのはエルメネヒルドただ一人であるが、他の者たちの死亡が確認されたわけではない。少なくともエルメネヒルドは確認していない。

　よってこれは墓ではなく、破は戒かい王おう一派の記念碑だ。

　毎日花を添えて雑草をむしっても、それは死者の追悼ではなく、仲間を忘れないための儀式なのだ。

　リリウムと約束したとおり、きっといつか、また会えるはず。

「だけど、やっぱり一人は寂しいや」

　記念碑の前でエルメネヒルドは膝を組み、俯うつむいてポツリと漏もらす。

　この前まであんなに楽しくやっていたのに、今では話し相手すらいないのだ。

　誰だれでもいいから、一人くらいは帰ってきて欲しい。

　ふとそんなことを考え始めると思考が止まらなくなり、涙なみだがにじみそうになった。

　そのときである。地面から、何やらスライム状の物体が滲み出してきたのだ。

「うわ、何だこれ、服の中に入ってくる！」

　スライムは触手状に変形し、エルメネヒルドの手足を縛り、更に服の隙間から入り込んで皮ひ膚ふを撫で上げた。

「気持ち悪い――って言うか、これアウレリアの求道位階秘技!?」

　どこかで見たことのある触手に、エルメネヒルドは仲間の一人を思い浮かべる。

　それと同時に、森の奥から、チャイナドレスの女性が現れた。

　髪かみはぼさぼさで、服もボロボロ。まるで何ヶ月も遭難していたような有様だ。しかし、その顔立ちは間ま違ちがいなく、レムナンツの一員であるアウレリアだった。

「はぁ……はぁ……限界ネ……もう三週間も男を食ってないネ……」

　アウレリアは木の枝を杖代わりにして体を支え、ふらつきながら歩み寄ってくる。

　目の焦点が合っていない。明らかに正気を失っている。

「ちょっとアウレリア！　僕ぼくだよ、エルメネヒルドだよ！」

　仲間との再会に喜びを感じると同時に、アウレリアの様子に危機感を抱かずにはいられない。そして昔バルトセルに言われたことを思い出す。

　――あいつ、思春期の男より百倍は性欲旺盛だからな。襲われないよう気をつけろよ。

　そんな馬鹿なと思っていたが、今のアウレリアの目を見たら、信じるより他にない。

「あっ、童貞の匂においネ……童貞食べるなんて久しぶりネ！」

「ええっ？　アウレリア、やめてよ、ホントに、ちょっと、うわあああああ！」

　その後、一時間に渡る抵てい抗こうにより、エルメネヒルドはアウレリアの正気を取とり戻もどし、自らの貞操を守ることに成功した。
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　夏なつ彦ひこたちが共に来てくれなかったのは、本当に残念だった。彼らとは何度でもいつまでも戦っていたかったのに。なぜこれからというときに引き返してしまうのか。ヴェズエルには理解できない。

　しかし、今となっては過去の話だ。大千世界を超える勇気がない者は、敵と呼ぶには程遠い。

　これからはダイアンサスとリリウムを率いて、未知の世界を走破するのだ。

　そう期待に胸を膨ふくらませていたのだが――落ちた先は完全なる無だった。

　空間もなければ時間もなく、当然、素粒子一つ見当たらない。

　あるのはヴェズエルが創った矮小な宇宙だけ。

「我の自じ在ざい武ぶ具ぐ錬れん成せいが小さいと、お前たちもそう感じるのだな？」

　ヴェズエルは二人の女性にそう尋ねた。

　確かに自在武具錬成は、極点位階奥義としては効果範囲が狭せまい。しかし、この場合の矮小というのは、その密度を考慮にいれての話だ。

　大千世界に到達し、ビルシャナを倒したヴェズエルの宇宙が、ここではどうしても小さく感じられてしまう。

「言いたくはないが……その通りだ。どうしたことか、そなたの宇宙が頼りなく思える。こんなことは生まれて初めてだ」

　いつも夫を称えていたダイアンサスが、不安げに呟いた。

　彼かの女じよのヴェズエルに対する想いが薄まったわけでも、ヴェズエルが弱くなったわけでもないだろう。

「私も、そう思う……どうしてか分からないけど、ヴェズエルはこのままじゃ勝てないと感じる」

　リリウムがヴェズエルの腕うでにしがみついてそう言った。

「勝てぬ、か。なるほど、我もそう思う。では、何にだ？　ここは虚きよ無むだ。戦う相手など存在しない」

　三さん世ぜ寺じ夏彦と蓬よもぎ田た織おり姫ひめとの戦いを越えて、ヴェズエルたちは大千世界から更に先へと進んだ。その結果、何もなかった。

　創造主がまだ手を加えていないのか、あるいは手が届かぬ領域まで来てしまったのか。

　なんにせよ、ヴェズエルたちはもはや、引き返すことも出来ず、ただ漂ただようことしか許されない。

　――いや、果たして本当にそうか？

　自分が小さいと感じるのは、周りが大きいときだろう。

　比較対象がなければ、そんなことを思うわけがない。

　つまり、ここは虚無などではなく、あまりにも大きすぎてヴェズエルが認にん識しきできないだけではないのか。

　一度その疑ぎ惑わくが湧き上がると、そうとしか思えなくなった。

　自分は弱くて小さい。

　大千世界という井の中で粋がっていた蛙に過ぎなかった。

　――ああ、認めよう。自分で言ったことではないか。大千世界と名が付いている以上、前人未踏には程遠い。そんな場所を走破して何を誇る。我はいまだ何もなしえていないのだ！

　ヴェズエルは自らの無知と無力を認めた。その瞬間、新世界が姿を現わした。

　否いや、ずっとそこにあったのに、見ることが出来なかったのだ。

「これは……」

「なに……？」

　ダイアンサスとリリウムが、不安に声を震わせる。

　そこは星々が煌めく宇宙だった。宇宙で怪かい物ぶつたちが闘とう争そうを繰り広げていた。

　赤い機械の怪物が、腕の一ひと振ふりで数千数万の星を打ち砕き、拳こぶしを敵に叩たたき付つける。

　白銀の竜が、その牙で拳を受け止める。同時に竜の頭上に立っていた金髪赤眼の少女が、無数の青白い光球を撃ち出して、機械の怪物に攻こう撃げきした。

　そして別方向から、目も眩む光の帯が飛来し、機械と竜を飲み込んでいく。それを放ったのは、あらゆる生物をこねくり回したような異形の生物。

　見回せば、怪物はいくらでもいた。

　むしろ、光る星の一つ一つが想像を絶する『何者か』だった。

　邪悪な思念を放つ生きた天体。実体を持たない情報生命体。破は壊かいの権化のような三つ首怪獣。どれもこれも、ヴェズエルより圧あつ倒とう的てきに強い。

「あは、久しぶりに参入者ね。どこの如来を倒してここに来たのかしら？　そんな脆弱な力だと、すぐに死んじゃうわよぉ？」

　白銀の竜がヴェズエルを向き、その頭上にいた金髪の少女が笑った。否、嗤った。

　この破戒王ヴェズエルを真正面から見据えて、圧倒的高みから嘲ったのだ。

「ふは、ふははははは！」

　ヴェズエルもまた笑いが止まらなかった。恐きよう怖ふのあまり狂ったのではなく、本当に愉ゆ快かいだったのだ。

　どこの如来――少女はそう言った。

　ヴェズエルが倒してきたのは毘盧遮那ビルシヤナ如来だ。しかし如来とは一つではないのだ。

　阿あ弥み陀だ如来、薬師如来、釈迦如来。阿あ閦しゆく如来に宝ほう生しよう如来、不ふ空くう成じよう就じゆ如来――如来の数は無限であり、大千世界は如来の数だけ存在する。

　故に怪物の数もまた無限。

　ここから見えるだけでも何兆か、何十兆か分からぬ数の怪物どもは、どれも覇を競って戦っている。

　その中で、ヴェズエルが倒せるような者は、一体もいないだろう。

　生まれて初めて感じる絶望の中、ヴェズエルは歓喜した。

　自分が求めていたのは、まさにこれだったのだと理解する。

「ダイアンサス！　リリウム！　手始めに視界に収まる者どもを凌りよう駕がしようぞ。案ずるな、お前たちが愛した男は負けんよ！」

「はぁ、やれやれ、またそうやって勝手に走り出す。まあ妾は慣れっこだがな。リリウム、追いかけるぞ。ヴェズエルは止まることを知らぬ男。一人で行かせては、どんな無む茶ちやをやるか分からぬ」

「私たちが手綱を握ってあげないと」

「そういうことだ。言うようになったではないか」

　ヴェズエルは策も立てずに、怪物が入り乱れる戦場へまともに駆けだした。

　振り返らずとも、女たちが付いてきているのは分かっている。だから安心して背中をがらんどうに出来るのだ。

　自分が見つめるのはただ前だけ。

　後ろは見ない。過去も振り返らない。もう頭の中からは、毘盧遮那も三世寺夏彦も消えていた。

　まずは白銀の竜に斬りかかる。

「ほう、臆することなく私に挑いどむか。面おも白しろい。貴様、名を聞いてやろう」

　口を開いた竜の声は、意外にも幼い少女のものだったが、その尊大さは外見に相応ふさわしい質量を有していた。

　まさに、相手にとって不足はない。

「我は火か界かい王おう剣けんを操りし神滅者、破戒王ヴェズエル！　全次元全宇宙全時間において無敵の魔ま王おうなり！」
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「ちょっと社長。いい加減にして下さい！　毎日毎日……もう桜満開なんですよ！」

「嫌いやにゃ、退かないにゃ！　私が退いたら織姫ちゃんコタツ片付けちゃうにゃ！」

「当たり前ですよ春なんですから！」

　織姫が仁王立ちして見下ろす先には、社長の必死の形相があった。その体はヤドカリのようにコタツに収納されており、何が何でも出ないぞ、という決意が感じられる。

「猫ねこにはコタツで丸くなる義務があるのにゃ。だからコタツは出したままにするにゃ、これは社長命令ニャ！」

「何が社長命令ですか、ここは私の家です！　勤務中でもないのに命令を聞く必要はありません」

「社会ではそんな正論、通用しないニャ。上司が白と言えばカラスだって白くなるニャ」

「黙りなさい！」

　織姫は強ごう引いんにコタツを持ち上げる。だが社長はコタツの内側にしがみつき、決して離れなかった。戦いは畳を離れ、空中戦へと移行する。

　夏彦にとって今年の春は、大魔災以降、初めて日本で過ごす春なのだが、このコタツを巡る攻防は毎年のことらしい。

　そんなにコタツが好きなら夢幻島の館に設置すればいいのに、と夏彦は思う。しかし社長いわく、洋館にコタツは邪道なのだそうだ。

　故に社長は、冬になると毎日のように織姫の家にやって来た。それこそ本物の猫のようにゴロゴロ喉を鳴らしながら、コタツに潜り込んで幸せそうにしていた。

　しかし、冬は終わった。もう桜が満開だ。コタツを片付けるのは当たり前のことなのだ。

「ちょっと夏彦。そこでニヤニヤしながら眺めてないで、社長をコタツから剥がして下さい。なんなら尻尾しつぽ引っ張ってもいいですよ」

「はにゃ!?　尻尾引っ張るなんて鬼き畜ちくの所業にゃ。私はそんな悪いことしてないにゃ！」

「じゃあ離はなれたらいいじゃないですか」

「嫌にゃん！」

　織姫がコタツをブンブン振り回し、社長は遠心力に負けじと力を込める。手に汗握る大迫力の戦いだ。

　もう少し眺めていたい気もするが、家が壊こわれては大変なので、夏彦は心を鬼おににして社長の尻尾を引っ張ろうと手を伸のばす。

　と、そのときである。風が吹き、開いていた襖から、桜の花びらが一枚、部屋の中に舞い落ちた。

「にゃにゃ、綺麗だにゃあ」

　社長は花びらをぼんやり見つめていたが、突とつ然ぜん弾はじかれたようにコタツから飛び降り、それを拾い上げる。

「花びらが部屋に入ってきたということは、もう散り始めたのかニャッ？」

「まあ、桜は満開になったらすぐに散りますからね」

「大変ニャ！　勿体ないニャ！」

　社長は境けい内だいに飛び出し、石いし畳だたみに落ちている桜の花びらを拾い始めた。その隙すきに織姫はコタツを片付けてしまったが、社長はそれに気付かない。

「このままだとあっという間に葉桜になってしまうにゃ。今すぐイデアル非常召集！　お花見大作戦にゃ！」

　社長はスマホを取り出し、皆にメッセージを送り始める。

「ああ、やっぱり今年もやるんですね」

　織姫は夏彦の隣に立ち、ため息混じりに呟いた。

　どうやら毎年恒例行事のようだ。

「そう嫌そうにするなよ。今年は俺がいるんだから、きっといつもより楽しいぜ」

「だからこそ、夏彦と二人っきりがよかったのですが……」

　織姫は小声で、しかしハッキリ聞こえる声で呟いた。夏彦はたまらず畳の上に彼女を押し倒し、唇くちびるを重ね、舌をねじ込む。

「にゃ!?　一瞬目を離した隙に何してるニャ！　皆みんな来るんだからちゃんとするにゃ」

「ん、んちゅ……そうですよ夏彦、こんなところを、ちゅ……見られたら、んっ、恥ずかしい……じゃ、あっ、ないですか……ちゅちゅ……」

「止まる気配がないにゃぁ……」

　社長は困った声を出すが、知ったことではない。ここは織姫と夏彦の家であり、そして二人は愛し合っているのだ。ところが、

「またしても縦と横を間違ってしまったであります」

　夏彦が織姫のスカートに手を突っ込み、太ももを撫でようとした瞬間、上から朱す雀ざくの声が聞こえ、そして夏彦の背中に着地した。

「……おい朱雀。重いぞ」

「あっ、ラブシーンでありましたか！　朱雀に構わず続きを！」

　などと言って朱雀は夏彦から飛び降り、近くに正座して興味深げに見つめてくる。

　続きを、と言われたら、続けざるを得ない。

　夏彦はベルトを緩め、ズボンを下ろそうとした。が、開いたままの空間跳躍魔術の門から、魔王が降臨する。

「朱雀。お前が花見に参加するのはいいが、オレまで引っ張り出すのは……って、おい、お前ら朱雀の前で何てことしてやがる！」

　現れた慈じ悲ひ帝ていゲシュペスは、畳の上でちゅっちゅする夏彦たちと、それをシゲシゲと凝視する朱雀を見つけ、烈火の如く怒いかり狂くるった。

「何てことと言われても」

「我が慢まんは毒ですし」

　夏彦と織姫が正直な気持ちを打ち明けると、ゲシュペスはますます怒り狂い、朱雀の目を両手で覆った。

「うるさい、ふざけるな。朱雀もガン見するな！　教育に悪い！」

「なぜでありますか！　とても勉強になるであります！」

　朱雀はジタバタもがきゲシュペスを振りほどこうとするが、力で勝てるはずもなく、視界を塞がれたままだ。その隙に夏彦は織姫の上着をずらして胸に手を添える。

「お主ら……見られていても節操ないのじゃな……」

　すると今度は、犬耳幼女ことショコラ・ミミングスがやってきた。彼女は呆あきれた顔で組んずほぐれつを見やり、ついでに蹴け飛とばした。何と横暴な奴だろうか。最近、長官代行から長官に格上げになって調子に乗っているに違ちがいない。

「にゃにゃ、ショコラちゃん来てくれたのかにゃ！　いつも忙いそがしいと断られるから、今日も駄だ目めかと思ったにゃあ」

「まあ……ワシにも暇なときくらいはある。暇で暇で仕方ないから来てやったのだ。ありがたく思えよ」

「ありがたいニャ！」

　社長は偉えらそうにするショコラに抱きつき、心底嬉うれしそうに頬ずりする。

　ショコラは顔を赤くし、社長を引きはがそうと抵抗する振りをした。ショコラが本気になれば社長など一いち撃げきで粉ふん砕さいできるが、そうしないあたり、まんざらでもないらしい。

　と、そこへ、眼鏡をかけた青年が空から降りてきた。ショコラの副官を務める、アレス・アランである。

「長官、やはりここにいましたか。九州が不穏なこのときに……さあ、行きますよ！」

「あ、いや、しかし……」

　アレスに腕を引かれたショコラは、泣きそうな顔で一同を見回した。

　桜は更さらに花びらを散らし、今シーズンの終わりを告げていた。今日を逃のがせば、見頃は終わりかも知れない。

　社長はにゃーにゃー言いながらショコラの裾を引っ張り、ショコラもアレスの腕を引っ張り返す。

「……一時間だけですよ、長官」

「うむ！　あ、いや、別にワシは花見など参加したくないのじゃがな。慈悲帝陛下が参加している以上、ワシが途と中ちゆうで抜けたら不敬になるじゃろ。じゃからな……」

　アレスの許しを得たショコラはパッと顔を輝かがやかせたが、すぐに表情を険しくし、喜んでいないというアピールを始める。

　すると慈悲帝は真ま面じ目めくさった顔で口を開く。

「いや、別に不敬じゃないぞ。忙しいなら帰っても構わん」

　その途と端たん、朱雀と社長が詰め寄った。

「何を言っているでありますか、慈悲帝様！　せっかくショコラが来てくれたというのに！」

「ショコラちゃんと遊べるなんて貴重な機会ですニャ、空気読んでくださいニャ！」

「お、おう……」

　魔ま界かいの最高権力者たる慈悲帝ゲシュペスは、二人の幼女に叱られ、素直に小さくなる。

「やっほー花より団子の皆ぁ！　お菓子沢たく山さん持ってきたよー」

「今日もドンペリを持ってきましたわ！」

　そして現れたのは委員長とヘルガのコンビだ。しかし歩いているのは両手に紙袋を持っている委員長だけ。ヘルガの方は、お菓子のつまった紙袋から顔を出し、人形のように収まっている。

　ヘルガはアウレリアとの戦いで致命的な損傷を負い、手の平サイズまで小さくなってしまったのだ。あれから月日が経ち、何とか六十センチ程度まで成長したが、完全に元に戻るのはもう少し先だろう。

　それから続いてやって来たのは、シュトライムとクロムウェルだ。神社に通じる階段を登らず、空からやってくる。彼女らほどの魔族になれば、足で移動するより飛ぶ方が自然なのだろう。だが、それを見た織姫は眉まゆをつり上げ怒り出す。

「二人とも、神社に入るときは鳥居をくぐって下さい！」

「細かいこと言うなよ織姫。魔族に信仰心を期待するな」

「そんなことを言って。安産祈願のお守りが効かなくなりますよ！」

「むむ……」

　シュトライムが口ごもると、隣となりにいたクロムウェルが笑い出す。

「織姫はんの勝ちやね。大人しく鳥居から入り直そう。元気な赤ちゃん産みたいやろ」

「むしろ、もう少し大人しくなってくれてもいいんだがな。今も動きまくってるんだ」

　シュトライムは苦く笑しようしながら、膨らんだお腹をさする。そう、彼女はその体の中に、もう一つ生命を宿していた。

「にゃにゃん。触さわらせてにゃ」

　社長はシュトライムに走り寄り、ぺたぺた触ったあと、猫耳を押し当てる。すると次の瞬間、ズドンという音と共にひっくり返り、石畳を三回ほど転がった。

「にゃあっ！　お腹越しに攻撃されたニャ！」

「あははは、父親に似て喧けん嘩かっ早ぱやい奴やつなんだ」

　母親は呑のん気きに笑っているが、胎たい児じのときから喧嘩っ早いというのは非常に将来が心配だ。その辺の車やら電柱やらを振り回して遊ぶ子供にならないよう、ちゃんと教育して欲しいものである。

「そう言えば、朱雀と慈悲帝様も鳥居をくぐっていないであります。行くであります」

「面めん倒どうだな……」

　ゲシュペスは露骨に嫌そうな顔をしたが、織姫に睨まれ、渋々といった感じで朱雀に手を引かれて鳥居に向かう。

　しかしゲシュペスが気だるそうにしているのには理由がある。

　破戒王たちとの最終決戦のあと、日本列島の被ひ害がいは甚大だった。まず関東一帯は消しよう滅めつに近い状態で、更に仏像による被害が各地に広がっていた。もっとも仏像の方は、夏彦たちが破戒王一派と戦っている最中に、クロムウェルが倒して回ってくれたお陰かげで、最小限に抑おさえられている。

　ゲシュペスはそれらの被ひ害がい状じよう況きようをまとめ、復旧計画を立て、実行し、最近ようやく落ち着いてきたのだ。

　それから暗黒ドームだが、夏彦と織姫が脱出したあと暫くして消えてしまった。東京全てを包み込むほどの大きさだったのに、いまや影かげも形も残っていない。ただ荒野が広がるばかりだ。

　大千世界への道は閉ざされ、人界は人界だけで完結した世界となったのだ。破戒王のような者が現れない限り、もう二度と開くことはないだろう。

「くぐったであります、お花見するであります！」

　鳥居を通り抜けた朱雀は、一目散に駆けだし、境内で一番大きな桜の下に陣取った。

　皆がそのあとに続いて集まるが、夏彦は誰か一人忘れているような気がしてならない。

　イデアルには確か、重要な裏方がいたのではなかったか。

「はぁはぁ……シュトライムさんもクロムウェルさんも待ってよ……私飛べないんだから……」

　さあこれから乾杯だというとき、一人の女性が鳥居をくぐって現れた。副社長の下しも北きた麻あさ美みである。

「副社長、こっちニャこっちニャ。皆で待ってたにゃん」

「本当？　私のこと忘れてたりしない？」

「そんなことはないニャ！」

　社長は胸を張って言う。が、他の者たちはギクリとした顔になった。

　しかし社長に覚えていてもらえただけで副社長は満足だったらしく、嬉しそうに笑っていた。

「さあ、全員集合したところで乾杯にゃ。今日は三世寺くんも織姫ちゃんもバカップル成分を抑えて、皆で遊ぶにゃ」

「はは、社長。大丈夫だいじようぶですよ。今日一日くらい楽勝っす。な、織姫」

「え!?　あ、はい……頑張ります！」

　織姫がやたらと気合いを入れた顔で宣言するものだから、かえって皆の不信を買ってしまう。

「えー、なになに。織姫ちゃん、そんなに頑張らないと我慢できないの？　どすけべー」

「破廉恥ですわ！」

「いや、別にそこまで頑張りませんよ！　ただちょっと言ってみただけです！」

「お主ら。いつになったら乾杯するのじゃ。修しゆ羅ら庁ちようはイデアルのように暇ではないのじゃぞ」

「オレもやっと出来た休暇をお前らの漫才で潰されたくない。早くしろ」

　修羅庁長官と魔王はうんざりした口調で文句を垂れる。

　しかし、何だかんだで帰らないあたり、本気で嫌がっているわけではないのだろう。

　この面子は、いままで何度も激戦を越こえてきた。きっと、これからも激戦があるに違いない。だが、この呑のん気き極まる集まりは何度だって開くし、一人たりとも欠けさせたりしない。

「それじゃあシュトライム様の安産と魔界の平和を願って、乾杯！　にゃ！」

「いえーい、かんぱーい！」

　威い勢せいのいい声が新郷神社に響き渡る。

　それに驚おどろいたように桜の木が一いつ斉せいに揺れ動き、花びらが何枚か落ちてきた。
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あとがき







　こんにちは、ツガワです。

　火界王剣の神滅者デイスビルシヤナもこの巻で終了です。バトルばっかりの作品だったので、夏なつ彦ひこと織おり姫ひめのイチャイチャがいまいち足りてないなぁ、なんて思っているのですが、それはいつか別の作品で再チャレンジすることにしましょう。

　ところで、このあとがきを編集部に提出したのが七月七日。つまり七夕。夏彦と織姫の誕生日。なんとも運命を感じますね。どうせなら七月に出版できれば良いのですが、なかなかそうはいきません。

　まあ同じ夏だからギリギリセーフですよね。

　そんなわけで、イラストレーターのＲｉｖさんや、編集のＮさん、その他大勢の人々に支えられ完成した最終巻です。何よりも大きな支えになったのは、読者の皆さんです！

　本当にありがとうございました。

　では、九月にまた会いましょう。

　九月……そう、九月に新作が出るのです！

　どんな話かというと、ズバリ惑わく星せいが割れたりしないお話です。

　つまり、イチャイチャしてたらメルトダウンして三千世界を貫いたとか、ヒロインの親に交際の報告したら惑星を投げ合う喧けん嘩かになったとか、そういう暴れ方はしないということです。多分。少なくとも一巻では。いや本当に。

　Ｎさんにも、これは星を割らない話ですよ、と言って企画を出したので。嘘はつきませんよ。ええ。誓います。私の作家生命をかけます。足りないようでしたらＮさんの編集生命もかけます。本人の同意は一切得ていませんが、大丈夫です。おそらく。

　二人の生命がかかった新作のタイトルは『新米社長のパーフェクトゲーム』です。

　どうか皆さん、買ってください。お願いします。

　人の命がかかっているんですよッ！
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